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終了時評価調査日程表 

(1) 本調査（調査分析団員を除く全員）（2006 年 7 月 17 日－28 日） 

月日 時間 場所 調査団予定 備考 
7月17日

（月） 
20 :00 Niamey 横関団員到着（V7-732 便） ニアメ 

7月18日

（火） 
15 :30 

 
Niamey 調査団 3 名到着（AF732）  

ニアメ 
7月19日

（水） 
午前 

 
 
 

 

Niamey 
 
Konni 

基礎教育・識字省表敬 
JICA ニジェール事務所表敬 
昼前に Konni へ出発 
調査団 Konni 到着 
EPT プレゼンテーション、質疑応答（2 時間） 

 
 
タウア州 

7月20日

（木） 
8 :00 

 
 

15 :00 

Konni ホ テ ル 発 、 COGES 連 合 視 察 （ Tsernaoua, 
Dougerawa, Galma） 
ホテル戻り･昼食 
タウア州基礎教育･識字局長及び COGES 監督官と

の会談 

 
 
 
タウア州 

7月21日

（金） 
7 :00 Konni ホテル発、APP クラブ視察（Zonga Aroki 及び

Tserna Gomma）、コミュニティー幼稚園視察

（Dabnou）  
セカンド･チャンス･クラス視察（Moujia） 
昼食 
学校プロジェクト視察（Kaoura AL） 

 
 
 
 
タウア州 

7月22日

（土） 
7 :30 

14 :00 
 

Konni 
Zinder 

ホテル発 
Zinder 着 
ホテルチェックイン後、昼食 
ザンデール州基礎教育局長、COGES 監督官との会

談 
研修視察 

 
 
ザンデール州 

7月23日

（日） 
7 :30 Zinder ホテル発 

研修・パイロット校視察（Zinder Commune） 
昼食 
研修･学校訪問（Matameye Commune） 

 
 
ザンデール州  

7月24日

（月） 
7 :00 

 
19 :30 

Zinder 
 
Niamey 

ホテル発、ニアメへ 
昼食（Konni） 
ニアメ到着  
M/M 準備 

 
ニアメ 

7月25日

（火） 
8 :00 

 
 

Niamey 調査団内会議 
事務所途中報告 
M/M 準備 

 
ニアメ 

7月26日 
（水） 

9 :00 Niamey 基礎教育･識字省（総局長、副次官）との協議 
UNICEF との会談 

ニアメ 

7月27日 
（木） 

9 :00 Niamey 基礎教育･識字省との M/M 協議 
AFD、仏教育アドバイザーとの会談 

ニアメ 

7月28日

（金） 
10 :00 

 
20 :50 
23 :50 

Niamey 協議録署名 
空港へ移動 
ダカール（横関専門員のみ）(V7－733) 

パリ（AF731）→キャンセルになったため、翌日出

発  

 

    

付属資料１．調査日程
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（２）補充調査 調査分析担当団員（2006 年 10 月 16 日-11 月 2 日） 

月 日 曜 活動 宿泊地 

10 16 月 AF275 成田 1205→パリ 1730 （パリ） 

 17 火 AF732 パリ 1110→ニアメ 1530 

原専門家打ち合わせ 

ニアメ 

 18 水 JICA 事務所打ち合わせ 

移動ニアメ→タウア 

尾上、中澤、斉藤各専門家打ち合わせ（日程等） 

タウア 

 19 木 タウア州基礎教育・識字局長インタビュー 

タウア州 COGES 監督官インタビュー 

タウア県 COGES 担当官インタビュー 

タウア市 COGES 担当官インタビュー 

サボン・ガリ小学校 COGES 委員インタビュー 

尾上、中澤、斉藤各専門家打ち合わせ（実績等調査） 

タウア 

 20 金 セルナワ COGES 連合委員インタビュー 

サウナ・ゴマ小学校 COGES 委員インタビュー 

ムジア小学校 COGES 委員インタビュー 

尾上、中澤、斉藤各専門家打ち合わせ（グリッド案等） 

タウア 

 21 土 尾上、中澤、斉藤各専門家打ち合わせ（グリッド案等） 

移動タウア→ニアメ 

ニアメ 

 22 日 (ラマダン明け休日)ONEN 代表インタビュー 

資料整理  

ニアメ 

 23 月 (ラマダン明け休日) 資料整理 ニアメ 

 24 火 (ラマダン明け休日)原専門家インタビュー、資料整理 ニアメ 

 25 水 (ラマダン明け休日)  資料整理 ニアメ 

 26 木 基礎教育・識字省インタビュー 

世銀 インタビュー 

ニアメ 

 27 金 CONCERN インタビュー ニアメ 

 28 土 資料整理、報告書案作成 ニアメ 

 29 日 資料整理、報告書案作成 ニアメ 

 30 月 原専門家と協議 ニアメ 

 31 火 JICA 事務所報告 機内 

11 １ 水 移動 AF731 ニアメ 0035→パリ 0555  AF272 パリ 1030 機内 

 2 木 →成田 0650  
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主要面談者 
 

・基礎教育識字省 

Mr. Hamani Haroua 大臣 

Mr. Hamissou Oumarou 副次官 

Mr. Gambo Mallam Sadissou 計画調査局長 

Mr. Boulama Arymallow Boukar 基礎教育総局長 

Mrs. Maiguizo Rakiatou Zada 次官 

Mr. Damana Issaka  COGES推進室長 

 

・タウア州基礎教育識字局 

Mr. Ousmane Djibo 局長 

Mr. Zakaria Seybou COGES 監督官 

 

・タウア州視学官事務所 

Mr. Abdoulaye Ali タウア市COGES担当官 

Mr. Abdoulaye Awaiss タウア県 COGES 担当官 

Mr. Bazanfare Inoussa コニ県視学官 

Mr. Salifou Oumarou コニ県 COGES 担当官 

 

・ザンデール州基礎教育識字局 

Mr. Elh Aboubacar Salifou  局長 

Mr. Goni Ibrahim Abdoulaye COGES 監督官 

 

・世界銀行ニジェール事務所 

Dr. Adame Ouedrago 教育専門家 

 

・UNICEFニジェール事務所 

Mme. Sara Poehlman-Doumbouya 教育プログラムオフィサー 

 

・AFDニジェール事務所 

Mr. Herve Kahane 次長 

 

・CONCERNニジェール事務所 

Mr. Normand Levesque 教育専門家 

 

・ONEN 
Mr. Ibo Issa 理事長 

 

・JICA ニジェール事務所 

笹館 孝一 所長 

井手 徹 企画調査員 

 

・プロジェクトチーム 

原 雅裕 チーフアドバイザー・教育専門家 

尾上 公一 参加型計画・組織能力強化専門家 

中澤 淳子 業務調整・住民能力強化専門家 

斉藤 由紀子 生産実習活動（APP）短期専門家  

影山 晃子 学校活動計画担当スタッフ 

付属資料２．主要面談者
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価

設
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計
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実
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.
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.
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.
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績
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０
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３
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B
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d
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 D
ir

ec
to

r)
, 
S
ec

re
ta

ry
-
G

en
er

al
 /

M
in

is
tr

y 
o
f 
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 D
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A

 
M

r.
 B

o
u
la

m
a 

B
o
u
ka

r 
M

al
am

 A
ri

, 
D

ir
ec

to
r-

G
en

er
al

/
 D

ep
ar

tm
en

t 
o
f 
B

as
ic

 E
d
u
ca

ti
o
n
 

M
r.

 D
am

an
a 

Is
sa

ka
, 

C
o
o
rd

in
at

or
/
 C

.P
. 

C
O

G
E
S
 

R
eg

io
n
al

 D
ep

ar
tm

en
t 

o
f 

B
as

ic
 E

d
u
ca

ti
o
n 

an
d
 

L
it
er

ac
y 

(D
R
E
B

/
A

),
 i
n
 

T
ah

o
u
a 

M
r.

 A
m

ad
o
u
 S

ah
ad

o
u
 I
lli

as
so

u
, 

D
ir

ec
to

r/
 R

eg
io

n
al

 O
ff
ic

e 
o
f 
B

as
ic

 E
d
u
ca

ti
o
n
 a

nd
 L

it
er

ac
y 

in
 T

ah
o
u
a 

M
r.

 Z
ak

ar
ia

 S
ey

b
o
u
 ,

S
u
p
er

vi
so

r/
 R

eg
io

n
al

 O
ff
ic

e 
o
f 
B

as
ic

 E
d
u
ca

ti
o
n
 a

n
d
 L

it
er

ac
y 

in
 T

ah
o
u
a 

T
ah

o
u
a 

In
sp

ec
to

rs
' 

O
ff
ic

e,
 

T
ah

o
u
a 

R
eg

io
n
 

9
 C

O
G

E
S
 O
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ic
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s/
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n
sp

ec
to

r’
s 

O
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ic

e 
in

 T
ah

ou
a 

R
eg

io
n
 

R
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n
al

 D
ep

ar
tm

en
t 

o
f 

B
as

ic
 E

d
u
ca

ti
o
n 

an
d
 

L
it
er

ac
y 

(D
R
E
B

/
A
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 i
n
 

Z
in

d
er

 

M
r.

 E
lh

 A
b
o
u
b
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 S
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u
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d
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ra
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in
d
er
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ウ
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d
er
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eg

io
n
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実
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の
検

証
 

 
(1

) 
投

入
の
実

績
 

 
  

79

投
入

項
目

 
 

投
入

計
画

(R
/
D

及
び

P
D

M
に

よ
る

) 
投

入
実

績
 

(2
0
0
6

年
１

０
月

現
在

。
一

部
2
0
0
6

年
1
2

月
末

ま
で

に
実

施
す

る
こ

と
が

確
定

し
て

い
る

予
定

を
含

む
) 

(b
) 

専
門

家
執

務
室

 
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
拠

点
に

お
け

る
日

本
人

専
門

家
の

執
務

室
 

タ
ウ

ア
教

員
養

成
学

校
の

２
室

が
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
事

務
所

と
し

て
提

供
さ

れ
た

。
な

お
、

同
室

が
手

狭
に

な
っ

た
た

め
、

2
0
0
5

年
4

月
よ

り
、

JI
C

A
側

負
担

に
よ

っ
て

別
途

専
門

家
執

務
室

が
手

配
さ

れ
、

そ
れ

ま
で

の
事

務
室

は
C

O
G

E
S

監
督

官
及

び
そ

の
ス

タ
ッ

フ
の

事
務

室
と

し
て

使
用

さ
れ

て
い

る
。

 

(c
) 

現
地

運
営

経
費

 

 
ニ

ジ
ェ

ー
ル

側
の

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

対
す

る
予

算
配

分
は

な
か

っ
た

。
 

ニ
ジ

ェ
ー

ル
側

投
入

全
般

 
 

適
切

な
質

・
量

の
人

員
が

投
入

さ
れ

、
成

果
の

発
現

に
貢

献
し

て
い

る
。

な
お

、
本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
の

運
営

経
費

に
つ

い
て

は
ニ

ジ
ェ

ー
ル

側
の

予
算

配
分

は
な

か
っ

た
。
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) 
活
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評
価

設
問

：
活
動
は
計
画
ど
お
り
実
施
さ
れ
た
か
（
計
画
値
と
の
比
較
）
 

情
報

源
：

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
資
料
（
ニ
ュ
ー
ズ
レ
タ
ー
、
実
施
運
営
総
括
表
 
2
0
0
4
年
 
2
0
0
5
年

、
活
動
月
報
 
2
0
0
6
年
等
）
、
専
門
家
及
び
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
 

 

活
動

項
目

 
活

動
計

画
 

活
動

実
績

 

1
-
1
 

新
規

対
象

校
に

お
け

る
民

主
的

選
挙

に
よ

る
C

O
G

E
S

委
員

選
出

の
た

め
の

研
修

の
実

施
 

C
O

G
E
S

選
挙

研
修

の
実

施
（
合

計
1
,3

0
5

校
校

長
各

1
名

参
加

）
 

 
2
0
0
4

年
2

月
 

2
0
0
4

年
9

月
 

2
0
0
5

年
4

月
 

対
象

学
校

数
 

1
7
1

校
 

1
5
8

校
 

9
7
6

校
 

参
加

者
数

（
校

長
1

名
）
 

1
7
1

名
 

1
5
8

名
 

9
7
6

名
 

交
通

費
・
日

当
宿

泊
費

/
参

加
者

9
,4

0
7
 F

cf
a 

4
,7

0
6
 F

cf
a 

2
0
0
0
 F

cf
a 

講
師

代
 

2
5
,0

0
0
 F

cf
a 

/人
/

日
 

5
,0

0
0
 F

cf
a 

/C
O

G
E
S

担
当

官
な

し
 

 2
0
0
4

1
-
6

・
タ

ウ
ア

州
の

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
対

象
1
7
1

校
に

お
い

て
、

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
で

は
、

C
O

G
E
S

委
員

選
出

の
た

め
に

、
ま

ず
、

保
護

者
会

選
挙

を
、

地
方

住
民

の
参

加
を

得
て

行
っ

た
が

、
こ

の
選

挙
が

、
学

校
へ

の
住

民
の

意
識

を
高

め
る

結
果

と
な

っ
た

。
 

2
0
0
4

7
-
1
2

・
1
0

月
中

旬
・
下

旬
 

C
O

G
E
S

選
挙

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
 

1
-
2
 C

O
G

E
S

担
当

官
を

通
じ

た
民

主
的

選
挙

実
施

支
援

 

2
0
0
5

1
-
1
2

本
年

度
1
2

月
ま

で
に

、
タ

ウ
ア

州
内

の
全

小
学

校
（
1
3
5
6

校
）
の

9
6
.4

&
に

当
た

る
 
1
3
0
7

校
に

お
い

て
、

C
O

G
E
S

委
員

が
民

主
的

に
選

出
さ

れ
た

。
 

就
学

啓
発

活
動

（
当

初
計

画
P
D

M
1
 
に

お
け

る
活

動
1
-
1
）
及

び
同

研
修

（
同

1
-
2
）
 

・
2
0
0
4

年
9

月
、

タ
ウ

ア
州

の
す

べ
て

の
C

O
G

E
S

対
象

1
5
8

校
に

お
い

て
、

成
果

２
の

学
校

活
動

研
修

と
同

時
に

C
O

G
E
S

の
メ

ン
バ

ー
4
7
4

名
を

対
象

と
し

た
就

学
促

進
の

研
修

を
行

い
、

そ
の

メ
ン

バ
ー

が
中

心
と

な
り

住
民

に
対

す
る

就
学

啓
発

活
動

を
実

施
。

研
修

費
用

 
日

当
/
宿

泊
費

 
1
2
,1

2
8
 F

cf
a 

/参
加

者
 

講
師

代
5
,0

0
0
F
cf

a/
C

O
G

E
S

担
当

官
 

成
果

１
．

「
学

校
運

営
へ

の
住

民
参

加
が

増
大

す
る

」
の

た
め

の
活

動
。

 

（
啓

発
活

動
短

期
専

門
家

の
派

遣
）
 

2
0
0
4

年
1
0

月
7

日
よ

り
2
0
0
5

年
3

月
6

日
ま

で
啓

発
・
広

報
活

動
短

期
専

門
家

を
派

遣
し

、
C
O

G
ES

担
当

官
と
共

に
C

O
G

E
S

を
中

心
と

し
て

行
う

就
学

促
進

の
た

め
の

啓
発

活
動

の
支

援
を

実
施

し
た

。
活

動
内

容
は

以
下

の
通

り
。
（
同

時
に

こ
の

活
動

は
C

O
G

E
S

機
能

の
活

発
化

・
継

続
化

へ
と

繋
が

る
）
 

①
 

ベ
ー

ス
ラ

イ
ン

調
査

 
（
研

修
モ

ジ
ュ

ー
ル

に
要

さ
れ

る
就

学
の

障
壁

問
題

を
分

析
）
(2

0
0
4

年
1
1

月
1
9
～

2
6

日
) 

②
 

Ｃ
Ｏ

Ｇ
Ｅ

Ｓ
担

当
官

お
よ

び
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
チ

ー
ム

対
象

の
啓

発
ワ

ー
ク

シ
ョ
ッ

プ
（
C

/
P

能
力

向
上

）
(2

0
0
4

年
1
2

月
2
7
～

2
8

日
) 

③
 

Ｃ
Ｏ

Ｇ
Ｅ

Ｓ
担

当
官

対
象

お
よ

び
監

督
官

対
象

の
啓

発
技

術
セ

ミ
ナ

ー
（
C

/
P

能
力

向
上

）
(2

0
0
5

年
1

月
3
～

4
日

) 
④

 
「
啓

発
技

術
に

か
か

る
研

修
」
マ

ニ
ュ

ア
ル

制
作

お
よ

び
研

修
モ

ジ
ュ

ー
ル

・
研

修
教

材
の

開
発

（
C

O
G

E
S

政
策

促
進

へ
の

貢
献

）
 

⑤
 

Ｃ
Ｏ

Ｇ
Ｅ

Ｓ
委

員
対

象
啓

発
技

術
研

修
（
C

O
G

E
S

委
員

能
力

向
上

）
。

 
2
0
0
4
/
2
0
0
5

年
度

に
新

た
に

選
定

さ
れ

た
タ

ウ
ア

県
6

コ
ミ

ュ
ー

ン
の

C
O

G
E
S

委
員

（
計

５
３

６
名

）
に

対
し

、
当

該
短

期
専

門
家

に
よ

っ
て

開
発

さ
れ

た
「
啓

発
活

動
研

修
」
を

実
施

し
た

。
こ

の
研

修
は

、
学

校
活

動
計

画
研

修
プ

ロ
グ

ラ
ム

に
組

み
込

ん
で

実
施

し
た

。
 

⑥
 

人
中

心
学

習
ア

プ
ロ

ー
チ

の
実

践
（
絵

を
利

用
し

、
非

識
字

者
の

参
加

促
進

）
。

 
⑦

 
住

民
主

体
の

啓
発

キ
ャ

ン
ペ

ー
ン

（
住

民
参

加
の

促
進

と
フ

ォ
ー

ク
メ

デ
ィ

ア
の

有
効

利
用

）
2
0
0
5

年
2

月
1
9

日
サ

ル
ナ

ワ
地

区
に

お
い

て
住

民
が

主
体

と
な

っ
た

「
Ｃ

Ｏ
Ｇ

Ｅ
Ｓ

対
抗

演
劇

合
唱

コ
ン

テ
ス

ト
」
と

題
し

た
啓

発
キ

ャ
ン

ペ
ー

ン
が

開
催

さ
れ

た
。

披
露

さ
れ

た
全

て
の

演
劇

や
歌

に
は

、
Ｃ

Ｏ
Ｇ

Ｅ
Ｓ

と
住

民
が

自
ら

の
学

校
の

現
実

問
題

と
向

き
合

っ
た

啓
発

メ
ッ

セ
ー

ジ
が

発
せ

ら
れ

た
。

 
⑧

 
Ｃ

Ｏ
Ｇ

Ｅ
Ｓ

が
し

ゃ
べ

る
ラ

ジ
オ

番
組

の
放

送
（
ス

モ
ー

ル
メ

デ
ィ

ア
の

有
効

利
用

）
2
0
0
5

年
2

月
、

3
月

 
⑨

 
Ｃ

Ｏ
Ｇ

Ｅ
Ｓ

担
当

官
の

能
力

向
上

評
価

。
２

０
０

４
年

１
１

月
１

日
に

実
施

し
た

Ｃ
Ｏ

Ｇ
Ｅ

Ｓ
担

当
官

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ
ン

論
基

礎
知

識
テ

ス
ト

で
は

、
誰

一
人

「
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

過
程

の
要

素
」
等

の
問

題
に

答
え

ら
れ

な
か

っ
た

が
、

２
０

０
５

年
３

月
２

日
の

同
内

容
テ

ス
ト
で

全
Ｃ

Ｏ
Ｇ

Ｅ
Ｓ

担
当

官
が

正
解

答
し

た
。
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活
動

項
目

 
活

動
計

画
 

活
動

実
績

 

住
民

意
識

調
査

 
2
0
0
5

1
-
6

パ
イ

ロ
ッ

ト
校

に
お

い
て

住
民

の
意

識
調

査
を

実
施

し
た

。
住

民
の

8
0
％

以
上

が
学

校
教

育
に

対
し

て
肯

定
的

な
考

え
を

持
っ

て
い

る
が

、
学

校
の

現
状

、
特

に
教

員
の

長
い

ス
ト
ラ

イ
キ

で
長

期
間

行
わ

れ
な

い
授

業
や

、
地

域
社

会
と

乖
離

し
た

教
育

内
容

に
は

不
満

を
持

っ
て

い
る

こ
と

が
示

さ
れ

た
。

住
民

が
学

校
教

育
に

対
し

て
肯

定
的

な
意

識
を

持
っ

て
い

る
こ

と
が

判
明

し
た

の
で

、
住

民
の

過
半

数
が

学
校

に
対

し
て

否
定

的
な

意
識

を
持

っ
て

い
る

こ
と

を
前

提
と

て
設

定
さ

れ
た

当
初

P
D

M
の

活
動

・
成

果
は

見
直

し
が

必
要

と
な

っ
た

。
 

学
校

活
動

計
画

研
修

の
実

施
 
（
対

象
 

1
,2

9
1

校
 

2
,8

7
9

名
）
 

 
2
0
0
3

年
度

 
2
0
0
4

年
度

 
2
0
0
5

年
度

 

対
象

学
校

数
 

1
7
1

校
 

1
5
8

校
 

9
6
2

校
（
タ

ウ
ア

州
残

り
）
 

参
加

者
数

 
5
1
3

名
（
各

C
O

G
E
S

か
ら

代
表

3
名

）
 

4
7
4

名
（
各

C
O

G
E
S

か
ら

代
表

3
名

）
 

1
,8

9
2

名
（
各

C
O

G
E
S

か
ら

代
表

2
名

）
 

交
通

費
 

2
7
0
0
F
cf

a 

日
当

 
1
2
,1

3
5
F
cf

a／
参

加
者

 
1
2
,1

2
8
F
cf

a／
参

加
者

 
な

し
 

講
師

代
 

2
5
,0

0
0
 F

cf
a／

人
／

日
 

5
,0

0
0
 F

cf
a／

C
O

G
E
S

担
当

官
5
0
0
0
 F

cf
a／

C
O

G
E
S

担
当

官
 

備
考

 
 

 
啓

発
技

術
研

修
も

同
時

に
実

施
C

O
G

E
S

連
合

研
修

と
同

時
に

実
施

 

上
記

に
加

え
て

、
2
0
0
4

年
1
2

月
 

1
7
1

校
3
4
2

名
に

対
し

て
、

財
務

管
理

研
修

を
実

施
し

た
。

 

2
-
1

新
規

対
象

校
に

対
す

る
学

校
活

動
計

画
研

修
の

実
施

 
 

上
記

研
修

結
果

下
記

の
学

校
活

動
計

画
が

実
施

さ
れ

た
。

 
 

 
2
0
0
4
-
2
0
0
5
 
学

校
年

度
 

2
0
0
5
-
2
0
0
6

学
校

年
度

 

参
加

学
校

数
 

1
7
1
 

3
2
9
 

一
校

あ
た

り
平

均
学

校
活

動
計

画
実

施
件

数
」
 

3
.5

 
3
.9

5
 

実
施

の
た

め
動

員
さ

れ
た

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

の
資

源
 

1
5
6
,0

0
0
 F

cf
a 

（
日

本
円

で
約

3
万

円
）
 

2
4
0
,0

0
0
 F

cf
a 

（
日

本
円

約
5

万
円

、
契

約
教

員
の

6
ヵ

月
分

の
給

与
に

相
当

）
 

 2
0
0
4

年
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
開

始
と

と
も

に
、

タ
ウ

ア
州

の
州

基
礎

教
育

事
務

所
の

C
O

G
E
S

監
視

官
と

、
９

の
視

学
官

事
務

所
の

C
O

G
E
S

担
当

官
に

よ
る

C
O

G
E
S

支
援

、
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
体

制
確

立
の

た
め

の
活

動
を

開
始

。
 

体
制

確
立

の
た

め
、

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

結
果

報
告

や
、

情
報

交
換

の
た

め
の

C
O

G
E
S

監
視

官
と

C
O

G
E
S

担
当

官
の

定
例

会
議

を
月

一
度

開
催

し
て

い
る

。
 

2
0
0
4

年
8

月
カ

ウ
ン

タ
ー

パ
ー

ト
の

能
力

強
化

を
目

的
と

し
て

カ
ウ

ン
タ

ー
パ

ー
ト

3
名

の
本

邦
研

修
を

実
施

し
た

。
 

成
果

2
．

「
タ

ウ
ア

州
に

お
い

て
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
対

象
校

の
C

O
G

E
S

の
能

力
が

向
上

す
る

」
の

た
め

の
活

動
 

  

2
-
2
 

C
O

G
E
S

連
合

及
び

C
O

G
E
S

担
当

官
に

よ
る

モ
ニ

タ
リ
ン

グ
支

援
 

 

2
0
0
4

年
9

月
5
-
1
4

日
C

O
G

E
S

担
当

官
の

能
力

改
善

の
一

環
と

し
て

、
ブ

ル
キ

ナ
フ

ァ
ソ

へ
の

参
加

型
研

修
を

行
な

っ
た

。
 

参
加

者
：
C

O
G

E
S

担
当

官
9

名
、

C
O

G
E
S

監
督

官
1

名
、

M
E
B

A
関

係
者

（
C

O
G

E
S

推
進

室
長

、
計

画
局

職
員

）
2

名
、

O
N

E
N

2
名

、
邦

人
関

係
者

（
専

門
家

及
び

シ
ニ

ア
隊

員
）
3

名
、

計
1
7

名
 

総
経

費
：
8
,1

3
0
,9

1
0
 
（
航

空
券

、
ホ

テ
ル

代
、

参
加

者
日

当
、

視
察

先
講

師
等

謝
金

な
ど

 
成

果
：
C

O
G

E
S

担
当

官
が

C
O

G
E
S

関
連

研
修

の
講

師
と

し
て

養
成

さ
れ

た
。

他
国

の
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
ス

ク
ー

ル
の

経
験

か
ら

C
O

G
E
S

の
機

能
化

に
資

す
る

様
々

な
教

訓
を

得
た

。
カ

ウ
ン

タ
ー

パ
ー

ト
の

チ
ー

ム
と

し
て

の
結

束
力

が
高

ま
っ

た
。
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82

活
動

項
目

 
活

動
計

画
 

活
動

実
績

 

・
2
0
0
5

年
4

月
に

基
礎

教
育

・
識

字
省

が
C

O
G

E
S

政
策

の
方

針
書

を
発

表
し

た
。

内
容

は
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
の

活
動

内
容

を
広

範
に

取
り

入
れ

る
と

と
も

に
、

全
国

全
て

の
小

学
校

に
C

O
G

E
S

設
置

を
義

務
化

し
、

同
時

に
基

礎
教

育
・
識

字
省

か
ら

正
式

な
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
対

象
地

域
拡

大
要

請
書

が
発

出
さ

れ
た

。
 

・
「
ニ

国
」
政

府
の

C
O

G
E
S

政
策

変
更

に
伴

い
、

C
O

G
E
S

担
当

官
一

人
当

た
り

の
担

当
校

が
平

均
2
0
0

校
と

な
り

、
効

果
的

な
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
体

制
を

確
立

す
る

た
め

に
は

、
C

O
G

E
S

内
部

の
自

主
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
と

C
O

G
E
S

担
当

官
を

組
み

合
わ

せ
た

シ
ス

テ
ム

を
構

築
す

る
必

要
が

生
じ

た
。

こ
の

た
め

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
で

は
各

C
O

G
E
S

間
の

関
係

の
強

化
と

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

体
制

の
容

易
化

を
主

な
目

的
と

し
、

C
O

G
E
S

を
ニ

ジ
ェ

ー
ル

の
行

政
の

最
小

単
位

で
あ

る
コ

ミ
ュ

ー
ン

1
毎

に
グ

ル
ー

プ
化

し
た

C
O

G
E
S

連
合

結
成

支
援

を
始

め
、

6
月

末
ま

で
に

7
県

の
7

コ
ミ

ュ
ー

ン
に

お
い

て
C

O
G

E
S

連
合

を
結

成
し

た
。

 

・
C

O
G

E
S

担
当

官
に

よ
る

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

体
制

の
自

立
化

を
促

す
た

め
、

州
の

C
O

G
E
S

監
督

官
の

事
務

所
を

独
立

さ
せ

、
監

督
官

の
支

援
要

員
を

2
名

配
置

し
た

上
で

、
C

O
G

E
S

担
当

官
会

議
の

招
集

、
運

営
、

C
O

G
E
S

関
係

の
情

報
の

収
集

、
分

析
な

ど
を

C
O

G
E
S

監
督

官
自

身
が

行
え

る
よ

う
環

境
を

整
備

し
た

。
 

2
0
0
5

年
1
2

月
ま

で
に

、
タ

ウ
ア

州
、

8
県

、
4
3

コ
ミ

ュ
ー

ン
中

、
3
9

コ
ミ

ュ
ー

ン
（
4

コ
ミ

ュ
ー

ン
は

他
ド

ナ
ー

の
対

象
地

域
）
に

つ
い

て
、

C
O

G
E
S

連
合

を
結

成
し

た
。

そ
の

組
織

学
校

数
は

1
1
8
4

校
と

な
る

。
C

O
G

E
S

連
合

の
機

能
化

は
、

C
O

G
E
S

連
合

事
務

局
委

員
の

民
主

的
な

選
出

、
連

合
内

情
報

網
の

整
備

と
そ

の
手

段
の

貸
与

（
オ

ー
ト
バ

イ
）
、

連
合

と
し

て
の

活
動

計
画

の
作

成
と

そ
の

実
施

を
通

し
て

行
わ

れ
て

い
る

他
、

事
務

局
運

営
費

を
補

填
す

る
た

め
の

収
入

創
出

活
動

の
支

援
を

行
っ

て
い

る
。

 
 

・
C

O
G

E
S

の
支

援
体

制
と

し
て

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
前

半
期

で
確

立
し

た
C

O
G

E
S

監
督

官
と

担
当

官
に

よ
る

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

体
制

に
、

さ
ら

に
、

C
O

G
E
S

連
合

内
の

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

を
組

み
合

わ
せ

た
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
体

制
の

確
立

を
す

す
め

て
い

る
。

 

C
O

G
E
S

担
当

官
に

よ
る

巡
回

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

実
績

は
下

表
の

と
お

り
。

 

年
度

 
2
0
0
4

年
1
1

月
～

2
0
0
5

年
6

月
 

2
0
0
5

年
1
0

月
～

2
0
0
6

年
4

月
 

 
全

C
O

G
E
S

担
当

官
C

O
G

E
S

担
当

官
一

人
あ

た
り

 
全

C
O

G
E
S

担
当

官
C

O
G

E
S

担
当

官
一

人
あ

た
り

 

巡
回

学
校

数
 

校
 

1
,5

0
5
 
 

1
6
7
 

1
,0

2
0
 

1
1
3
 

巡
回

学
校

数
/
月

 
校

 
1
8
8
 
 

2
1
 

1
4
6
 

1
6
 

巡
回

日
数

 
日

 
7
6
5
 
 

8
5
 

5
3
4
 

5
9
 

巡
回

日
数

/
月

 
日

 
9
6
 
 

1
1
 

7
6
 

8
 

走
行

距
離

 
km

 
7
7
,1

5
5
 
 

8
,5

7
3
 

4
9
,6

7
6
 

5
,5

2
0
 

走
行

距
離

/
月

 
km

 
9
,6

4
4
 
 

1
,0

7
2
 

7
,0

9
7
 

7
8
9
 

ガ
ソ

リ
ン

代
 

F
cf

a
1
,9

9
7
,8

6
3
 
 

2
2
1
,9

8
5
 

2
,2

3
5
,4

2
0
 

2
4
8
,3

8
0
 

ガ
ソ

リ
ン

代
/
月

 
F
cf

a
2
4
9
,7

3
3
 
 

2
7
,7

4
8
 

3
1
9
,3

4
6
 

3
5
,4

8
3
 

 
2
-
3
 

契
約

教
員

と
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
2
0
0
4

年
1
1

月
中

旬
 

住
民

に
よ

る
契

約
教

員
管

理
マ

ニ
ュ

ア
ル

作
成

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
開

催
 

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

  
1  
ニ

ジ
ェ

ー
ル
の

地
方

行
政

区
分

の
訳

語
は
報
告
書
に
よ
り
混
乱
が
見
ら
れ
る
が
本
報
告
書
で
は
、

ré
gi

on
は

州
、

dé
pa

rt
em

en
tは

県
、

co
m

m
un

e
は

、
コ

ミ
ュ

ー
ン
と

呼
ぶ

こ
と
と

す
る

。
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活
動

項
目

 
活

動
計

画
 

活
動

実
績

 
の

関
係

改
善

に
か

か
る

セ
ミ

ナ
ー

の
実

施
 

契
約

教
員

と
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
関

係
改

善
セ

ミ
ナ

ー
：
参

加
人

数
 

教
員

4
1
0

名
、

C
O

G
E
S

メ
ン

バ
ー

3
9
7

名
 

実
施

場
所

 
ブ

ザ
、

サ
ル

ナ
ワ

、
イ

レ
ラ

、
タ

ウ
ア

市
、

マ
ダ

ウ
ア

の
各

コ
ミ

ュ
ー

ン
 

（
サ

ル
ナ

ワ
と

ブ
ザ

コ
ミ

ュ
ー

ン
は

A
P
P

ク
ラ

ブ
研

修
を

同
時

に
実

施
）
 

対
象

学
校

数
 

1
9
4

校
（
5

コ
ミ

ュ
ー

ン
）
 

参
加

者
数

 
8
0
7

名
 

（
C

O
G

E
S

担
当

官
9

名
、

各
学

校
か

ら
C

O
G

E
S

委
員

2
名

計
3
8
8

名
及

び
契

約
教

員
4
1
0

名
が

参
加

）
 

交
通

費
 

1
,5

7
6
F
cf

a 

日
当

宿
泊

 
7
,5

2
3
F
cf

a 

成
果

 
契

約
教

員
と

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

の
代

表
で

あ
る

C
O

G
E
S

委
員

が
直

接
に

お
互

い
の

問
題

意
識

を
共

有
す

る
こ

と
で

、
自

分
た

ち
で

解
決

で
き

る
こ

と
を

話
し

合
い

、
各

C
O

G
E
S

が
協

定
書

を
策

定
し

、
そ

の
結

果
、

例
え

ば
週

末
の

補
習

授
業

を
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
の

支
援

に
よ

っ
て

行
な

う
と

こ
ろ

な
ど

が
見

ら
れ

た
。

 

実
施

場
所

 
ブ

ザ
、

サ
ル

ナ
ワ

、
イ

レ
ラ

、
タ

ウ
ア

市
、

マ
ダ

ウ
ア

の
各

コ
ミ

ュ
ー

ン
 

 
2
-
4
 

A
P
P

研
修

の
実

施
。

 
         

A
P
P

研
修

の
実

施
 

 
2
0
0
4

年
度

 
2
0
0
5

年
度

 

対
象

校
数

 
2
5

校
（
サ

ル
ナ

ワ
）
 

6
8

校
（
ブ

ザ
、

サ
ル

ナ
ワ

）
 

参
加

者
数

 
8
5

名
（
対

象
校

の
校

長
及

び
教

員
）
 

1
3
6

名
（
対

象
校

の
C

O
G

E
S

委
員

1
名

及
び

校
長

）
 

交
通

費
・
日

当
宿

泊
費

 
9
9
2
0
F
cf

a／
参

加
者

 
1
1
,1

2
1
F
cf

a/
参

加
者

 
(A

P
P

分
の

み
と

し
て

は
7
,1

4
0
F
cf

a/
参

加
者

) 

備
考

 
A

P
P

教
員

研
修

 
A

P
P

ク
ラ

ブ
研

修
 

（
契

約
教

員
セ

ミ
ナ

ー
と

同
時

に
実

施
）
 

研
修

後
、

パ
イ

ロ
ッ

ト
校

に
お

い
て

、
9
0
％

以
上

の
学

校
で

A
P
P

活
動

が
行

わ
れ

た
。

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
で

は
、

さ
ら

に
、

児
童

の
自

主
性

を
引

き
出

し
、

A
P
P

活
動

と
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
の

関
係

の
強

化
の

た
め

に
A

P
P

ク
ラ

ブ
を

試
験

的
に

導
入

し
た

。
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活
動

項
目

 
活

動
計

画
 

活
動

実
績

 

A
P
P

セ
ミ

ナ
ー

（
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

）
の

実
施

 
 

A
P
P

セ
ミ

ナ
ー

（
ワ

ー
ク

シ
ョ
ッ

プ
）
の

実
施

 

 
A

P
P

セ
ミ

ナ
ー

（
ワ

ー
ク

シ
ョ
ッ

プ
）
 

A
P
P

経
験

シ
ェ

ア
リ

ン
グ

セ
ミ

ナ
ー

 

実
施

時
期

 
2
0
0
4

年
1
0

月
2
1
,2

2
日

（
2

日
間

）
 

2
0
0
5

年
6

月
1
1

日
 

実
施

場
所

 
ニ

ア
メ

 
コ

ニ
県

サ
ル

ナ
ワ

コ
ミ

ュ
ー

ン
 

参
加

者
 

基
礎

教
育

識
字

省
関

係
者

、
教

員
養

成
学

校
A

P
P

担
当

者
、

ニ
ア

メ
市

内
小

学
校

校
長

、
教

員
経

験
者

（
退

職
者

）
 

な
ど

計
2
5

名
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
パ

イ
ロ

ッ
ト
校

2
5

校
の

校
長

及
び

教
員

代
表

1
名

、
 

コ
ニ

県
視

学
官

事
務

所
所

長
及

び
指

導
主

事
 

合
計

5
7

名
 

総
経

費
 

9
0
7
,6

0
0
F
cf

a 
参

加
者

の
旅

費
・
交

通
費

支
払

い
 

2
9
8
,1

6
0
F
cf

a 
参

加
者

の
旅

費
・
交

通
費

支
払

い
 

成
果

 

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
に

て
、

以
下

の
3

つ
の

事
が

提
案

さ
れ

、
そ

の
内

容
に

基
づ

い
た

A
P
P

教
員

研
修

を
実

施
す

る
こ

と
が

決
定

さ
れ

た
 

－
教

員
へ

の
A

P
P

研
修

の
必

要
性

 
－

地
域

住
民

へ
経

験
者

を
巻

き
込

ん
だ

A
P
P

活
動

の
実

施
 

－
児

童
・
教

員
・
住

民
に

対
す

る
A

P
P

活
動

の
啓

発

こ
の

セ
ミ

ナ
ー

で
の

経
験

共
有

に
よ

っ
て

、
A

P
P

に
お

け
る

住
民

参
加

の
必

要
性

が
認

識
さ

れ
、

A
P
P

ク
ラ

ブ
と

し
て

の
活

動
の

方
向

性
が

固
ま

っ
た

。
 

 

・
A

P
P

ク
ラ

ブ
巡

回
視

察
 

1
月

 
サ

ル
ナ

ワ
 

8
校

、
 

ブ
ザ

 
9

校
 

合
計

 
1
7

校
 

2
月

 
サ

ル
ナ

ワ
 

2
1

校
、

 
ブ

ザ
 

18
校

 
合

計
 

3
9

校
 

3
月

 
サ

ル
ナ

ワ
 

2
8

校
、

 
ブ

ザ
3
1

校
 

合
計

 
5
9

校
 

4
月

 
サ

ル
ナ

ワ
 

1
8

校
、

 
ブ

ザ
 

23
校

 
合

計
 

4
1

校
 

5
月

 
サ

ル
ナ

ワ
 

2
2

校
、

 
ブ

ザ
 

32
校

 
合

計
 

5
4

校
 

A
P
P

ク
ラ

ブ
月

例
会

議
 

1
/
1
5
, 

2
/
15

, 
3
/
2
3
, 

4
/
2
7,

 5
/
2
9
 

2
0
0
6

1
-
6  

A
P
P
 

研
修

 
（
ブ

ザ
 

3
/
2
）
 

 

 
学

年
度

末
ア

ン
ケ

ー
ト
実

施
(2

0
0
6

年
6

月
) 

2
0
0
5

年
1
1

月
よ

り
タ

ウ
ア

州
ブ

ザ
及

び
コ

ニ
の

2
県

計
6
8

校
で

実
施

し
て

い
る

「
A

P
P

ク
ラ

ブ
」
が

、
3

ヶ
月

間
の

夏
季

休
暇

に
伴

い
６

月
2
3

日
を

も
っ

て
終

了
し

た
。

C
O

G
E
S

を
通

し
た

地
域

住
民

と
行

う
A

P
P

に
よ

っ
て

、
A

P
P

活
動

に
必

要
な

資
機

材
が

提
供

さ
れ

、
学

校
活

動
が

活
発

に
な

り
、

教
員

と
地

域
住

民
の

関
係

が
改

善
し

て
い

る
と

の
報

告
を

受
け

た
。

ま
た

、
児

童
も

A
P
P

を
楽

し
ん

で
お

り
、

学
校

に
通

学
す

る
意

欲
に

つ
な

が
っ

て
い

る
。

 

一
方

、
活

動
作

品
に

関
し

て
は

、
展

示
・
発

表
会

の
機

会
を

持
て

ず
、

十
分

な
評

価
が

実
施

で
き

な
か

っ
た

学
校

が
あ

っ
た

こ
と

か
ら

、
活

動
の

永
続

化
の

上
で

も
、

評
価

の
改

善
が

課
題

で
あ

る
こ

と
が

わ
か

っ
た

。
 

6
月

に
は

効
果

の
実

証
と

今
年

度
の

A
P
P

ク
ラ

ブ
評

価
を

兼
ね

、
6
8

校
の

全
校

長
及

び
、

ブ
ザ

、
サ

ル
ナ

ワ
の

1
0
0

名
の

児
童

と
1
0
0

名
の

地
域

住
民

（
各

県
5
0

名
）
を

対
象

に
、

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
を

実
施

し
た

。
評

価
結

果
に

つ
い

て
は

、
別

添
７

A
P
P

ク
ラ

ブ
資

料
を

参
照

の
こ

と
。
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グ
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1．
実

績
の

検
証

 
(2

) 
活

動
の

実
績

 

 
  

85

活
動

項
目

 
活

動
計

画
 

活
動

実
績

 

2
0
0
6

7
-
1
2

 

A
P
P

ク
ラ

ブ
月

例
会

議
 

7
/
7
 

学
期

末
に

実
施

し
た

A
P
P

ク
ラ

ブ
評

価
の

上
記

の
ア

ン
ケ

ー
ト
結

果
の

確
認

及
び

分
析

を
行

っ
た

。
ア

ン
ケ

ー
ト
結

果
、

児
童

、
教

員
、

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

、
三

者
共

に
、

A
P
P

ク
ラ

ブ
に

よ
っ

て
、

確
実

に
児

童
が

技
術

を
身

に
つ

け
て

い
る

こ
と

、
児

童
が

喜
ん

で
学

校
に

行
く

よ
う

に
な

っ
た

な
ど

、
肯

定
的

な
回

答
が

寄
せ

ら
れ

た
。

ま
た

、
そ

の
他

の
デ

ー
タ

か
ら

は
A

P
P

ク
ラ

ブ
を

導
入

す
る

前
と

後
で

、
出

席
率

が
平

均
8
％

上
昇

し
た

事
実

か
ら

、
A

P
P

ク
ラ

ブ
の

導
入

は
学

校
出

席
率

貢
献

の
可

能
性

が
高

い
こ

と
も

判
明

し
た

。
 

終
了

時
評

価
団

に
対

す
る

A
P
P

ク
ラ

ブ
活

動
発

表
 

7
/
1
8
 

上
記

の
ア

ン
ケ

ー
ト
調

査
内

容
を

基
に

報
告

。
2
1

日
（
金

）
の

A
P
P

ク
ラ

ブ
校

訪
問

（
2

校
）
で

は
、

雨
季

の
多

忙
な

農
作

業
に

も
関

わ
ら

ず
、

C
O

G
E
S

メ
ン

バ
ー

を
含

め
た

多
く

の
地

域
住

民
、

教
員

、
児

童
が

集
ま

り
、

平
常

行
っ

て
い

る
A

P
P

ク
ラ

ブ
の

様
子

を
紹

介
し

た
。

 
2
0
0
5

年
2

月
第

1
期

対
象

校
１

７
１

校
の

中
か

ら
応

募
提

出
さ

れ
た

計
画

書
を

審
査

の
上

、
3

月
7

校
、

4
月

1
校

に
つ

い
て

試
験

的
に

「
学

校
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
」
を

開
始

し
た

。
 
投

入
実

績
、

活
動

成
果

に
つ

い
て

は
、

別
添

8
「
学

校
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
概

要
」
を

参
照

の
こ

と
。

 

学
校

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
巡

回
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
 

2
0
0
5

年
4

月
1
8

日
（
T

o
u
b
a,

 A
ge

ye
, 

M
o
u
jia

）
、

1
9

日
（
T

am
a,

 T
ab

o
ta

ki
）
、

2
0

日
(C

h
ar

in
ge

, 
G

ra
d
 S

u
d)

、
5

月
7

日
（
C

h
ar

in
ge

）
 

2
0
0
6

年
1

月
2
3

日
C

h
ar

in
gu

e,
 G

ra
d
o
 S

u
l.
 2

4
日

 
T

ab
o
ta

ki
, 

T
am

a.
 2

5
日

 
K

ao
u
a,

 A
lh

as
sa

n
e,

 M
o
ud

ja
. 

2
6

日
 
A

gu
ey

e,
 T

o
u
b
a 

B
ag

ga
o
u
a)

 

学
校

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
会

議
 

2
0
0
5

年
6

月
2

日
、

２
０

０
６

年
3

月
4

日
、

6
月

2
2

日
 

2
-
5
 

学
校

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
（
８

校
）

活
動

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

実
施

 
  

学
校

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
ア

ト
リ
エ

 

2
0
0
6

年
5

月
1
9

日
（
T

ab
o
ta

ki
，

G
ra

d
 

S
u
d
）
、

5
月

2
3

日
（
K

ao
u
ra

 A
lh

as
sa

n
e）

 

 
C

O
G

E
S

学
校

活
動

計
画

に
よ

る
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
幼

稚
園

設
置

支
援

 

2
0
0
6

1
-
6

1
月

9
日

に
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
幼

稚
園

の
設

置
要

請
を

受
け

、
イ

レ
ラ

県
の

3
校

を
集

め
、

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

幼
稚

園
設

立
準

備
会

議
を

行
っ

た
。

 
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
幼

稚
園

保
育

士
養

成
研

修
実

施
(2

/
3
-
2
/
9
)。

 
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
幼

稚
園

開
園

（
2

月
中

旬
）
 

 
 

 
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
幼

稚
園

巡
回

 
3
/
1
, 

4
/1

8
, 

5
/
4
, 

5
/
1
1,

 5
/
1
3
 

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

幼
稚

園
会

議
（
3
/
3
0
,3

/
3
1
）
 

 
 

 
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
幼

稚
園

住
民

会
議

 

今
年

度
2

月
に

C
O

G
E
S

活
動

の
ひ

と
つ

と
し

て
開

始
さ

れ
た

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

幼
稚

園
が

、
5

月
末

か
ら

6
月

は
じ

め
に

か
け

て
3

村
と

も
に

今
期

の
活

動
を

終
了

し
、

夏
季

休
暇

を
迎

え
た

。
ひ

と
つ

の
村

で
は

休
園

に
際

し
て

住
民

集
会

を
開

催
し

、
今

年
度

の
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
幼

稚
園

活
動

状
況

を
振

り
返

り
、

園
児

保
護

者
や

保
育

者
か

ら
の

高
い

評
価

を
も

っ
て

、
来

年
度

以
降

は
さ

ら
に

運
営

を
継

続
し

て
い

く
こ

と
を

決
め

た
。

新
学

期
開

園
は

３
村

共
に

1
0

月
の

予
定

。
 

こ
れ

ま
で

の
投

入
実

績
、

成
果

は
別

添
9
「
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
幼

稚
園

」
を

参
照

の
こ

と
。

 

 
C

O
G

E
S

学
校

活
動

計
画

に
よ

る
識

字
ク

ラ
ス

“
セ

カ
ン

ド
・
チ

ャ
ン

ス
”
 

 

2
0
0
6

1
-
6

タ
ウ

ア
州

内
2

村
に

お
い

て
、

C
O

G
E
S

活
動

の
ひ

と
つ

と
し

て
実

施
さ

れ
て

い
る

住
民

運
営

の
「
2

n
d
 C

h
an

ce
ク

ラ
ス

」
が

、
今

月
中

旬
に

学
期

終
了

を
迎

え
た

。
夏

季
休

暇
突

入
直

前
に

、
2

村
中

1
村

に
お

い
て

、
ク

ラ
ス

の
状

況
見

分
の

た
め

の
小

テ
ス

ト
を

実
施

し
た

。
ク

ラ
ス

開
始

時
の

状
況

が
不

明
な

為
、

児
童

の
達

成
具

合
、

理
解

向
上

具
合

等
の

判
断

は
出

来
な

い
が

、
児

童
の

ほ
と

ん
ど

が
全

く
の

未
就

学
児

で
あ

っ
た

こ
と

に
鑑

み
る

と
、

多
く

の
児

童
が

こ
の

半
年

間
の

授
業

を
通

し
て

、
筆

記
や

算
数

の
能

力
を

確
実

に
取

得
し

て
い

る
こ

と
が

伺
え

た
。

そ
の

一
方

で
、

ク
ラ

ス
内

で
の

児
童

の
理

解
度

に
大

き
な

ば
ら

つ
き

が
出

て
き

て
い

る
こ

と
も

課
題

と
し

て
認

識
さ

れ
た

。
 

こ
れ

ま
で

の
投

入
実

績
、

成
果

は
別

添
１

0
「
2

n
d
 C

h
an

ce
ク

ラ
ス

」
を

参
照

の
こ

と
。
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活
動

項
目

 
活

動
計

画
 

活
動

実
績

 

3
-
1
 

C
O

G
E
S

連
合

結
成

研
修

の
実

施
 

  

C
O

G
E
S

連
合

結
成

研
修

の
実

施
 

 
2
0
0
5

年
3

月
 

2
0
0
5

年
5
-
6

月
 

2
0
0
5

年
1
0
-
1
2

月
 

対
象

コ
ミ

ュ
ー

ン
数

 
1

コ
ミ

ュ
ー

ン
（
ブ

ザ
）
 

6
コ

ミ
ュ

ー
ン

 
3
2

コ
ミ

ュ
ー

ン
 

対
象

学
校

数
 

4
0

校
 

1
6
2

校
 

9
6
2

校
 

参
加

者
数

 
8
0

名
（
各

C
O

G
E
S
2

名
）
 

3
2
4

名
（
各

C
O

G
E
S
2

名
）
 

1
,8

9
2

名
（
各

C
O

G
E
S
2

名
）
 

交
通

費
 

3
7
0
9
F
cf

a／
参

加
者

 
2
7
0
0
F
cf

a／
参

加
者

 

日
当

宿
泊

費
 

8
0
9
4
F
cf

a／
参

加
者

 
 

な
し

 
な

し
 

講
師

代
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
ス

タ
ッ

フ
 

5
0
0
0
Ｆ

cf
a／

C
O

G
E
S

担
当

官
 

5
0
0
0
F
cf

a／
C

O
G

E
S

担
当

官
 

備
考

 
O

N
E
N

業
務

委
託

 
O

N
E
N

業
務

委
託

 
O

N
E
N

業
務

委
託

 
 

C
O

G
E
S

連
合

財
務

研
修

 

 

2
0
0
6

年
1

月
 

C
O

G
E
S

連
合

財
務

研
修

 

タ
ウ

ア
州

の
C

O
G

E
S

連
合

が
出

揃
い

、
連

合
全

体
会

合
を

開
く

機
会

を
利

用
し

、
連

合
組

織
強

化
の

一
環

と
し

て
、

連
合

事
務

局
に

対
す

る
財

務
研

修
を

実
施

し
た

。
研

修
は

、
参

加
者

3
9

連
合

、
7
8

名
を

3
グ

ル
ー

プ
に

分
け

て
行

っ
た

が
、

こ
の

研
修

に
先

立
つ

全
体

会
合

で
は

、
C

O
G

E
S

連
合

が
機

能
す

る
た

め
の

条
件

で
あ

る
各

C
O

G
E
S

の
機

能
化

（
選

挙
及

び
学

校
活

動
研

修
の

実
施

）
の

重
要

性
と

、
組

織
と

し
て

の
透

明
性

の
重

要
性

を
説

明
し

、
そ

の
透

明
性

を
維

持
す

る
た

め
に

、
財

務
管

理
研

修
が

必
要

な
こ

と
を

強
調

し
た

。
 

C
O

G
E
S

連
合

研
修

マ
ニ

ュ
ア

ル
 

2
0
0
6

年
7

月
C

O
G

E
S

連
合

の
機

能
強

化
に

か
か

る
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
（
研

修
マ

ニ
ュ

ア
ル

）
が

完
成

し
た

。
タ

ウ
ア

州
で

の
一

年
目

の
経

験
を

も
と

に
、

C
O

G
E
S

連
合

の
意

義
や

役
割

と
運

営
を

機
能

化
す

る
た

め
に

不
可

欠
と

思
わ

れ
る

要
素

を
タ

ウ
ア

州
の

事
例

を
紹

介
し

な
が

ら
ま

と
め

た
。

こ
の

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

の
内

容
は

ザ
ン

デ
ー

ル
州

の
1
0

コ
ミ
ュ

ー
ン

で
7

月
中

旬
か

ら
下

旬
に

か
け

て
行

な
わ

れ
た

C
O

G
E
S

連
合

設
置

研
修

に
反

映
さ

れ
、

タ
ウ

ア
州

の
既

存
の

C
O

G
E
S

連
合

に
つ

い
て

も
そ

の
内

容
の

浸
透

を
図

っ
て

い
く

こ
と

と
し

た
。

 

2
0
0
6

年
2

月
、

前
年

の
5

月
に

設
置

し
た

7
つ

の
C

O
G

E
S

連
合

に
よ

る
収

入
創

出
活

動
の

支
援

に
つ

い
て

、
そ

れ
ぞ

れ
連

合
事

務
局

よ
り

提
出

さ
れ

た
提

案
書

を
吟

味
・
検

討
し

た
結

果
、

そ
れ

ぞ
れ

の
地

域
で

収
益

性
が

高
い

と
考

え
ら

れ
る

飲
み

物
販

売
と

穀
物

貯
蔵

を
選

定
し

、
そ

れ
ら

の
活

動
の

た
め

の
機

材
で

あ
る

冷
凍

庫
（
6
C

O
G

E
S

連
合

）
と

た
ま

ね
ぎ

（
１

C
O

G
E
S

連
合

）
を

供
与

し
た

。
2

月
下

旬
に

競
争

入
札

に
よ

る
業

者
の

選
定

を
行

な
い

、
3

月
中

下
旬

に
は

機
材

が
納

入
さ

れ
た

。
C

O
G

E
S

連
合

は
、

そ
れ

ぞ
れ

、
販

売
委

員
、

管
理

委
員

な
ど

を
任

命
し

、
そ

の
委

員
た

ち
の

主
導

の
も

と
に

収
入

創
出

活
動

を
開

始
し

た
。

 

成
果

3
．

「
機

能
す

る
C

O
G

E
S

連
合

が
結

成
さ

れ
る

」
の

た
め

の
活

動
 

 

C
O

G
E
S

連
合

収
入

創
出

活
動

支
援

(2
月

―
6

月
) 

 

開
始

約
1

ヶ
月

後
に

そ
れ

ま
で

の
活

動
状

況
の

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

を
行

な
っ

た
。

1
連

合
を

除
い

た
6

つ
の

連
合

で
収

支
の

状
況

に
つ

い
て

調
査

し
た

と
こ

ろ
、

平
均

2
6
,9

80
F
cf

a
の

収
支

残
高

で
あ

っ
た

。
開

始
前

の
計

画
で

は
月

平
均

1
0
0
,0

0
0
～

2
0
0
,0

0
0
F
cf

a
の

利
益

を
見

込
ん

で
い

た
が

、
そ

れ
を

大
き

く
下

回
る

結
果

と
な

っ
た

。
 

収
入

創
出

活
動

は
、

C
O

G
E
S

が
そ

れ
ま

で
行

っ
て

き
た

教
育

改
善

活
動

と
は

ま
っ

た
く

主
旨

も
内

容
も

違
う

活
動

で
あ

り
、

運
営

上
様

々
な

問
題

も
発

生
し

た
。

必
要

と
さ

れ
る

知
識

・
技

術
も

異
な

っ
て

い
る

。
メ

ン
バ

ー
が

本
活

動
の

意
義

を
改

め
て

理
解

す
る

よ
う

に
努

め
る

一
方

で
、

実
験

的
に

実
施

し
て

い
る

本
活

動
が

果
た

し
て

今
後

、
外

部
の

介
入

な
し

に
持

続
発

展
性

の
あ

る
活

動
と

な
り

得
る

か
、

ま
た

汎
用

性
の

あ
る

も
の

か
ど

う
か

を
見

極
め

る
必

要
が

あ
る

。
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活
動

項
目

 
活

動
計

画
 

活
動

実
績

 

3
-
2
 

C
O

G
E
S

連
合

会
議

の
実

施
 

タ
ウ

ア
州

C
O

G
E
S

連
合

会
議

 
・
7

連
合

対
象

 
6

回
開

催
（
2
0
0
5

年
7
,8

,9
,1

0
,1

2
月

 
2
0
0
6

年
 

3
月

）
 

参
加

者
：
各

連
合

2
名

 
計

1
4

名
 

1
会

議
あ

た
り

費
用

 
2
8
3
,6

6
1
 F

cf
a。

1
名

あ
た

り
支

払
額

 
2
0
,2

6
1
 F

cf
a 

・
3
9

連
合

対
象

 
3

回
開

催
（
2
0
0
6

年
1
,3

,9
月

）
 

参
加

者
 

1
月

7
8

名
、

3
月

 
3
9

名
. 

9
月

 
7
8

名
 

会
議

費
用

：
1

月
 

2
,3

7
7
,2

5
0
 F

cf
a 

 
3

月
 

8
7
3
,6

9
0
 F

cf
a 

9
月

 
3
,8

0
0
,0

0
0
F
cf

a（
2

日
間

）
 

備
考

：
1

月
開

催
時

は
会

計
役

委
員

に
対

す
る

財
務

研
修

も
含

む
。

 
C

O
G

E
S

連
合

を
通

し
た

教
育

の
質

改
善

の
イ

ニ
シ

ア
チ

ブ
 

 

2
0
0
6

年
3

月
2
5

日
に

開
催

さ
れ

た
C

O
G

E
S

連
合

会
議

に
お

い
て

C
O

G
E
S

連
合

を
通

し
た

教
育

の
質

改
善

の
イ

ニ
シ

ア
チ

ブ
が

決
定

さ
れ

た
。

 

こ
の

イ
ニ

シ
ア

チ
ブ

で
は

、
特

に
6

月
末

に
実

施
さ

れ
る

小
学

校
修

了
試

験
合

格
率

改
善

の
た

め
に

、
各

C
O

G
E
S

連
合

が
イ

ニ
シ

ア
チ

ブ
を

取
り

、
具

体
的

に
は

各
C

O
G

E
S

が
試

験
合

格
率

の
向

上
を

目
指

し
た

活
動

計
画

を
作

成
し

、
実

施
す

る
。

例
え

ば
、

6
年

生
の

児
童

を
持

つ
保

護
者

に
対

す
る

啓
発

活
動

（
試

験
勉

強
に

集
中

さ
せ

る
為

に
家

庭
内

の
労

働
の

軽
減

や
子

ど
も

の
自

宅
学

習
へ

の
関

与
な

ど
の

呼
び

か
け

）
、

夜
間

や
週

末
の

補
習

授
業

の
実

施
、

模
擬

試
験

の
実

施
な

ど
が

そ
れ

ぞ
れ

C
O

G
E
S

連
合

総
会

の
場

で
議

論
さ

れ
た

。
こ

の
キ

ャ
ン

ペ
ー

ン
の

具
体

的
な

目
標

は
、

昨
年

度
の

6
年

生
の

卒
業

試
験

合
格

率
、

7
州

中
6

位
を

今
年

度
は

3
位

以
内

に
引

き
上

げ
る

こ
と

で
あ

る
。

各
総

会
で

は
、

視
学

官
事

務
所

を
は

じ
め

コ
ミ

ュ
ー

ン
長

な
ど

も
積

極
的

に
協

力
が

表
明

さ
れ

る
な

ど
、

様
々

な
関

係
者

が
こ

の
キ

ャ
ン

ペ
ー

ン
の

意
義

を
理

解
し

協
力

を
得

て
、

非
常

に
活

発
な

動
き

を
見

せ
て

い
る

。
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
で

は
支

援
要

請
を

受
け

た
試

験
の

練
習

問
題

お
よ

び
解

答
集

に
つ

い
て

、
合

計
2
,0

0
0

冊
を

、
6

年
生

が
在

籍
す

る
C

O
G

E
S

連
合

へ
配

布
し

た
。

 
こ

の
イ

ニ
シ

ア
チ

ブ
に

よ
り

、
C

O
G

E
S

連
合

は
、

組
織

的
模

擬
試

験
の

実
施

な
ど

で
、

大
き

な
可

能
性

を
見

せ
た

。
し

か
し

、
統

一
試

験
の

結
果

は
、

8
州

中
、

７
位

と
振

る
わ

な
か

っ
た

。
こ

れ
は

、
直

前
の

模
擬

試
験

な
ど

の
措

置
が

付
け

焼
刃

に
過

ぎ
ず

、
試

験
の

結
果

に
結

び
つ

か
な

か
っ

た
こ

と
を

意
味

し
て

お
り

、
今

後
、

1
0

月
か

ら
の

C
O

G
E
S

連
合

の
活

動
計

画
で

は
、

よ
り

早
期

に
本

質
的

な
改

善
活

動
を

行
っ

て
い

く
必

要
が

あ
る

こ
と

を
示

唆
し

て
い

る
。

 
2
0
0
6

1
-
6

C
O

G
E
S

連
合

総
会

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

(1
月

上
旬

) 
(1

/
1

タ
バ

ラ
ッ

ク
、

1
/
2
 

チ
ン

タ
、

1
/4

 
ブ

ザ
、

1
/
5
 

マ
ダ

ヴ
ァ

、
1
/
6
 

コ
ニ

、
1
/
7
 

タ
ウ

ア
コ

ミ
ュ

ー
ン

、
 

C
O

G
E
S

連
合

巡
回

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

（
ケ

イ
タ

、
ブ

ザ
、

コ
ニ

、
マ

ダ
ワ

、
タ

ウ
ア

、
イ

レ
ラ

、
チ

ン
タ

各
県

）
 

1
月

下
旬

か
ら

、
2

月
の

上
旬

に
か

け
て

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
ス

タ
ッ

フ
、

C
O

G
E
S

監
督

官
及

び
C

O
G

E
S

担
当

官
に

よ
る

3
9

の
C

O
G

E
S

連
合

事
務

局
へ

の
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
が

行
わ

れ
た

。
 

O
G

E
S

連
合

巡
回

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

 
（
3
/
1
 

サ
ル

ナ
ワ

、
3
/
2
, 

3
/
1
4
 
ブ

ザ
、

）
 

3
-
3
 C

O
G

E
S
 
担

当
官

に
よ

る
C

O
G

E
S

連
合

の
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
支

援
 

 

 
タ

ウ
ア

C
O

G
E
S

担
当

官
臨

時
会

議
(5

/
1
6
) 

通
常

の
月

例
会

議
と

は
別

に
、

C
O

G
E
S

連
合

強
化

を
目

的
と

し
た

臨
時

会
議

を
ワ

ー
ク

シ
ョ
ッ

プ
形

式
で

開
催

し
た

。
 

成
果

4
．

「
C

O
G

E
S

支
援

体
制

が
強

4
-
1
 

C
O

G
E
S

担
当

官
月

例
会

議
実

施
支

援
（
タ

ウ
ア

）
 

下
記
の
通
り
原
則
と
し
て
毎
月

1
回
開
催

 
年
度

 
20

03
 

20
04

 
20

05
 

20
06

 
to

ta
l 

開
催
数

 
3 

12
 

12
 

6 
33
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活
動

項
目

 
活

動
計

画
 

活
動

実
績

 

2
0
0
6

1
-
6

C
O

G
E
S

ド
ナ

ー
会

議
(1

/
4
, 

1
/
1
3
) 

年
始

か
ら

大
臣

主
催

（
通

常
は

P
T

F
代

表
フ

ラ
ン

ス
主

催
）
が

2
回

行
わ

れ
た

。
1

回
目

は
、

準
備

不
足

の
た

め
に

、
実

質
的

な
討

議
は

な
か

っ
た

が
、

2
回

目
の

会
議

に
お

い
て

は
、

P
D

D
E

本
年

度
計

画
が

発
表

さ
れ

た
。

こ
の

会
議

で
特

に
重

要
な

こ
と

は
、

世
銀

側
が

、
本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
が

C
O

G
E
S

普
及

モ
デ

ル
と

し
て

主
張

し
続

け
て

き
た

、
ミ

ニ
マ

ム
パ

ッ
ケ

ー
ジ

（
民

主
選

挙
、

学
校

活
動

計
画

、
地

方
行

政
官

に
よ

る
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
シ

ス
テ

ム
）
を

始
め

て
公

式
に

認
め

、
P
A

D
E
B

へ
の

要
請

と
し

て
、

具
体

的
な

活
動

予
定

を
C

O
G

E
S

推
進

室
長

に
依

頼
し

た
こ

と
で

あ
る

。
 

基
礎

教
育

省
関

係
者

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
視

察
(1

/
1
9
 

ナ
ダ

ラ
、

コ
ー

サ
１

小
学

校
) 

化
さ

れ
る

」
の

た
め

の
活

動
 

4
-
2
 

中
央

で
の

C
O

G
E
S

政
策

構
築

支
援

、
及

び
ド

ナ
ー

間
調

整
 

 

 
P
D

D
E

合
同

評
価

現
地

調
査

 
(4

/
9
-
4
/
1
4
) 

１
．

期
間

：
4

月
1
0
~
1
5

日
 

２
．

調
査

地
域

：
タ

ウ
ア

州
 

３
．

目
的

：
P
D

D
E

の
第

1
フ

ェ
ー

ズ
（
2
0
0
3
～

6
年

）
の

評
価

に
伴

い
、

現
場

の
状

況
を

把
握

す
る

た
め

行
わ

れ
る

現
地

調
査

（
テ

ィ
ラ

ベ
リ

、
ニ

ア
メ

、
ド

ッ
ソ

、
タ

ウ
ア

、
マ

ラ
デ

ィ
、

ザ
ン

デ
ー

ル
）
 

４
．

参
加

者
、

基
礎

教
育

・
識

字
省

、
基

礎
教

育
総

局
長

、
大

臣
秘

書
室

2
名

、
世

銀
2

名
（
本

部
ニ

ジ
ェ

ー
ル

担
当

、
ニ

ジ
ェ

ー
ル

事
務

所
教

育
担

当
）
フ

ラ
ン

ス
、

E
U

、
JI

C
A

、
オ

ッ
ク

ス
フ

ァ
ム

各
1

名
 

今
回

の
現

地
調

査
の

目
的

は
、

P
T

F
合

同
で

、
過

去
3

年
間

の
P
D

D
E

の
実

施
状

況
調

査
の

一
環

で
行

わ
れ

た
。

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
と

し
て

は
、

主
要

ド
ナ

ー
、

特
に

世
銀

に
「
み

ん
な

の
学

校
モ

デ
ル

」
の

有
効

性
を

示
し

、
そ

の
全

国
展

開
の

弾
み

と
す

る
こ

と
が

主
要

な
狙

い
で

あ
り

、
そ

の
た

め
の

準
備

を
行

っ
た

。
ド

ナ
ー

側
の

C
O

G
E
S

に
関

す
る

関
心

は
強

く
、

C
O

G
E
S

連
合

、
C

O
G

E
S

監
督

官
、

担
当

官
へ

の
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
に

多
く

の
時

間
が

割
か

れ
た

。
 

調
査

結
果

は
P
D

D
E

合
同

レ
ビ

ュ
ー

会
議

 
(6

/
1
4
-
6
/
1
6
)を

へ
て

7
月

評
価

結
果

報
告

書
の

最
終

承
認

が
行

わ
れ

た
。

こ
の

文
章

の
C

O
G

E
S

の
項

で
は

、
C

O
G

E
S

に
関

す
る

経
験

の
共

有
と

戦
略

文
書

を
作

成
す

る
た

め
の

ワ
ー

キ
ン

グ
グ

ル
ー

プ
の

設
置

が
提

案
さ

れ
て

い
る

。
 

ザ
ン

デ
ー

ル
州

選
挙

研
修

実
施

実
績

 
 

対
象
校
：

60
校

（
ザ
ン
デ
ー
ル
各
県

10
校
、
無

償
資
金
協
力
小
学
校

建
設
計
画
建
設
候
補
校

50
校
を
含
む
）

 

 
2
0
0
5

年
度

 
2
0
0
6

年
度

 

対
象

学
校

数
 

パ
イ

ロ
ッ

ト
6
0

校
 

1
,5

3
6

校
 

参
加

者
数

（
校

長
1

名
）
 

6
0

名
 

1
,4

8
6

名
 

交
通

費
 

2
,2

2
7
F
cf

a/
参

加
者

 

日
当

・
宿

泊
 

1
5
,5

8
9
F
cf

a／
参

加
者

 
3
,4

8
8
F
cf

a/
参

加
者

 

講
師

代
 

5
0
0
0
fc

fa
／

C
O

G
E
S

担
当

官
 

5
,0

0
0
F
cf

a／
C

O
G

E
S

担
当

官
 

成
果

5
．

「
タ

ウ
ア

州
で

実
施

し
た

C
O

G
E
S

運
営

モ
デ

ル
の

他
州

に
お

け
る

適
用

可
能

性
が

高
ま

る
」

の
た

め
の

活
動

 

5
-
1
 

ザ
ン

デ
ー

ル
州

パ
イ

ロ
ッ

ト
校

に
対

す
る

選
挙

研
修

の
実

施
 

上
記

研
修

は
地

元
N

G
O

 
O

N
E
N

と
の

委
託

契
約

よ
り

実
施

さ
れ

た
。

研
修

は
、

今
後

の
み

ん
な

の
学

校
モ

デ
ル

の
汎

用
性

を
高

め
る

た
め

に
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
ス

タ
ッ

フ
の

直
接

の
介

入
な

し
に

、
全

面
的

に
N

G
O

委
託

で
実

施
し

た
。

実
施

形
式

は
、

N
G

O
が

C
O

G
E
S

監
督

官
、

C
O

G
E
S

担
当

官
の

研
修

実
施

を
支

援
に

回
り

、
研

修
の

準
備

、
実

施
は

、
ニ

ジ
ェ

ー
ル

側
が

行
な

う
形

で
実

施
し

た
。
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績
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(2

) 
活

動
の

実
績

 

 
  

89

活
動

項
目

 
活

動
計

画
 

活
動

実
績

 

研
修

の
結

果
、

6
月

1
5

日
ま

で
に

民
主

的
選

挙
に

よ
り

C
O

G
E
S

を
設

置
し

た
学

校
は

1
,3

1
3

校
（
研

修
受

講
学

校
数

1
,4

8
6

校
中

）
に

の
ぼ

り
、

予
想

以
上

に
効

率
的

、
効

果
的

な
研

修
と

な
っ

た
こ

と
が

伺
え

る
。

C
O

G
E
S

担
当

官
か

ら
の

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

報
告

で
は

若
干

の
学

校
で

前
年

度
に

非
民

主
的

に
設

置
さ

れ
た

C
O

G
E
S

と
そ

れ
を

支
持

す
る

村
長

が
民

主
的

選
挙

に
よ

る
C

O
G

E
S

メ
ン

バ
ー

の
改

選
を

拒
否

す
る

と
こ

ろ
が

あ
っ

た
が

、
視

学
官

事
務

所
長

や
C

O
G

E
S

担
当

官
が

介
入

、
説

得
し

最
終

的
に

は
ほ

と
ん

ど
の

学
校

で
問

題
は

収
束

し
、

無
事

に
選

挙
が

行
な

わ
れ

た
と

の
こ

と
で

あ
る

。
 

5
-
2
 

ザ
ン

デ
ー

ル
州

パ
イ

ロ
ッ

ト
校

に
対

す
る

学
校

活
動

計
画

研
修

の
実

施
 

 

学
校

活
動

研
修

及
び

C
O

G
E
S

連
合

研
修

 

 
2
0
0
5

年
度

パ
イ

ロ
ッ

ト
校

学
校

活
動

研
修

 
2
0
0
6

年
度

学
校

活
動

研
修

 

対
象

学
校

数
 

6
0

校
 

3
9
6

校
 

参
加

者
数

 
1
2
0

名
 

7
9
2

名
 

交
通

費
 

1
,7

3
7
 F

cf
a／

参
加

者
 

日
当

宿
泊

 
1
8
1
0
0
F
cf

a／
参

加
者

 
5
,6

1
6
F
cf

a／
参

加
者

 

講
師

代
 

5
,0

0
0
F
cf

a／
C

O
G

E
S

担
当

官
 

5
,0

0
0
F
cf

a／
C

O
G

E
S

担
当

官
 

備
考

 
 

 
C

O
G

E
S

連
合

研
修

と
同

時
に

実
施

 
 

 
2
0
0
6

年
5

月
の

選
挙

研
修

後
、

民
主

的
選

挙
を

経
て

C
O

G
E
S

が
設

置
さ

れ
て

い
る

が
、

そ
の

う
ち

1
1

コ
ミ
ュ

ー
ン

の
3
9
6

校
の

7
9
2

名
に

に
対

し
て

、
学

校
活

動
計

画
研

修
及

び
C

O
G

E
S

連
合

設
置

研
修

を
実

施
し

た
。

学
校

活
動

計
画

研
修

に
つ

い
て

は
、

ザ
ン

デ
ー

ル
州

の
6

名
の

C
O

G
E
S

担
当

官
及

び
C

O
G

E
S

監
督

官
は

昨
年

度
実

施
し

た
パ

イ
ロ

ッ
ト

6
0

校
に

対
す

る
研

修
で

、
講

師
と

し
て

の
経

験
を

す
で

に
有

し
て

い
た

が
、

今
回

は
新

た
に

C
O

G
E
S

連
合

設
置

研
修

に
か

か
る

講
師

養
成

研
修

を
7

月
1
3

日
に

行
な

っ
た

。
 

C
O

G
E
S

担
当

官
向

け
C

O
G

E
S

連
合

研
修

講
師

研
修

 
(7

/
1
3
) 

 
C

O
G

E
S
 

学
校

活
動

研
修

（
7
/
1
5
, 

7
/
1
8
, 

7
/
2
5
）
 

C
O

G
E
S

連
合

設
置

研
修

 
（
7
/
1
6
, 

7
/
1
9
, 

7
/
2
1
,7

/
26

）
 

5
-
3
 

ザ
ン

デ
ー

ル
州

C
O

G
E
S

担
当

官
会

議
支

援
 

ザ
ン

デ
ー

ル
州

C
O

G
E
S

担
当

官
会

議
実

施
 

2
0
0
5

年
度

5
回

、
2
0
0
6

年
度

（
1
0

月
現

在
）
6

回
 

合
計

1
1

回
 

ほ
ぼ

毎
月

定
期

的
に

開
催

 

 

ザ
ン

デ
ー

ル
C

O
G

E
S

パ
イ

ロ
ッ

ト
活

動
総

括
(2

0
0
6

年
3

月
現

在
) 

 

学
校

活
動

計
画

総
括

 
 

(2
0
0
5
-
06

年
度

）
 

 

学
校

活
動

総
数

（
計

画
）
 

2
3
2
 

学
校

活
動

計
画

実
施

金
額

: 
F
cf

a 
1
2
,6

0
5
,1

5
0

1
校

あ
た

り
活

動
数

（
計

画
）
 

3
.8

3
１

校
あ

た
り

実
施

金
額

: 
F
cf

a 
2
1
0
,0

8
9

実
施

活
動

総
数

 
2
9
9
 

１
児

童
あ

た
り

実
施

金
額

 
F
cf

a 
9
4
8
 

1
校

あ
た

り
実

施
活

動
数

 
5
.0

0

実
施

率
%
 

1
2
9

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

 
2
0
0
3

1
2

月
 

R
/
D
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活
動

項
目

 
活

動
計

画
 

活
動

実
績

 

2
0
0
4

1
-
6

1
月

 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
が

正
式

に
発

足
 

2
月

 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
開

始
式

 

2
0
0
4

7
-
1
2

7
月

 
合

同
調

整
委

員
会

開
催

 
9

月
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

P
D

M
改

定
（
合

同
調

整
委

員
会

）
 

2
0
0
5

1
月

 
合

同
調

整
委

員
会

 

2
0
0
5

7
-
1
2

7
月

 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
中

間
評

価
、

合
同

調
整

委
員

会
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
紹

介
イ

ベ
ン

ト
（
ニ

ア
メ

）
 

9
月

 
N

G
O

－
JI

C
A

合
同

テ
ー

マ
特

定
評

価
「
住

民
参

加
」
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
紹

介
ビ

デ
オ

作
成

（
人

間
開

発
部

）
 

2
0
0
6

1
-
6

合
同

調
整

委
員

会
(1

/
1
8
) 

 

管
理

活
動

 

2
0
0
6

7
-
1
2

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
終

了
時

評
価

 
(7

/
1
8
-2

8
) 

 

広
報

活
動

短
期

専
門

家
の

派
遣

 

2
0
0
4

年
1
0

月
7

日
よ

り
2
0
0
5

年
3

月
6

日
ま

で
啓

発
・
広

報
活

動
短

期
専

門
家

を
派

遣
し

、
以

下
本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
を

国
内

・
国

外
に

広
報

す
る

各
種

メ
デ

ィ
ア

ツ
ー

ル
の

作
成

の
た

め
の

下
記

の
活

動
を

実
施

し
た

。
 

①
 

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

お
け

る
広

報
活

動
の

意
義

・
目

的
の

明
確

化
 

②
 

ツ
ー

ル
開

発
及

び
技

術
移

転
 

③
 

活
動

に
か

か
る

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
啓

発
広

報
活

動
要

員
研

修
 

２
ヶ

月
間

に
渡

る
技

術
移

転
の

成
果

と
し

て
、

ビ
デ

オ
撮

影
や

C
O

G
E
S

月
刊

誌
の

編
集

が
出

来
る

よ
う

に
な

る
な

ど
、

必
要

な
基

本
的

技
術

を
身

に
つ

け
た

。
 

ニ
ュ

ー
ス

レ
タ

ー
等

 
広

報
資

料
と

し
て

ニ
ュ

ー
ズ

レ
タ

ー
20

0
4

年
6

月
第

1
号

を
作

成
。

以
後

2
0
0
6

年
９

月
の

第
1
3

号
ま

で
作

成
。

 
別

途
マ

ン
ス

リ
ー

レ
ポ

ー
ト
を

2
0
0
5

年
9

月
よ

り
毎

月
作

成
 

以
上

い
ず

れ
も

ウ
ェ

ブ
上

に
公

開
。

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

広
報

活
動

等

み
ん

な
の

学
校

デ
イ

 
 

実
施

時
期

 
2
0
0
5

年
7

月
2
1

日
 

実
施

場
所

 
ニ

ア
メ

 

参
加

関
係

者
 

基
礎

教
育

識
字

省
関

係
者

、
教

育
分

野
ド

ナ
ー

及
び

N
G

O
等

関
係

者
、

JI
C

A
ニ

ジ
ェ

ー
ル

関
係

者
（
協

力
隊

員
含

む
）
、

他
一

般
市

民
、

な
ど

約
1
0
0

名
 

経
費

 
1
,6

2
6
,3

0
0
F
cf

a。
 

会
場

費
、

活
動

発
表

に
か

か
る

教
員

児
童

の
旅

費
、

広
報

、
ビ

デ
オ

作
成

費
、

な
ど

 

成
果

 
中

間
評

価
の

結
果

報
告

の
た

め
の

合
同

調
整

委
員

会
及

び
ド

ナ
ー

会
合

に
合

わ
せ

て
開

催
し

、
中

央
の

関
係

者
に

対
し

て
、

現
場

の
雰

囲
気

を
伝

え
る

絶
好

の
機

会
と

な
り

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

成
果

及
び

知
名

度
が

格
段

に
向

上
し

、
中

央
で

の
評

価
が

上
が

っ
た

。
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活
動

項
目

 
活

動
計

画
 

活
動

実
績

 

校
長

研
修

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
 

 

実
施

時
期

 
2
0
0
6

年
5

月
3

日
 

実
施

場
所

 
ブ

ザ
コ

ミ
ュ

ー
ン

 

参
加

関
係

者
 

ブ
ザ

コ
ミ

ュ
ー

ン
の

校
長

4
0

名
中

3
8

名
が

出
席

 

経
費

 
1
1
2
0
0
0
F
cf

a 

成
果

 
本

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
に

て
校

長
に

よ
る

学
校

運
営

の
問

題
分

析
を

行
な

っ
た

結
果

、
様

々
な

問
題

と
解

決
策

が
話

し
合

わ
れ

、
校

長
業

務
を

遂
行

す
る

為
に

必
要

な
能

力
開

発
及

び
他

教
員

に
対

す
る

指
導

の
た

め
の

研
修

に
対

す
る

大
き

な
ニ

ー
ズ

が
存

在
す

る
こ

と
が

確
認

さ
れ

た
。

 
 2

0
0
4

9
/
4
-
1
3
 C

O
G

E
S
 
担

当
官

 
ブ

ル
キ

ナ
フ

ァ
ソ

見
学

 

2
0
0
5

3
月

 
セ

ネ
ガ

ル
地

域
事

務
所

職
員

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
視

察
、

 
9

月
 

N
G

O
-
JI

C
A

合
同

テ
ー

マ
評

価
調

査
（
住

民
参

加
）
 

他
の

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
と

の
連

携
・

情
報

交
換

活
動

等
 

2
0
0
6

1
-
6

人
間

の
安

全
保

障
ビ

デ
オ

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
撮

影
 
(1

/
7
-
1
/
1
0
) 

基
礎

教
育

省
関

係
者

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
視

察
(1

/
1
9
 

ナ
ダ

ラ
、

コ
ー

サ
１

小
学

校
) 

サ
ヘ

ル
オ

ア
シ

ス
開

発
調

査
関

係
者

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
視

察
 
(1

/
2
5
) 

JI
C

A
ア

フ
リ

カ
域

内
第

2
回

教
育

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
（
ケ

ニ
ア

）
 
(2

/
9
-
2
/
10

) 
中

等
理

数
科

改
善

計
画

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
訪

問
 
(3

/
7
) 

E
F
A

週
間

キ
ャ

ン
ペ

ー
ン

(4
/
2
4
-
4
/
3
0
) 

校
長

現
状

調
査

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
(5

/
3
) 

JI
C

A
ア

フ
リ

カ
域

内
第

3
回

教
育

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
（
セ

ネ
ガ

ル
）
(6

/
2
. 

6
/3

) 
教

員
養

成
校

の
学

生
に

よ
る

A
b
al

ak
県

C
O

G
E
S

活
動

見
学

(6
/
2
, 

6
/
3
, 

6
/
1
0
) 

就
学

前
教

育
C

O
G

E
S

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
 
(6

/
2
0
-
6
/
2
2
) 

無
償

小
学

校
建

設
計

画
予

備
調

査
団

来
訪

。
(プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
と

の
連

携
打

ち
合

わ
せ

(6
/
2
0
-
6
/
2
7
) 



評
価

グ
リ

ッ
ド

 
5-

1．
実

績
の

検
証

 
(2

) 
活

動
の

実
績

 

 
  

92

活
動

項
目

 
活

動
計

画
 

活
動

実
績

 

活
動

総
括

 
・
C

O
G

E
S

は
地

方
分

権
化

の
一

環
と

し
て

打
ち

出
さ

れ
て

き
た

政
策

で
あ

る
が

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
開

始
時

点
に

お
い

て
は

、
C

O
G

E
S

の
役

割
・
位

置
づ

け
は

明
確

な
文

書
で

は
示

さ
れ

て
お

ら
ず

、
C

O
G

E
S

に
ど

の
程

度
権

限
委

譲
を

行
う

か
は

暗
中

模
索

の
状

態
で

あ
り

、
明

確
な

方
向

性
は

出
さ

れ
て

い
な

か
っ

た
。

そ
の

た
め

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

お
い

て
は

、
常

に
C

O
G

E
S

政
策

の
動

向
に

注
意

し
て

、
活

動
内

容
を

政
策

に
そ

っ
て

柔
軟

に
対

応
し

て
い

く
必

要
が

あ
っ

た
。

他
方

「
ニ

国
」
政

府
に

お
い

て
は

、
本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
に

対
し

て
パ

イ
ロ

ッ
ト
的

な
試

行
を

通
じ

て
機

能
す

る
C

O
G

E
S

の
モ

デ
ル

を
創

出
す

る
こ

と
、

言
い

換
え

れ
ば

C
O

G
E
S

の
方

向
性

に
つ

き
行

政
側

に
提

言
を

行
う

こ
と

が
期

待
さ

れ
て

い
た

。
 

・
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
開

始
時

点
に

お
い

て
、

「
ニ

国
」
政

府
が

C
O

G
E
S

に
期

待
し

た
の

は
、

C
O

G
E
S

に
よ

る
契

約
教

員
の

契
約

、
C

O
G

E
S

に
よ

る
学

校
運

営
資

金
（
文

房
具

な
ど

の
購

入
費

）
管

理
、

C
O

G
E
S

に
よ

る
教

科
書

管
理

（
世

銀
が

供
与

す
る

教
科

書
の

配
布

事
務

請
負

等
）
と

い
っ

た
学

校
管

理
業

務
の

C
O

G
E
S

移
管

と
い

っ
た

目
先

の
ニ

ー
ズ

に
ス

ム
ー

ズ
に

対
応

す
る

こ
と

に
あ

り
、

ま
た

、
サ

ブ
サ

ハ
ラ

諸
国

の
な

か
で

も
き

わ
め

て
低

い
水

準
に

あ
る

就
学

率
改

善
の

た
め

の
就

学
啓

発
活

動
で

あ
っ

た
。

こ
の

た
め

、
当

初
作

成
さ

れ
た

活
動

計
画

で
は

、
C

O
G

E
S

に
対

す
る

契
約

教
員

管
理

研
修

、
財

務
管

理
研

修
、

C
O

G
E
S

に
対

す
る

教
科

書
管

理
研

修
が

重
要

な
地

位
を

占
め

、
特

に
就

学
啓

発
活

動
と

そ
の

た
め

の
研

修
は

3
年

間
の

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
全

期
間

を
通

じ
た

主
要

な
活

動
と

位
置

づ
け

ら
れ

て
い

た
。

 
・
就

学
啓

発
活

動
の

重
要

性
は

、
住

民
の

過
半

数
が

学
校

に
対

し
て

否
定

的
な

意
識

を
持

っ
て

い
る

こ
と

を
前

提
と

て
設

定
さ

れ
た

も
の

で
あ

る
。

し
か

し
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
が

パ
イ

ロ
ッ

ト
校

で
行

っ
た

意
識

調
査

で
は

、
住

民
の

8
0
％

以
上

が
学

校
教

育
に

対
し

て
肯

定
的

な
考

え
を

持
っ

て
い

る
が

、
学

校
の

現
状

、
特

に
教

員
の

長
い

ス
ト
ラ

イ
キ

で
長

期
間

行
わ

れ
な

い
授

業
や

、
地

域
社

会
と

乖
離

し
た

教
育

内
容

に
は

不
満

を
持

っ
て

い
る

こ
と

が
示

さ
れ

た
。

こ
れ

を
受

け
て

就
学

啓
発

活
動

、
特

に
女

子
の

数
学

率
向

上
活

動
は

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
の

投
入

に
よ

る
活

動
と

し
て

で
は

な
く

、
C

O
G

E
S

の
活

動
の

枠
組

み
の

中
で

実
施

し
て

い
く

こ
と

と
な

っ
た

。
 

・
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
が

導
入

し
た

ミ
ニ

マ
ム

パ
ッ

ケ
ー

ジ
（
民

主
的

選
挙

に
よ

る
C

O
G

E
S

委
員

の
選

出
、

C
O

G
E
S

が
策

定
し

住
民

総
会

に
よ

り
承

認
さ

れ
た

学
校

活
動

計
画

実
施

、
C

O
G

E
S

担
当

官
に

よ
り

C
O

G
E
S

連
合

を
通

じ
た

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

）
は

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
以

前
の

行
政

や
伝

統
的

地
域

指
導

者
が

選
出

し
た

C
O

G
E
S

に
よ

る
行

政
の

必
要

と
す

る
業

務
を

実
施

す
る

C
O

G
E
S

を
み

ん
な

が
選

ん
だ

委
員

た
ち

を
中

心
と

し
て

、
み

ん
な

が
決

め
た

学
校

活
動

計
画

を
実

施
す

る
C

O
G

E
S

へ
と

変
質

さ
せ

、
父

母
・
地

域
住

民
に

対
し

「
み

ん
な

の
学

校
」
意

識
を

持
た

せ
た

結
果

、
学

校
運

営
へ

の
住

民
参

加
は

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
開

始
か

ら
1

年
の

間
で

大
幅

に
向

上
し

た
。

 
・
「
ニ

国
」
政

府
は

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
が

導
入

し
た

ミ
ニ

マ
ム

パ
ッ

ケ
ー

ジ
の

有
効

性
を

評
価

し
、

全
国

全
て

の
小

学
校

に
ミ

ニ
マ

ム
パ

ッ
ケ

ー
ジ

を
含

む
C

O
G

E
S

の
設

置
を

義
務

づ
け

る
と

と
も

に
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
に

対
し

て
対

象
校

、
対

象
地

域
の

拡
大

を
要

請
し

た
。

 
・
こ

れ
を

受
け

て
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
は

そ
の

対
象

を
タ

ウ
ア

州
に

お
い

て
は

対
象

校
を

他
の

ド
ナ

ー
の

介
入

地
域

を
除

く
全

て
の

小
学

校
（
1
2
2
9

校
）
に

拡
大

す
る

と
と

も
に

、
 

新
た

に
ザ

ン
デ

ー
ル

州
（
約

1
5
0
0

校
）
を

対
象

地
域

に
加

え
た

。
こ

の
追

加
は

、
単

な
る

量
的

拡
大

に
と

ど
ま

ら
ず

、
当

初
考

え
ら

れ
た

2
0

校
程

度
に

お
け

る
試

行
を

通
じ

た
普

及
モ

デ
ル

の
創

出
と

い
っ

た
点

の
パ

イ
ロ

ッ
ト
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
か

ら
、

二
州

全
域

を
対

象
と

す
る

面
の

普
及

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
へ

と
変

質
し

た
。

 
・
こ

の
た

め
、

P
D

M
の

全
面

的
改

訂
が

実
施

さ
れ

た
。

改
訂

P
D

M
の

特
徴

は
広

大
な

地
域

に
散

在
す

る
膨

大
な

数
の

小
学

校
を

対
象

と
す

る
た

め
に

、
当

初
考

え
ら

れ
た

C
O

G
E
S

担
当

官
に

よ
る

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

は
不

可
能

と
な

り
、

新
た

に
C

O
G

E
S

連
合

を
設

置
し

、
C

O
G

E
S

連
合

を
通

じ
た

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

体
制

の
確

立
が

主
要

な
活

動
と

な
っ

た
こ

と
及

び
新

規
に

対
象

と
な

っ
た

ザ
ン

デ
ー

ル
州

に
お

け
る

活
動

に
つ

い
て

は
全

面
的

に
現

地
N

G
O

を
活

用
す

る
こ

と
に

よ
り

効
率

化
を

図
っ

た
点

に
あ

る
。

 
・
活

動
は

、
お

お
む

ね
改

訂
後

の
計

画
（
P
D

M
,P

O
）
に

そ
っ

て
実

施
さ

れ
て

い
る

。
実

施
期

間
中

に
お

け
る

P
D

M
、

P
O

の
全

面
改

定
は

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

特
徴

の
一

つ
で

あ
る

が
、

こ
れ

は
当

初
計

画
が

不
適

切
で

あ
っ

た
と

い
う

も
の

で
は

な
く

、
状

況
の

変
化

に
適

切
に

対
応

さ
れ

た
も

の
で

あ
る

。
 

  



 
評

価
グ

リ
ッ

ド
 

5-
1．

実
績

の
検

証
 

(３
) 

成
果

の
達

成
度

 

達
成

度
＊
：
A
A
 調

査
時
点
で
既
に
達
成
さ
れ
て

い
る
。
 
A
 
調
査
時
点
で
は
未
達
成
で
あ
る
が
終
了
時
ま
で
に
は
達
成
さ
れ
る
見
込
み
。
 
B
 
終
了
時
ま
で
に
お
お
む
ね
達
成
さ
れ
る
見
込
み

で
あ
る
が
若
干
問
題
が
残
る
と
思
わ
れ
る
。
C
 
終
了
時
ま
で
に
達
成
す
る
こ
と
は
困
難
と
思
わ
れ
る
。

 
 

93

評
価

設
問

（
大
項

目
）
：

成
果
（
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
）
は
計
画
通
り
産
出
さ
れ
た
か
。
（
目
標
値
と
の
比
較
）
 

 

評
価

設
問

（
小

項
目

）
 

成
果

 
判

断
基

準
（
指

標
）
 

情
報

源
（
指

標
の

入
手

手
段

）
 

調
査

結
果

 
達

成
度

＊
 

 

1
-
1
 

他
ド

ナ
ー

の
介

入
地

域
を

除
く

タ
ウ

ア
州

の
8
0
%
の

小
学

校
に

お
い

て
民

主
的

選
挙

に
よ

り
C

O
G

E
S

委
員

が
選

出
さ

れ
る

 

1
-
1
 

C
O

G
E
S

活
動

記
録

 
  

タ
ウ

ア
州

に
お

い
て

、
他

ド
ナ

ー
の

支
援

対
象

コ
ミ

ュ
ー

ン
を

除
く

3
9
コ

ミ
ュ

ー
ン

の
1
2
2
9
校

の
う

ち
、

9
8
％

に
あ

た
る

1
2
0
5
校

が
、

民
主

的
な

選
挙

を
経

て
C

O
G

E
S
を

設
立

し
た

。
 

A
A

 

1
-
2
 

他
ド

ナ
ー

の
介

入
地

域
を

除
く

タ
ウ

ア
州

の
8
0
%
の

C
O

G
E
S

で
住

民
集

会
で

承
認

さ
れ

た
学

校
活

動
計

画
の

う
ち

、
少

な
く

と
も

一
つ

の
活

動
が

実
施

さ
れ

る
 

1
-
2
 

C
O

G
E
S

活
動

記
録

、
学

校
活

動
年

間
総

括
表

 
 

9
9
%
に

あ
た

る
1
,2

2
0

校
が

住
民

総
会

の
承

認
を

得
て

学
校

活
動

計
画

を
策

定
し

、
さ

ら
に

2
0
0
6

年
7

月
1
5

日
現

在
1
,1

1
5

校
が

総
括

表
を

提
出

し
、

1
校

あ
た

り
平

均
5
.1

6
の

活
動

を
実

施
し

、

1
校

あ
た

り
平

均
1
8
9
,0

1
1
F
cf

a
の

資
金

を
動

員
し

た
。

 

 

A
A

 

 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
記

録
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
開

始
後

1
年

の
時

点
に

お
い

て
パ

イ
ロ

ッ
ト

2
5

校
で

実
施

し
た

調
査

で
は

、
プ

ロ

ジ
ェ

ク
ト
開

始
前

よ
り

、
開

始
後

1
年

間
で

、
保

護
者

会
の

開
催

回
数

が
8

倍
（
1
0

回
/
8
0

回
）
と

な
り

、
参

加
人

数
も

6
0

倍
と

な
っ

た
。

ま
た

学
校

活
動

に
関

す
る

住
民

の
貢

献
は

労
働

供
与

も

含
め

5
.5

倍
と

な
っ

て
い

る
。

 

A
A

 

成
果

１
．

「
学

校
運

営
へ

の
住

民
参

加
が

増
大

す
る

」
 

成
果

１
の

総
合

的
達

成
度

 
 

以
上

の
実

績
か

ら
、

タ
ウ

ア
州

の
ほ

と
ん

ど
の

学
校

で
民

主
的

選
挙

に
よ

っ
て

C
O

G
E
S

が
設

置
さ

れ
、

C
O

G
E
S

が
策

定
し

た
学

校
活

動
計

画
が

住
民

集
会

で
承

認
さ

れ
、

多
く

の
資

源
が

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

か
ら

動
員

さ
れ

た
こ

と
か

ら
、

学
校

運
営

へ
の

住
民

参
加

が
増

加
し

た
こ

と
は

明
白

と
い

え
る

。
 

A
A

 



 
評

価
グ

リ
ッ

ド
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実
績

の
検

証
 

(３
) 

成
果

の
達

成
度

 

達
成

度
＊
：
A
A
 調

査
時
点
で
既
に
達
成
さ
れ
て

い
る
。
 
A
 
調
査
時
点
で
は
未
達
成
で
あ
る
が
終
了
時
ま
で
に
は
達
成
さ
れ
る
見
込
み
。
 
B
 
終
了
時
ま
で
に
お
お
む
ね
達
成
さ
れ
る
見
込
み

で
あ
る
が
若
干
問
題
が
残
る
と
思
わ
れ
る
。
C
 
終
了
時
ま
で
に
達
成
す
る
こ
と
は
困
難
と
思
わ
れ
る
。

 
 

94

評
価

設
問

（
小

項
目

）
 

成
果

 
判

断
基

準
（
指

標
）
 

情
報

源
（
指

標
の

入
手

手
段

）
 

調
査

結
果

 
達

成
度

＊
 

 

2
-
1
 

9
0
%
の

新
規

対
象

校
（
約

1
,0

17
校

）
の

C
O

G
E
S

委
員

が
学

校
活

動
計

画
研

修
を

受
講

す
る

 

2
-
1
 

研
修

完
了

報
告

書
 

 

【
学

校
活

動
研

修
】
 

新
規

対
象

校
の

う
ち

、
9
4
％

に
あ

た
る

9
6
2

校
の

C
O

G
E
S

委
員

が
学

校
活

動
計

画
研

修
を

受
講

し
た

。
研

修
の

結
果

、
学

校
活

動
の

策
定

・
実

施
は

活
発

化
し

、
2
0
0
5

年
1
0

月
か

ら
2
0
0
6

年
5

月
ま

で
の

直
近

の
学

校
年

度
に

お
け

る
タ

ウ
ア

州
の

学
校

活
動

実
績

（
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
対

象
1
2
6
9

校
中

1
,1

7
0

校
に

お
け

る
実

績
は

以
下

の
通

り
で

あ
る

。
 

学
校

活
動

総
数

（
計

画
）
 

7
,8

0
4
 

学
校

活
動

計
画

予
算

総
額

:F
cf

a 
2
8
1
,6

3
9
,9

3
4

1
校

あ
た

り
活

動
数

（
計

画
）
 

6
.6

7
１

校
あ

た
り

予
算

総
額

: 
F
cf

a 
2
4
0
,7

1
8

実
施

活
動

総
数

 
6
,9

3
4
 

学
校

活
動

計
画

実
施

金
額

: 
F
cf

a 
2
4
4
,0

4
5
,0

8
1

1
校

あ
た

り
実

施
活

動
数

 
5
.9

3
１

校
あ

た
り

実
施

金
額

: 
F
cf

a 
2
0
8
,5

8
6

実
施

率
%
 

8
8
.8

5
資

金
投

入
率

％
 

8
6
.6

5
 

 
 

１
児

童
あ

た
り

実
施

金
額

 
F
cf

a 
1
,5

9
0
 

 

A
A

 

2
-
2
 

第
1

期
7
C

O
G

E
S

連
合

に
属

す
る

C
O

G
E
S
（
1
5
1C

O
G

E
S
）
の

9
0
％

が
契

約
教

員
と

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

の
関

係
改

善
に

か
か

る
セ

ミ
ナ

ー
を

受
講

す
る

 
 

2
-
2
 

セ
ミ

ナ
ー

完
了

報
告

書
 

  

【
契

約
教

員
と

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

の
関

係
改

善
】
 

第
1

期
設

置
の

7
C

O
G

E
S

連
合

に
属

す
る

1
9
4
C

O
G

E
S

の
代

表
及

び
契

約
教

員
が

、
契

約
教

員
と

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

の
関

係
改

善
に

か
か

る
セ

ミ
ナ

ー
を

受
講

し
、

そ
の

結
果

C
O

G
E
S

と
契

約
教

員
の

間
で

関
係

改
善

に
か

か
る

合
意

書
が

1
9
4

校
中

1
5
2

校
で

策
定

さ
れ

た
。

セ
ミ

ナ
ー

に
お

い
て

契
約

教
員

と
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
の

代
表

で
あ

る
C

O
G

E
S

委
員

が
直

接
に

お
互

い
の

問
題

意
識

を
共

有
す

る
こ

と
で

、
自

分
た

ち
で

解
決

で
き

る
こ

と
を

話
し

合
い

、
各

C
O

G
E
S

が
協

定
書

を
策

定
し

、
そ

の
結

果
、

例
え

ば
週

末
の

補
習

授
業

を
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
の

支
援

に
よ

っ
て

行
な

う
と

こ
ろ

な
ど

が
見

ら
れ

た
。

 

A
A

 

成
果

2
．

「
タ

ウ
ア

州
に

お
い

て
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
対

象
校

の
C

O
G

E
S

の
能

力
が

向
上

す
る

」
 

 

2
-
3
 

ブ
ザ

県
ブ

ザ
C

O
G

E
S

連
合

に
属

す
る

４
０

校
の

C
O

G
E
S

及
び

コ
ニ

県
サ

ル
ナ

ワ
C

O
G

E
S

連
合

に
属

す
る

2
8

校
の

C
O

G
E
S

が
A

P
P

研
修

を
受

講
す

る
 

 

2
-
3
 

A
P
P

研
修

完
了

報
告

書
 

  

【
A

P
P

活
動

】
 

ブ
ザ

県
ブ

ザ
C

O
G

E
S

連
合

4
0

校
及

び
コ

ニ
県

サ
ル

ナ
ワ

C
O

G
E
S

連
合

に
属

す
る

2
8

校
 

計
6
8

校
の

C
O

G
E
S

委
員

（
校

長
を

含
む

）
が

A
P
P

研
修

を
受

講
し

、
そ

の
結

果
、

9
2
％

に
あ

た
る

6
4

校
で

A
P
P

ク
ラ

ブ
が

設
置

さ
れ

た
。

こ
れ

ら
の

6
4

校
で

は
、

C
O

G
E
S

の
学

校
活

動
計

画
の

枠
組

み
で

A
P
P

ク
ラ

ブ
の

実
施

経
費

が
予

算
化

、
支

出
さ

れ
、

A
P
P

ク
ラ

ブ
活

動
が

実
施

さ
れ

た
。

 

A
A

 



 
評

価
グ

リ
ッ

ド
 

5-
1．

実
績

の
検

証
 

(３
) 

成
果

の
達

成
度

 

達
成

度
＊
：
A
A
 調

査
時
点
で
既
に
達
成
さ
れ
て

い
る
。
 
A
 
調
査
時
点
で
は
未
達
成
で
あ
る
が
終
了
時
ま
で
に
は
達
成
さ
れ
る
見
込
み
。
 
B
 
終
了
時
ま
で
に
お
お
む
ね
達
成
さ
れ
る
見
込
み

で
あ
る
が
若
干
問
題
が
残
る
と
思
わ
れ
る
。
C
 
終
了
時
ま
で
に
達
成
す
る
こ
と
は
困
難
と
思
わ
れ
る
。

 
 

95

評
価

設
問

（
小

項
目

）
 

成
果

 
判

断
基

準
（
指

標
）
 

情
報

源
（
指

標
の

入
手

手
段

）
 

調
査

結
果

 
達

成
度

＊
 

 

2
-
4
 

学
校

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
パ

イ
ロ

ッ
ト

8
校

に
て

こ
れ

ま
で

の
活

動
の

総
括

、
及

び
教

訓
が

引
き

出
さ

れ
、

報
告

書
が

作
成

さ
れ

る
 

 

2
-
4
 

学
校

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
報

告
書

 
 

【
学

校
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
】
 

学
校

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
が

試
行

さ
れ

た
8

校
で

は
、

収
入

創
出

活
動

を
実

施
し

な
が

ら
、

学
校

活
動

計
画

よ
り

長
期

的
な

取
り

組
み

を
必

要
と

す
る

活
動

を
実

施
し

た
。

収
入

創
出

活
動

で
得

た
資

金
を

も
と

に
、

識
字

教
室

、
2

n
d
 
チ

ャ
ン

ス
ス

ク
ー

ル
の

開
校

、
ト
イ

レ
の

設
置

、
女

子
就

学
改

善

活
動

な
ど

を
実

施
し

た
学

校
も

あ
る

。
こ

れ
ら

の
パ

イ
ロ

ッ
ト
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

教
訓

を
ま

と
め

た
仏

語
報

告
書

が
作

成
さ

れ
た

。
学

校
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

つ
い

て
は

、
学

校
活

動
計

画
と

の
概

念
の

違

い
が

住
民

に
は

わ
か

り
に

く
か

っ
た

り
、

収
入

創
出

活
動

の
運

営
の

ノ
ウ

ハ
ウ

・
能

力
の

不
足

、
運

営
の

透
明

性
確

保
困

難
な

ど
の

課
題

が
残

っ
た

。
 

B
 

【
そ

の
他

学
校

活
動

事
例

】
 

 

 
【
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
幼

稚
園

】
 

さ
ら

に
、

そ
の

他
の

学
校

活
動

事
例

と
し

て
、

3
つ

の
C

O
G

E
S
 (

D
jin

gu
in

is
s,

 D
an

go
n
a,

 

D
ab

n
o
u
)で

は
、

自
ら

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

幼
稚

園
の

設
立

・
運

営
を

学
校

活
動

計
画

に
掲

げ
実

践
し

て
い

る
。

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
か

ら
は

、
保

育
士

（
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
か

ら
選

出
さ

れ
る

）に
対

す
る

初
期

研
修

（
就

学
前

教
育

担
当

の
視

学
官

が
講

師
）
を

実
施

し
、

視
学

官
の

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

燃
料

費
を

支
援

し
た

の
み

で
あ

っ
た

が
、

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

自
身

で
建

設
資

材
、

黒
板

な
ど

の
必

要
教

材
、

保
育

士

の
確

保
、

給
与

の
支

払
い

を
行

っ
て

お
り

、
今

後
も

継
続

の
意

志
を

見
せ

て
い

る
。

 

【
セ

カ
ン

ド
チ

ャ
ン

ス
・
ス

ク
ー

ル
】
 

ま
た

、
2

つ
の

C
O

G
E
S
(M

o
u
jia

,K
o
ss

aI
)で

は
、

小
学

校
入

学
登

録
年

齢
を

過
ぎ

た
児

童
を

対

象
と

し
た

セ
カ

ン
ド

チ
ャ

ン
ス

・
ス

ク
ー

ル
の

設
立

・
運

営
を

学
校

運
営

活
動

計
画

の
中

に
掲

げ
、

実
践

し
て

い
る

。
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
か

ら
は

教
員

研
修

費
、

マ
ニ

ュ
ア

ル
の

配
布

等
を

行
い

、
そ

の
他

建
設

資
材

、
黒

板
な

ど
の

必
要

機
材

、
教

員
の

確
保

（
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
か

ら
）
、

給
与

の
支

払
い

を

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

が
行

う
等

C
O

G
E
S

の
能

力
強

化
を

示
す

物
で

あ
る

。
 

な
お

、
ム

ー
ジ

ャ
小

学
校

の
C

O
G

E
S

に
つ

い
て

は
、

学
校

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
の

枠
組

み
で

実
施

し

て
お

り
、

そ
の

収
入

創
出

活
動

の
原

資
を

支
援

し
て

い
る

。
 

A
A

 

成
果

2
の

総
合

的
達

成
度

 
 

以
上

の
結

果
か

ら
、

契
約

教
員

と
の

セ
ミ

ナ
ー

、
A

P
P

ク
ラ

ブ
の

導
入

の
活

動
を

通
し

て
、

C
O

G
E
S

に
よ

る
学

校
運

営
能

力
に

バ
リ

エ
ー

シ
ョ
ン

が
生

ま
れ

、
C

O
G

E
S

メ
ン

バ
ー

の
キ

ャ
パ

シ
テ

ィ
も

向
上

し
た

と
い

え
る

。
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
幼

稚
園

や
2
n
d

チ
ャ

ン
ス

ス
ク

ー
ル

は
そ

の
事

例
と

い
え

る
。

従
っ

て
、

本
成

果
は

達
成

で
き

た
も

の
と

思
わ

れ
る

。
 

A
A

 

成
果

3
．

「
機

能
す

る
C

O
G

E
S

連
合

が
結

成
さ

れ
る

」
 

3
-
1
 

タ
ウ

ア
州

の
7
0
%
の

コ
ミ
ュ

ー
ン

で
C

O
G

E
S

連
合

の
事

務
局

委
員

が
民

主
的

選
挙

に
よ

っ
て

選
出

さ
れ

、
C

O
G

E
S

連
合

が
結

成
さ

れ
る

 
 

3
-
1
 

C
O

G
E
S

連
合

総
会

議
事

録
、

研
修

報
告

書
 

タ
ウ

ア
州

の
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
対

象
地

域
3
9

コ
ミ

ュ
ー

ン
に

お
い

て
、

す
べ

て
の

C
O

G
E
S

連
合

の

事
務

局
委

員
が

民
主

的
選

挙
に

よ
っ

て
選

出
さ

れ
、

3
9
C

O
G

E
S

連
合

が
結

成
さ

れ
た

。
 

 
A

A
 



 
評

価
グ

リ
ッ

ド
 

5-
1．

実
績

の
検

証
 

(３
) 

成
果

の
達

成
度

 

達
成

度
＊
：
A
A
 調

査
時
点
で
既
に
達
成
さ
れ
て

い
る
。
 
A
 
調
査
時
点
で
は
未
達
成
で
あ
る
が
終
了
時
ま
で
に
は
達
成
さ
れ
る
見
込
み
。
 
B
 
終
了
時
ま
で
に
お
お
む
ね
達
成
さ
れ
る
見
込
み

で
あ
る
が
若
干
問
題
が
残
る
と
思
わ
れ
る
。
C
 
終
了
時
ま
で
に
達
成
す
る
こ
と
は
困
難
と
思
わ
れ
る
。

 
 

96

評
価

設
問

（
小

項
目

）
 

成
果

 
判

断
基

準
（
指

標
）
 

情
報

源
（
指

標
の

入
手

手
段

）
 

調
査

結
果

 
達

成
度

＊
 

 

3
-
2
 

タ
ウ

ア
州

の
8
0
%
の

C
O

G
E
S

連
合

で
策

定
さ

れ
た

活
動

の
う

ち
少

な
く

と
も

１
つ

の
活

動
が

実
施

さ
れ

る
 

 

3
-
2
 

C
O

G
E
S

連
合

活
動

記
録

 
 

C
O

G
E
S

連
合

に
よ

る
活

動
計

画
が

策
定

さ
れ

て
お

り
、

第
1

期
7
C

O
G

E
S

連
合

に
よ

っ
て

活
動

計
画

と
し

て
「
就

学
促

進
キ

ャ
ン

ペ
ー

ン
」
（
2
0
0
5

年
9

月
,1

0
月

）
が

計
画

、
実

施
さ

れ
、

そ
の

結
果

、
就

学
者

数
は

前
年

比
5
,7

1
7

人
（
4
6
.8

％
）
増

と
な

っ
た

。
ま

た
3
9
C

O
G

E
S

連
合

に
よ

っ
て

活
動

計
画

と
し

て
「
教

育
の

質
の

向
上

キ
ャ

ン
ペ

ー
ン

」
（
2
0
0
6

年
3

月
～

6
月

）
が

計
画

、
実

施
さ

れ
、

模
擬

試
験

や
、

各
学

校
の

補
習

授
業

支
援

な
ど

が
活

動
と

し
て

行
わ

れ
た

。
 

A
A

 

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

 
 

C
O

G
E
S

連
合

会
議

録
や

、
C

O
G

E
S

連
合

総
会

記
録

、
C

O
G

E
S

担
当

官
会

議
録

な
ど

か
ら

、

C
O

G
E
S

連
合

を
通

じ
た

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

が
実

践
さ

れ
て

い
る

こ
と

が
わ

か
る

。
C

O
G

E
S

連
合

に
よ

っ
て

は
、

管
轄

コ
ミ

ュ
ー

ン
を

い
く

つ
か

の
ゾ

ー
ン

に
分

け
て

、
ゾ

ー
ン

責
任

者
を

認
定

し
、

ゾ
ー

ン
責

任
者

が
担

当
ゾ

ー
ン

内
の

C
O

G
E
S

を
巡

回
す

る
と

い
う

方
法

で
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
を

実
施

し

て
い

る
と

こ
ろ

も
あ

っ
た

。
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
で

上
が

っ
た

問
題

は
、

C
O

G
E
S

連
合

会
議

や
総

会
で

解
決

方
法

を
み

な
で

考
え

る
と

い
う

方
法

を
と

っ
て

い
る

と
の

こ
と

で
あ

っ
た

。
し

か
し

な
が

ら
、

ど

の
よ

う
な

モ
ニ

タ
リ
ン

グ
を

実
施

し
、

そ
れ

を
ど

の
よ

う
に

レ
ポ

ー
ト
し

て
い

る
か

、
と

い
う

質
問

に
つ

い
て

は
、

明
快

な
回

答
は

得
ら

れ
ず

、
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
で

何
を

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

し
、

そ
れ

が
ど

の
よ

う

に
生

か
さ

れ
て

い
る

の
か

、
と

い
う

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

の
目

的
が

曖
昧

に
な

っ
て

い
る

懸
念

が
あ

る
。

ま
た

C
O

G
E
S

連
合

に
よ

る
各

C
O

G
E
S

の
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
は

、
C

O
G

E
S

連
合

メ
ン

バ
ー

の
モ

ニ

タ
リ

ン
グ

能
力

の
不

足
、

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

に
か

か
る

移
動

手
段

、
燃

料
費

の
不

足
か

ら
継

続
性

の

問
題

が
連

合
メ

ン
バ

ー
か

ら
も

挙
げ

ら
れ

た
。

他
方

、
全

小
学

校
に

C
O

G
E
S

が
設

置
さ

れ
た

現

在
、

C
O

G
E
S

担
当

官
が

巡
回

す
る

よ
う

な
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
は

不
可

能
で

あ
り

、
C

O
G

E
S

連
合

会

議
に

参
加

す
る

こ
と

を
通

し
て

、
各

C
O

G
E
S

の
活

動
進

捗
状

況
を

把
握

で
き

る
と

い
う

点
に

お

い
て

は
、

C
O

G
E
S

連
合

が
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
の

一
助

と
な

っ
て

い
る

こ
と

は
確

か
で

あ
る

。
 

B
 

C
O

G
E
S

連
合

運
営

費
 

 
C

O
G

E
S

連
合

に
お

い
て

は
、

そ
の

運
営

費
（
会

議
開

催
費

、
キ

ャ
ン

ペ
ー

ン
実

施
費

、
モ

ニ
タ

リ

ン
グ

交
通

費
等

）
）
の

捻
出

の
点

に
お

い
て

も
、

課
題

が
残

る
。

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
の

支
援

に
よ

り
、

第

一
期

設
置

の
７

C
O

G
E
S

連
合

に
つ

い
て

は
、

収
入

創
出

活
動

を
通

し
て

、
連

合
運

営
費

を
捻

出
す

る
計

画
で

あ
っ

た
が

、
C

O
G

E
S

連
合

メ
ン

バ
ー

の
運

営
ノ

ウ
ハ

ウ
の

欠
如

や
運

営
の

透
明

性
の

問
題

が
あ

り
、

困
難

に
直

面
し

て
い

る
C

O
G

E
S

連
合

が
多

い
。

そ
の

他
の

C
O

G
E
S

連
合

で
は

、
各

C
O

G
E
S

よ
り

分
担

金
を

徴
収

し
て

い
る

が
、

分
担

金
を

払
え

な
い

C
O

G
E
S

も
あ

り
、

十
分

で
は

な
い

と
の

こ
と

で
あ

っ
た

。
 

B
 

成
果

3
の

総
合

的
達

成
度

 
 

以
上

の
結

果
か

ら
、

機
能

す
る

C
O

G
E
S

連
合

の
組

織
化

は
ま

だ
未

達
成

で
あ

り
、

今
後

の
課

題
と

し
て

残
さ

れ
て

い
る

。
 

B
 

成
果

4
．

「
C

O
G

E
S

支
援

体
制

が
強

化
さ

れ
る

」
 

 
 

C
O

G
E
S

活
動

を
支

援
す

る
恒

常
的

な
シ

ス
テ

ム
と

し
て

、
C

O
G

E
S

連
合

の
総

会
開

催
や

C
O

G
E
S

担
当

官
会

議
の

役
割

が
期

待
さ

れ
て

い
る

。
 

 



 
評

価
グ

リ
ッ

ド
 

5-
1．

実
績

の
検

証
 

(３
) 

成
果

の
達

成
度

 

達
成

度
＊
：
A
A
 調

査
時
点
で
既
に
達
成
さ
れ
て

い
る
。
 
A
 
調
査
時
点
で
は
未
達
成
で
あ
る
が
終
了
時
ま
で
に
は
達
成
さ
れ
る
見
込
み
。
 
B
 
終
了
時
ま
で
に
お
お
む
ね
達
成
さ
れ
る
見
込
み

で
あ
る
が
若
干
問
題
が
残
る
と
思
わ
れ
る
。
C
 
終
了
時
ま
で
に
達
成
す
る
こ
と
は
困
難
と
思
わ
れ
る
。

 
 

97

評
価

設
問

（
小

項
目

）
 

成
果

 
判

断
基

準
（
指

標
）
 

情
報

源
（
指

標
の

入
手

手
段

）
 

調
査

結
果

 
達

成
度

＊
 

 

4
-
1
 

タ
ウ

ア
州

C
O

G
E
S

連
合

会
議

が
開

催
さ

れ
る

 
 

会
議

議
事

録
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
活

動
記

録
 

第
1

期
設

置
の

7
C

O
G

E
S

連
合

に
つ

い
て

は
、

4
回

（
2
0
0
5

年
7

月
、

8
月

、
9

月
、

1
0

月
）の

連
合

総
会

を
行

な
い

、
第

2
期

設
置

分
を

含
め

た
3
9
C

O
G

E
S

連
合

に
つ

い
て

は
、

４
回

開
催

さ
れ

た
（
2
0
0
5

年
1
2

月
及

び
2
0
0
6

年
1

月
、

3
月

、
9

月
）
。

連
合

会
議

は
各

連
合

よ
り

代
表

者
1

名
乃

至
2

名
が

参
加

し
た

。
 

A
A

 

4
-
2
 

C
O

G
E
S

担
当

官
会

議
が

定
期

的
に

開
催

さ
れ

る
 

 

会
議

議
事

録
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
活

動
記

録
 

C
O

G
E
S

担
当

官
会

議
に

つ
い

て
は

、
2
0
0
4

年
1

月
よ

り
ほ

ぼ
毎

月
定

期
的

に
C

O
G

E
S

担
当

官
会

議
が

開
催

さ
れ

て
お

り
、

C
O

G
E
S

担
当

官
同

士
の

情
報

共
有

の
場

、
C

O
G

E
S

監
督

官
へ

の
報

告
の

機
会

に
な

っ
て

い
る

。
 

年
度

 
20

03
 

20
04

 
20

05
 

20
06

(u
p 

to
 O

ct
. 

合
計

 

会
議
開
催
数

 
3 

12
 

12
 

6 
33

 
 

A
A

 

4
-
3
 

C
O

G
E
S

を
支

援
す

る
様

々
な

組
織

、
機

関
の

役
割

と
関

係
に

つ
い

て
明

確
化

、
明

文
化

さ
れ

る
。

 
 

C
O

G
E
S

政
策

提
言

報
告

書
、

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

文
書

 

さ
ら

に
、

タ
ウ

ア
州

C
O

G
E
S

監
督

官
は

、
C

O
G

E
S

を
支

援
す

る
様

々
な

組
織

、
機

関
の

役
割

と
関

係
に

つ
い

て
明

確
化

、
明

文
化

さ
れ

た
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
を

2
0
0
5

年
3

月
に

作
成

し
た

。
今

後
普

及
を

考
え

る
際

は
同

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

に
つ

い
て

も
研

修
で

取
り

扱
い

た
い

と
考

え
て

い
る

。
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
は

ま
だ

作
成

さ
れ

た
ば

か
り

で
、

関
係

者
全

員
に

共
有

さ
れ

た
も

の
で

は
な

い
た

め
、

今
後

関
係

者
を

集
め

た
ワ

ー
ク

シ
ョ
ッ

プ
、

セ
ミ

ナ
ー

な
ど

で
、

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

を
使

っ
て

C
O

G
E
S

に
か

か
る

そ
れ

ぞ
れ

の
役

割
の

共
通

認
識

を
構

築
す

る
必

要
が

あ
る

。
ま

た
、

同
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
に

お
い

て
は

C
O

G
E
S

連
合

の
設

置
も

定
め

ら
れ

た
が

そ
の

役
割

の
明

文
化

は
不

十
分

で
あ

る
。

B
 

成
果

4
の

総
合

的
達

成
度

 
 

以
上

の
結

果
に

よ
り

、
P
D

M
に

か
か

れ
た

指
標

は
達

成
し

て
い

る
こ

と
か

ら
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
期

間
中

の
目

標
は

達
成

し
た

と
も

い
え

る
が

、
機

能
す

る
C

O
G

E
S

連
合

の
組

織
化

は
ま

だ
未

達
成

で
あ

り
、

今
後

の
課

題
と

し
て

残
さ

れ
て

い
る

。
 

B
 

5
-
1
 

ザ
ン

デ
ー

ル
州

の
パ

イ
ロ

ッ
ト

6
0

校
の

う
ち

8
0
%
以

上
の

学
校

で
民

主
選

挙
に

よ
り

C
O

G
E
S

委
員

が
選

出
さ

れ
る

 

C
O

G
E
S

活
動

記
録

ザ
ン

デ
ー

ル
州

の
パ

イ
ロ

ッ
ト
校

6
0

校
を

対
象

と
し

て
、

試
行

的
に

タ
ウ

ア
州

で
実

践
し

た
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

C
O

G
E
S

運
営

モ
デ

ル
を

導
入

し
た

。
ま

ず
、

2
0
0
5

年
1
0

月
に

パ
イ

ロ
ッ

ト
校

6
0

校
に

対
し

て
民

主
的

選
挙

研
修

を
実

施
し

た
。

そ
の

結
果

6
0

校
全

て
に

お
い

て
民

主
選

挙
に

よ
り

C
O

G
E
S

委
員

が
選

出
さ

れ
た

。
 

A
A

 

成
果

5
．

「
タ

ウ
ア

州
で

実
施

し
た

C
O

G
E
S

運
営

モ
デ

ル
の

他
州

に
お

け
る

運
用

可
能

性
が

高
ま

る
」
 
 
 

5
-
2
 
ザ

ン
デ

ー
ル

州
の

パ
イ

ロ
ッ

ト
6
0

校
の

う
ち

8
0
%
以

上
の

学
校

で
住

民
集

会
で

承
認

さ
れ

た
学

校
活

動
計

画
の

少
な

く
と

も
一

つ
の

活
動

が
実

施
さ

れ
る

 

C
O

G
E
S

活
動

記
録

ま
た

1
1

月
に

学
校

活
動

計
画

研
修

を
実

施
し

た
。

そ
の

結
果

、
各

学
校

で
平

均
4
.4

の
活

動
が

実
施

さ
れ

、
そ

の
活

動
費

は
1

校
あ

た
り

平
均

2
1
0
,0

0
0
F
cf

a
で

、
す

べ
て

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

か
ら

動
員

さ
れ

た
。

藁
葺

き
教

室
の

建
設

、
植

林
、

飲
料

水
な

ど
の

確
保

な
ど

の
活

動
が

行
わ

れ
た

。
 

A
A

 



 
評

価
グ

リ
ッ

ド
 

5-
1．

実
績

の
検

証
 

(３
) 

成
果

の
達

成
度

 

達
成

度
＊
：
A
A
 調

査
時
点
で
既
に
達
成
さ
れ
て

い
る
。
 
A
 
調
査
時
点
で
は
未
達
成
で
あ
る
が
終
了
時
ま
で
に
は
達
成
さ
れ
る
見
込
み
。
 
B
 
終
了
時
ま
で
に
お
お
む
ね
達
成
さ
れ
る
見
込
み

で
あ
る
が
若
干
問
題
が
残
る
と
思
わ
れ
る
。
C
 
終
了
時
ま
で
に
達
成
す
る
こ
と
は
困
難
と
思
わ
れ
る
。

 
 

98

評
価

設
問

（
小

項
目

）
 

成
果

 
判

断
基

準
（
指

標
）
 

情
報

源
（
指

標
の

入
手

手
段

）
 

調
査

結
果

 
達

成
度

＊
 

 

 
 

な
お

、
ザ

ン
デ

ー
ル

州
へ

の
普

及
に

お
い

て
は

、
日

本
人

専
門

家
は

直
接

介
入

せ
ず

、
タ

ウ
ア

州
で

も
パ

ー
ト
ナ

ー
と

し
て

活
動

し
て

い
る

現
地

N
G

O
(O

N
E
N

)に
業

務
委

託
す

る
形

で
実

施
し

た
。

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
の

直
接

介
入

を
最

小
限

に
と

ど
め

な
が

ら
、

期
待

以
上

の
活

動
成

果
を

出
し

、

汎
用

性
の

高
い

モ
デ

ル
で

あ
る

こ
と

を
実

証
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

 

さ
ら

に
は

、
効

率
の

よ
い

普
及

の
お

か
げ

で
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
の

C
O

G
E
S

運
営

モ
デ

ル
の

普
及

は
パ

イ
ロ

ッ
ト
校

6
0

校
に

と
ど

ま
ら

ず
、

ザ
ン

デ
ー

ル
州

の
全

小
学

校
校

長
1
,4

8
6

名
に

対
す

る

民
主

的
選

挙
研

修
の

実
施

、
8
9
7

校
（
2
8

コ
ミ

ュ
ー

ン
）
1
,7

9
4

名
に

対
す

る
学

校
活

動
計

画
研

修
及

び
C

O
G

E
S

連
合

設
置

研
修

を
実

施
し

た
。

そ
の

結
果

、
現

在
で

は
ザ

ン
デ

ー
ル

州
の

全

小
学

校
1
,5

4
4

校
か

ら
民

主
的

選
挙

に
よ

り
選

出
C

O
G

E
S

が
設

置
さ

れ
て

い
る

。
今

後
ザ

ン
デ

ー
ル

州
の

全
て

の
小

学
校

を
対

象
と

し
た

C
O

G
E
S

連
合

の
設

置
が

計
画

さ
れ

て
い

る
。

 

A
A

 

成
果

5
の

総
合

的
達

成
度

 
 

以
上

の
結

果
か

ら
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
の

C
O

G
E
S

運
営

モ
デ

ル
の

他
州

に
お

け
る

適
用

性
は

非
常

に
高

い
と

考
え

ら
れ

る
。

 
A

A
 

成
果

の
総

合
的

達
成

度
 

 
 

ほ
ぼ

全
て

の
成

果
が

達
成

さ
れ

た
と

判
断

さ
れ

る
。

し
か

し
な

が
ら

、
前

述
の

通
り

、
成

果
３

の
「
機

能
す

る
C

O
G

E
S

連
合

が
組

織
さ

れ
る

」
に

つ
い

て
は

、
中

間
評

価
以

降
、

「
ニ

国
」
政

府
の

政
策

変
更

に
伴

い
、

新
た

に
成

果
に

加
え

、
取

り
組

ん
で

き
た

試
行

的
な

試
み

で
あ

っ
た

。
従

っ
て

、
現

時
点

で
そ

の
評

価
を

行
う

こ
と

は
困

難
で

モ
デ

ル
化

に
は

更
な

る
時

間
を

要
す

る
と

判
断

し
、

今
後

の
課

題
と

し
て

確
認

し
た

。
 

全
般

的
に

は
A

A
 

一
部

B
 

 



 
評

価
グ

リ
ッ

ド
 

5-
1．

実
績

の
検

証
 

(4
) 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標
の

達
成

度
 

達
成

度
＊
：
A
A
 調

査
時
点
で
既
に
達
成
さ
れ
て

い
る
。
 
A
 
調
査
時
点
で
は
未
達
成
で
あ
る
が
終
了
時
ま
で
に
は
達
成
さ
れ
る
見
込
み
。
 
B
 
終
了
時
ま
で
に
お
お
む
ね
達
成
さ
れ
る
見
込
み

で
あ
る
が
若
干
問
題
が
残
る
と
思
わ
れ
る
。
C
 
終
了
時
ま
で
に
達
成
す
る
こ
と
は
困
難
と
思
わ
れ
る
。

 
 

99

評
価

設
問

（
大
項

目
）
：

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目
標
は
達
成
さ
れ
る
か
。
（
目
標
値
と
の
比
較
）
 

 

評
価

設
問

 

目
標

 
判

断
基

準
（
指

標
）
 

情
報

源
（
指

標
の

入
手

手
段

）
 

調
査

結
果

 
達

成
度

＊
 

他
ド

ナ
ー

の
介

入
地

域
を

除
く

タ
ウ

ア
州

の
全

て
の

小
学

校
の

 
①

8
0
%
で

民
主

的
選

挙
に

よ
り

C
O

G
E
S
委

員
が

選
出

さ
れ

、
 

②
住

民
集

会
で

承
認

さ
れ

た
学

校
活

動
計

画
を

実
施

し
、

 
③

C
O

G
E
S
連

合
あ

る
い

は
C

O
G

E
S
担

当
官

に
よ

る
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
が

行
な

わ
れ

る
 

C
O

G
E
S

活
動

記
録

、
学

校
計

画
年

間
総

括
表

 

①
【
住

民
参

加
の

増
大

】
 

タ
ウ

ア
州

の
対

象
校

の
9
8
％

が
、

民
主

的
な

選
挙

を
経

て
C

O
G

E
S

を
設

立
し

、
 

②
そ

の
内

9
9
%
が

学
校

活
動

計
画

を
策

定
し

た
。

そ
の

結
果

、
1

校
あ

た
り

平
均

5
.1

6
の

活
動

を
実

施
し

、
1

校
あ

た
り

平
均

1
8
9
,0

1
1
F
cf

a
の

資
金

を
動

員
し

た
。

 

③
【
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
シ

ス
テ

ム
の

強
化

】
 

ま
た

、
C

O
G

E
S

月
例

会
議

に
お

け
る

報
告

に
よ

っ
て

C
O

G
E
S

担
当

官
に

よ
る

定
期

的
な

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

が
行

な
わ

れ
て

い
る

こ
と

が
確

認
さ

れ
る

。
C

O
G

E
S

担
当

官
は

計
画

的
に

自
身

の
担

当
C

O
G

E
S

連
合

を
巡

回
し

て
お

り
、

連
合

の
み

で
は

解
決

で
き

な

い
よ

う
な

問
題

に
つ

い
て

は
、

連
合

と
一

緒
に

C
O

G
E
S

訪
問

し
、

解
決

を
試

み
る

な
ど

非
常

に
良

好
な

関
係

を
築

い
て

い
る

。

C
O

G
E
S

連
合

も
C

O
G

E
S

担
当

官
を

信
頼

し
て

お
り

、
何

事
も

相
談

す
る

姿
勢

が
見

ら
れ

る
。

さ
ら

に
、

C
O

G
E
S

連
合

の
要

望
に

よ
っ

て
は

、
C

O
G

E
S

担
当

官
が

財
務

管
理

研
修

を
実

施
す

る
な

ど
、

C
O

G
E
S

連
合

個
々

の
ニ

ー
ズ

に
も

応
え

よ
う

と
努

め
て

お

り
、

C
O

G
E
S

担
当

官
に

よ
る

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

は
機

能
し

て
い

る
と

言
え

る
。

 

C
O

G
E
S

連
合

に
よ

る
C

O
G

E
S

の
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
に

つ
い

て
は

、
各

C
O

G
E
S

の
学

校
活

動
計

画
収

集
や

、
C

O
G

E
S

連
合

会
議

、
C

O
G

E
S

連
合

総
会

な
ど

を
通

し
、

各
C

O
G

E
S

が
問

題
を

持
ち

寄
り

、
み

な
で

そ
の

解
決

手
段

を
考

え
、

一
緒

に
問

題
解

決
に

あ
た

る
場

の
提

供
、

C
O

G
E
S

担
当

官
に

と
っ

て
は

、
各

C
O

G
E
S

の
活

動
状

況
を

知
る

場
と

し
て

の
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
機

能
は

果
た

し
て

い
る

と
言

え
る

。
し

か
し

な
が

ら
、

C
O

G
E
S

連
合

に
よ

る
各

C
O

G
E
S

の
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
に

つ
い

て
は

、
C

O
G

E
S

連
合

メ
ン

バ
ー

の
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
能

力
の

不
足

や
、

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

の
た

め
の

移
動

手
段

、
燃

料
の

不
足

な
ど

の
課

題
が

残
る

。
C

O
G

E
S

連
合

の
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
機

能
を

ど
の

よ
う

に
担

保
す

る
か

、
今

後
検

討
す

べ
き

事
項

で
あ

る
。

 

A
A

 
           B
 

 
 

 
 

【
ザ

ン
デ

ー
ル

州
へ

の
普

及
】
 

タ
ウ

ア
州

の
経

験
を

基
に

、
現

地
N

G
O

を
活

用
し

、
ザ

ン
デ

ー
ル

州
に

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

C
O

G
E
S

運
営

モ
デ

ル
の

展
開

を
試

行
し

た
。

そ
の

結
果

、
パ

イ
ロ

ッ
ト
校

6
0

校
で

は
既

に
民

主
的

な
C

O
G

E
S

設
置

、
学

校
活

動
計

画
策

定
・
実

施
が

さ
れ

て
お

り
、

ザ
ン

デ
ー

ル
州

の
C

O
G

E
S

監
督

官
の

評
価

も
高

い
。

同
試

み
は

非
常

に
効

率
的

に
実

施
さ

れ
、

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

モ
デ

ル
性

、
汎

用
性

を
裏

づ
け

る
も

の
と

な
っ

た
。

 

A
A

 

現
在

ま
で

の
進

捗
状

況
か

ら
判

断
し

て
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標
「
C

O
G

E
S

を
通

じ
た

住
民

参
画

型
学

校
運

営
の

モ
デ

ル
が

強
化

さ
れ

る
」
は

全
体

と
し

て
期

限
ま

で
に

達
成

さ
れ

る
と

思
わ

れ
る

か
。

 
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
目

標
の

総
合

的
達

成
見

込
み

 

 
以

上
の

結
果

を
踏

ま
え

、
総

合
的

な
見

地
か

ら
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標
は

ほ
ぼ

達
成

し
た

と
考

え
ら

れ
る

。
し

か
し

な
が

ら
、

真
に

モ
デ

ル
性

を
強

化
す

る
に

は
、

こ
れ

ら
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
経

験
を

ま
と

め
た

文
書

（
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
等

）
の

整
備

が
必

要
で

あ
る

。
ま

た
、

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

経
験

を
関

係
者

間
（
中

央
基

礎
教

育
識

字
省

、
他

ド
ナ

ー
等

）
で

共
有

す
る

こ
と

は
き

わ
め

て
重

要
で

あ
る

。
さ

ら
に

、
C

O
G

E
S

連
合

の
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
機

能
に

つ
い

て
も

、
モ

デ
ル

化
さ

れ
る

ま
で

に
は

、
さ

ら
な

る
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
が

必
要

で
あ

る
と

思
料

す
る

。
 

A
A

 
 B
 

   



 
評

価
グ

リ
ッ

ド
 

5-
1．

実
績

の
検

証
 

(5
) 

上
位

目
標

の
達

成
見
込

み
 

達
成
見
込
み
：

A
A 

5
年
以
内
に
達
成
さ
れ
る

と
思
わ
れ
る
。

A
 

10
年
以
内
に
達

成
さ
れ
る
と
思
わ
れ
る
。

B
 

10
年

以
内
に
達
成
さ
れ
る
か
ど
う
か
微
妙
で
あ
る
。

C
10

年
以

内
で
は
達
成

で
き
な
い
と
思
わ
れ
る
。

X 
何
と
も
言
え
な
い
。

 
 

 
 

100

評
価

設
問

（
大
項

目
）
：

上
位
目
標
達
成
の
見
込
み
は
あ
る
か
。
（
目
標
値
と
の
比
較
）
 

 

評
価

設
問

 

目
標

 
判

断
基

準
（
指

標
）
 

情
報

源
（
指

標
の

入
手

手
段

）
 

調
査

結
果

（
達

成
度

）
 

達
成

見
込

み
*
 

上
位

目
標

 
 

 
 

 
「
C

O
G

E
S
を

通
じ

た
住

民
参

画
型

学
校

運
営

の
モ

デ
ル

が
普

及
す

る
」
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
で

実
証

さ
れ

た
学

校
運

営
モ

デ
ル

が
ニ

ジ
ェ

ー
ル

の
全

て
の

州
に

普
及

す
る

。
 

基
礎

教
育

・
識

字
省

報
告

書
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
対

象
地

域
で

あ
る

タ
ウ

ア
州

、
ザ

ン
デ

ー
ル

州
以

外
で

は
、

青
年

海
外

協
力

隊
が

活
動

し
て

い
る

ド
ッ

ソ
州

、
テ

ィ
ラ

ベ
リ

州
で

何
校

か
C

O
G

E
S

が
設

置
さ

れ
て

い
る

に
と

ど
ま

り
、

現
時

点
で

は
他

州
へ

の
普

及
は

さ
れ

て
い

な
い

。
 

基
礎

教
育

省
C

O
G

E
S
推

進
室

長
に

よ
れ

ば
、

C
O

G
E
S
推

進
室

は
、

2
0
0
6
年

3
月

に
本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
の

C
O

G
E
S
運

営
モ

デ
ル

を
全

国
展

開
す

べ
く

、
活

動
計

画
（
予

算
書

含
む

）
を

教
育

省
次

官
に

提
出

し
て

い
る

も
の

の
、

そ
れ

以
降

進
展

が
な

い
と

の
こ

と
で

あ
る

。
今

後
他

州
へ

の
展

開
を

図
る

こ
と

を
考

え
る

と
、

中
央

教
育

省
内

で
の

調
整

や
、

P
D

D
E
の

中
に

位
置

づ
け

ら
れ

る
こ

と
、

他
ド

ナ
ー

と
の

調
整

な
ど

が
不

可
欠

と
な

る
。

 
 

A
A

 
    

 
B

 

総
合

的
上

位
目

標
達

成
見

込
み

 
 

 
上

位
目

標
達

成
の

た
め

に
は

、
普

及
す

べ
き

モ
デ

ル
の

確
立

と
普

及
の

た
め

の
人

・
物

、
金

及
び

普
及

を
推

進
す

る
仕

組
み

・
制

度
の

確
立

が
必

要
で

あ
る

。
 

普
及

す
べ

き
モ

デ
ル

に
つ

い
て

は
、

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

よ
っ

て
成

立
し

た
。

し
か

し
な

が
ら

、
き

わ
め

て
短

期
間

に
成

立
し

た
モ

デ
ル

で
あ

り
、

C
O

G
E
S

連
合

を
通

じ
た

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

等
更

に
強

化
を

要
す

る
面

が
あ

り
、

ま
た

、
今

後
実

施
を

継
続

す
る

過
程

で
新

た
な

問
題

が
出

て
く

る
こ

と
も

十
分

に
考

え
ら

れ
る

。
よ

っ
て

タ
ウ

ア
州

、
ザ

ン
デ

ー
ル

州
に

お
い

て
も

こ
れ

で
十

分
と

す
る

の
で

な
く

、
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
、

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
を

継
続

実
施

し
、

モ
デ

ル
の

強
化

が
望

ま
れ

る
。

 
C

O
G

E
S

モ
デ

ル
の

全
国

普
及

は
「
ニ

国
」
政

府
の

方
針

と
し

て
、

基
礎

教
育

1
0

カ
年

計
画

に
も

含
ま

れ
て

い
る

。
し

か
し

な
が

ら
普

及
に

関
わ

る
人

材
の

養
成

、
ツ

ー
ル

（
マ

ニ
ュ

ア
ル

や
成

功
体

験
等

の
文

書
、

担
当

官
の

巡
回

指
導

・
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
の

た
め

の
L
O

G
IS

T
IC

S
等

）
の

整
備

、
こ

れ
ら

に
要

す
る

財
源

の
手

当
（
予

算
化

）
、

そ
れ

ら
全

て
を

包
括

す
る

仕
組

み
の

制
度

化
等

に
つ

い
て

は
明

確
な

道
筋

が
見

え
て

い
な

い
。

行
政

の
積

極
的

関
与

に
よ

り
、

ロ
ー

ド
マ

ッ
プ

が
示

さ
れ

れ
ば

、
上

位
目

標
は

比
較

的
早

い
時

期
に

達
成

さ
れ

る
と

見
込

ま
れ

る
。

 

 
 

A
 

 



 
評

価
グ

リ
ッ

ド
 

5-
２

．
実

施
プ

ロ
セ

ス
の

検
証

 
 

 

101

 

評
価

設
問

 
情

報
源

（
デ

ー
タ

入
手

方
法

）
 

調
査

結
果

 

・
C

O
G

E
S

は
地

方
分

権
化

の
一

環
と

し
て

打
ち

出
さ

れ
て

き
た

政
策

で
あ

る
が

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
開

始
時

点
に

お
い

て
は

、
C

O
G

E
S

の
役

割
・

位
置

づ
け

は
明

確
な

文
書

で
は

示
さ

れ
て

お
ら

ず
、

C
O

G
E
S

に
ど

の
程

度
権

限
委

譲
を

行
う

か
は

暗
中

模
索

の
状

態
で

あ
り

、
明

確
な

方
向

性
は

出
さ

れ
て

い
な

か
っ

た
。

そ
の

た
め

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

お
い

て
は

、
常

に
C

O
G

E
S

政
策

の
動

向
に

注
意

し
て

、
活

動
内

容
を

政
策

に
そ

っ
て

柔
軟

に
対

応
し

て
い

く
必

要
が

あ
っ

た
。

他
方

「
ニ

国
」
政

府
に

お
い

て
は

、
本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
に

対
し

て
パ

イ
ロ

ッ
ト
的

な
試

行
を

通
じ

て
機

能
す

る
C

O
G

E
S

の
モ

デ
ル

を
創

出
す

る
こ

と
、

言
い

換
え

れ
ば

C
O

G
E
S

の
方

向
性

に
つ

き
行

政
側

に
提

言
を

行
う

こ
と

が
期

待
さ

れ
て

い
た

。
 

・
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
が

初
年

度
に

実
施

し
た

コ
ニ

県
サ

ル
ナ

ワ
コ

ミ
ュ

ー
ン

の
2
5

校
に

お
け

る
パ

イ
ロ

ッ
ト
活

動
の

結
果

、
「
機

能
す

る
C

O
G

E
S

の
モ

デ
ル

を
創

出
す

る
」
と

い
う

当
初

の
目

的
は

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
前

半
で

達
成

さ
れ

た
と

判
断

さ
れ

、
「
ニ

国
」
政

府
は

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

成
果

を
大

幅
に

取
り

入
れ

た
C

O
G

E
S

政
策

文
書

を
策

定
し

、
全

国
全

て
の

小
学

校
に

ミ
ニ

マ
ム

パ
ッ

ケ
ー

ジ
を

含
む

C
O

G
E
S

の
設

置
を

義
務

づ
け

る
と

と
も

に
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
に

対
し

て
対

象
校

、
対

象
地

域
の

拡
大

を
要

請
し

た
。

 

・
こ

れ
を

受
け

て
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
は

そ
の

対
象

を
タ

ウ
ア

州
に

お
い

て
は

対
象

校
を

他
の

ド
ナ

ー
の

介
入

地
域

を
除

く
全

て
の

小
学

校
（
1
2
2
9

校
）
に

拡
大

す
る

と
と

も
に

、
新

た
に

ザ
ン

デ
ー

ル
州

（
約

1
5
0
0

校
）
を

対
象

地
域

に
加

え
た

。
こ

の
追

加
は

、
単

な
る

量
的

拡
大

に
と

ど
ま

ら
ず

、
当

初
考

え
ら

れ
た

2
0

校
程

度
に

お
け

る
試

行
を

通
じ

た
普

及
モ

デ
ル

の
創

出
と

い
っ

た
点

の
パ

イ
ロ

ッ
ト
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
か

ら
、

二
州

全
域

を
対

象
と

す
る

面
の

普
及

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
へ

と
変

質
し

た
。

 

・
こ

の
た

め
、

P
D

M
の

全
面

的
改

訂
が

実
施

さ
れ

た
。

改
訂

P
D

M
の

特
徴

は
広

大
な

地
域

に
散

在
す

る
膨

大
な

数
の

小
学

校
を

対
象

と
す

る
た

め
に

、
当

初
考

え
ら

れ
た

C
O

G
E
S

担
当

官
に

よ
る

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

は
不

可
能

と
な

り
、

新
た

に
C

O
G

E
S

連
合

を
設

置
し

、
C

O
G

E
S

連
合

を
通

じ
た

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

体
制

の
確

立
が

主
要

な
活

動
と

な
っ

た
こ

と
及

び
新

規
に

対
象

と
な

っ
た

ザ
ン

デ
ー

ル
州

に
お

け
る

活
動

に
つ

い
て

は
全

面
的

に
現

地
N

G
O

を
活

用
す

る
こ

と
に

よ
り

効
率

化
を

図
っ

た
点

に
あ

る
。

 

１
．

活
動

は
計

画
通

り
に

実
施

さ
れ

て
い

る
か

（
活

動
グ

リ
ッ

ド
の

結
論

）
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
記

録
、

実
施

機
関

コ
メ

ン
ト
 

・
活

動
は

、
お

お
む

ね
改

訂
後

の
計

画
（
P
D

M
,P

O
）
に

そ
っ

て
実

施
さ

れ
て

い
る

。
実

施
途

上
に

お
け

る
P
D

M
、

P
O

の
全

面
改

定
は

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

特
徴

の
一

つ
で

あ
る

が
、

こ
れ

は
当

初
計

画
が

不
適

切
で

あ
っ

た
と

い
う

も
の

で
は

な
く

、
状

況
の

変
化

に
適

切
に

対
応

さ
れ

た
も

の
で

あ
る

。
 

2
.技

術
移

転
の

方
法

に
問

題
は

な
か

っ
た

か
 

 
特

に
問

題
は

な
い

。
ニ

ジ
ェ

ー
ル

の
伝

統
的

な
村

落
社

会
に

お
け

る
C

O
G

E
S
／

保
護

者
会

役
員

の
選

出
に

か
か

る
民

主
的

選
挙

の
実

施
に

つ
い

て
は

当
初

関
係

者
は

そ
の

実
現

性
を

危
惧

し
て

い
た

。
実

際
に

は
、

若
干

の
地

域
で

保
守

的
指

導
層

か
ら

の
反

発
が

見
ら

れ
た

が
、

結
論

と
し

て
大

半
の

村
で

民
主

選
挙

は
受

け
入

れ
ら

れ
、

住
民

の
参

加
意

識
は

増
大

し
、

そ
の

後
の

C
O

G
E
S

の
活

動
基

盤
が

整
っ

た
。

 

3
.プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト
体

制
に

問
題

は
な

か
っ

た
か

 
 

 

(1
)モ

ニ
タ

リ
ン

グ
の

仕
組

み
 

 
専

門
家

と
カ

ウ
ン

タ
ー

パ
ー

ト
（
C

O
G

E
S

監
督

官
）
は

、
実

質
的

に
毎

日
共

に
業

務
を

遂
行

し
て

お
り

、
C

O
G

E
S

担
当

官
と

は
、

毎
月

一
回

の
担

当
官

会
議

に
お

い
て

、
各

情
報

の
共

有
が

行
わ

れ
て

い
る

。
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
で

は
、

半
年

に
1

回
進

捗
状

況
を

整
理

し
、

問
題

点
や

対
応

策
も

含
め

半
期

ご
と

の
報

告
書

を
作

成
し

て
い

る
。

 
重

要
問

題
は

年
2

回
開

催
さ

れ
る

合
同

調
整

委
員

会
に

お
い

て
討

議
さ

れ
て

い
る

。
 

進
捗

上
の

問
題

点
や

、
外

部
条

件
の

変
化

に
応

じ
て

活
動

内
容

は
適

切
に

修
正

さ
れ

た
か

 

 
適

切
な

対
応

が
な

さ
れ

た
。

特
に

大
き

な
変

化
は

、
2
0
0
5

年
の

初
旬

に
基

礎
教

育
・
識

字
省

か
ら

正
式

に
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

対
象

地
域

拡
大

へ
の

要
請

を
受

け
た

こ
と

で
あ

っ
た

。
こ

の
要

請
に

関
し

て
は

、
JI

C
A

本
部

と
の

協
議

を
重

ね
た

結
果

、
最

終
的

に
は

、
中

間
評

価
の

結
果

を
待

ち
、

そ
の

決
定

を
下

す
こ

と
と

な
っ

た
。

中
間

評
価

の
結

果
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
開

始
当

初
の

目
標

は
達

成
し

た
と

評
価

さ
れ

、
合

同
調

整
委

員
会

で
、

他
州

（
ザ

ン
デ

ー
ル

州
）
へ

の
拡

大
を

実
質

的
に

行
う

こ
と

を
決

定
し

た
。

 

(2
)  

意
思

決
定

過
程

 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
内

の
意

思
決

定
過

 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標
な

ど
の

変
更

を
伴

う
重

要
事

項
は

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
が

、
カ

ウ
ン

タ
ー

パ
ー

ト
と

の
協

議
を

通
し

、
基

礎
教

育
・識

字
省

と
の

協
議

を
行

っ
た

上
、

JI
C

A
事

務
所

か
ら

、
JI

C
A

本
部

と
の

協
議

を
行

い
、

最
終

的
に

は
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
の

最
高

決
定

機
関

で
あ

る
合

同
調

整
員

付属資料５-２．評価グリッド 実施プロセスの検証



 
評

価
グ

リ
ッ

ド
 

5-
２

．
実

施
プ

ロ
セ

ス
の

検
証

 
 

 

102

評
価

設
問

 
情

報
源

（
デ

ー
タ

入
手

方
法

）
 

調
査

結
果

 

程
（
誰

が
ど

の
よ

う
に

係
わ

り
合

っ
た

か
）
 

会
で

の
承

認
を

得
る

。
 

(3
) 

JI
C

A
本

部
・在

外
事

務
所

の
機

能
 

 
 

実
施

期
間

中
の

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

結
果

等
に

よ
る

軌
道

修
正

等
に

迅
速

に
対

応
し

た
か

。
 

 
よ

か
っ

た
。

JI
C

A
本

部
、

事
務

所
は

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
側

の
軌

道
修

正
に

は
、

迅
速

に
対

応
し

た
。

 
 

必
要

に
応

じ
て

適
切

な
助

言
・
支

援
を

行
っ

た
か

。
 

 
よ

か
っ

た
。

特
に

、
政

府
、

政
策

レ
ベ

ル
へ

の
働

き
か

け
に

対
す

る
助

言
、

支
援

が
適

切
で

あ
っ

た
。

 
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
実

施
現

場
（
派

遣
専

門
家

等
）
と

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

は
よ

か
っ

た
か

。
 

 
よ

か
っ

た
。

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
は

、
通

常
定

め
ら

れ
て

い
る

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
報

告
書

以
外

に
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
の

報
告

を
毎

月
1

回
、

JI
C

A
事

務
所

、
本

部
に

送
付

し
て

い
る

。
こ

の
報

告
書

に
は

、
そ

の
月

に
行

わ
れ

た
す

べ
て

の
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

活
動

の
内

容
、

問
題

点
、

課
題

が
網

羅
さ

れ
て

お
り

、
本

部
の

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
担

当
者

（
部

）
は

、
細

部
ま

で
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

進
捗

状
況

を
把

握
し

、
適

宜
、

ア
ド

バ
イ

ス
等

を
行

っ
て

き
た

。
 

そ
の

他
支

援
・
協

力
状

況
 

 
 

よ
か

っ
た

。
基

本
的

に
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
と

JI
C

A
事

務
所

、
本

部
は

良
好

な
コ

ミ
ュ

ニ
ュ

ケ
ー

シ
ョ
ン

を
通

し
、

目
標

、
課

題
を

共
有

し
、

事
態

に
対

処
し

て
き

た
と

言
え

る
。

 

(4
) 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
内

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
仕

組
み

：
専

門
家

と
カ

ウ
ン

タ
ー

パ
ー

ト
と

の
関

係
（
十

分
な

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ
ン

が
あ

る
か

等
）
 

 
 

－
定

例
会

議
の

状
況

 
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
内

で
は

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
ス

タ
ッ

フ
（
専

門
家

、
現

地
ス

タ
ッ

フ
、

カ
ウ

ン
タ

ー
パ

ー
ト
に

よ
る

）
ミ

ー
テ

ィ
ン

グ
が

毎
週

行
わ

れ
て

い
る

。
 

 

－
日

常
の

コ
ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

 
 

よ
か

っ
た

。
ミ

ー
テ

ィ
ン

グ
に

お
け

る
実

際
の

活
動

と
目

標
の

常
な

る
確

認
を

行
な

っ
て

い
る

。
 

－
問

題
認

識
の

共
有

－
共

同
作

業
に

よ
る

課
題

設
定

の
状

況
 

 
よ

か
っ

た
。

ミ
ー

テ
ィ

ン
グ

に
お

け
る

実
際

の
活

動
と

目
標

の
常

な
る

確
認

を
行

な
っ

て
い

る
。

 

－
信

頼
関

係
の

確
立

 
 

よ
か

っ
た

。
 

－
カ

ウ
ン

タ
ー

パ
ー

ト
の

主
体

性
・

参
加

意
識

は
高

い
か

 

 
ニ

ジ
ェ

ー
ル

側
で

の
、

地
方

行
政

官
で

あ
る

C
O

G
E
S

監
督

官
、

担
当

官
に

つ
い

て
は

、
主

体
性

、
参

加
意

識
は

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
の

進
展

と
と

も
に

そ
の

意
識

が
高

く
な

っ
て

き
た

と
い

え
る

 
主

な
目

標
で

あ
る

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

ー
の

参
加

意
識

は
非

常
に

高
い

。
 

4
. 

実
施

機
関

や
カ

ウ
ン

タ
ー

パ
ー

ト
の

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
に

対
す

る
認

識
は

高
い

か
 

 
 

(1
) 

M
E
B

/
A

と
の

関
係

 
 

良
好

。
合

同
調

整
委

員
会

を
初

め
、

機
会

あ
る

ご
と

に
基

礎
教

育
・
識

字
省

の
高

官
等

の
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
視

察
等

の
実

施
し

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
へ

の
理

解
は

高
い

。
基

礎
教

育
・
識

字
省

内
の

C
O

G
E
S

の
司

令
塔

で
あ

る
C

O
G

E
S

推
進

室
と

は
、

常
に

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
の

経
験

か
ら

の
助

言
を

行
い

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

経
験

は
、

政
策

レ
ベ

ル
に

反
映

さ
れ

て
い

る
。

 

(2
) 

D
R
E
B

/
A

と
の

関
係

 
 

良
好

。
州

基
礎

教
育

・
識

字
事

務
所

長
は

、
月

例
C

O
G

E
S

担
当

官
会

議
の

主
催

と
な

っ
て

お
り

、
C

O
G

E
S

関
係

の
活

動
の

情
報

等
は

す
べ

て
共

有
し

て
い

る
。

 

(3
) 

コ
ミ

ュ
ー

ン
幹

部
 
と

の
関

係
 

 
良

好
。

コ
ミ

ュ
ー

ン
幹

部
と

の
関

係
は

、
C

O
G

E
S

連
合

を
設

立
始

め
た

時
か

ら
始

ま
っ

て
い

る
。

C
O

G
E
S

連
合

は
、

コ
ミ

ュ
ー

ン
の

役
所

の
認



 
評

価
グ

リ
ッ

ド
 

5-
２

．
実

施
プ

ロ
セ

ス
の

検
証
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評
価

設
問

 
情

報
源

（
デ

ー
タ

入
手

方
法

）
 

調
査

結
果

 

可
を

得
る

よ
う

指
導

し
て

い
る

 

5
. 

相
手

国
実

施
機

関
の

オ
ー

ナ
ー

シ
ッ

プ
は

確
立

さ
れ

て
い

る
か

。
 

 
 

(1
)本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
の

実
施

に
係

わ
る

問
題

が
生

じ
た

場
合

、
相

手
国

実
施

機
関

の
ど

の
部

局
の

誰
に

話
を

す
れ

ば
よ

い
か

。
権

限
、

責
任

、
は

明
確

か
つ

適
切

か
。

 

 
多

少
の

問
題

は
あ

る
が

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
活

動
へ

の
悪

影
響

は
あ

ま
り

な
い

。
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
が

関
係

す
る

相
手

国
機

関
は

、
基

礎
教

育
・
識

字
省

内
の

C
O

G
E
S

推
進

室
で

あ
る

が
、

基
礎

教
育

・
識

字
省

内
部

の
位

置
づ

け
が

低
く

、
政

策
を

推
進

す
る

際
の

権
限

が
低

い
た

め
、

C
O

G
E
S

政
策

実
施

が
遅

れ
て

い
る

。
 

(2
) 

行
政

責
任

者
の

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト
へ

の
参

加
の

度
合

い
。

 

 
基

礎
教

育
・
識

字
省

大
臣

、
次

官
等

の
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

対
す

る
関

心
、

知
識

も
高

く
、

評
価

も
高

い
。

 
D

R
E
B

/
A

責
任

者
は

、
積

極
的

に
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
活

動
に

参
加

し
て

い
る

。
 

(3
) 

活
動

に
必

要
な

予
算

の
手

当
。

 
 

C
O

G
E
S

は
国

家
政

策
で

あ
る

た
め

、
現

在
、

予
算

は
配

分
さ

れ
て

い
な

い
が

、
将

来
的

に
は

予
算

が
配

分
さ

れ
る

可
能

性
は

高
い

。
 

(4
) 

適
切

な
カ

ウ
ン

タ
ー

パ
ー

ト
が

配
置

さ
れ

た
か

 
 

適
切

な
人

員
（
数

・
質

）
が

配
置

さ
れ

て
い

る
。

 

(5
) 

機
材

の
引

き
取

り
、

施
設

整
備

の
円

滑
度

 
 

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

お
い

て
は

、
機

材
の

数
量

も
少

な
く

、
特

に
問

題
は

発
生

し
て

い
な

い
。

 

6
. 

タ
ー

ゲ
ッ

ト
グ

ル
ー

プ
や

関
係

組
織

の
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
へ

の
参

加
度

や
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

対
す

る
認

識
は

高
い

か
 

 
対

象
地

域
関

係
者

（
校

長
、

一
般

教
員

、
父

兄
、

地
域

住
民

等
の

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
に

対
す

る
認

識
は

非
常

に
高

い
。

 
カ

ウ
ン

タ
ー

パ
ー

ト
特

に
C

O
G

E
S

担
当

官
の

参
加

意
識

も
非

常
に

高
い

。
 

7
. 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
開

始
の

前
提

条
件

は
満

た
さ

れ
て

い
た

か
 

 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
開

始
の

前
提

条
件

「
対

象
地

域
の

住
民

が
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

反
対

し
な

い
」
は

満
た

さ
れ

て
い

た
。

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
に

反
対

を
表

明
し

た
住

民
は

今
の

と
こ

ろ
皆

無
で

あ
る

。
 

8
. 

そ
の

他
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
開

始
後

の
変

化
で

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
の

円
滑

な
実

施
に

大
き

な
影

響
（
悪

影
響

あ
る

い
は

好
影

響
）
を

与
え

た
事

項
は

あ
る

か
。

 

 
2
0
0
5

年
4

月
に

M
E
B

/
A

が
出

し
た

C
O

G
E
S
 
政

策
文

書
は

、
P
D

M
の

全
面

改
定

を
余

儀
な

く
さ

れ
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
の

内
容

が
当

初
計

画
か

ら
大

き
く

変
わ

ら
ざ

る
を

え
な

か
っ

た
（
当

初
計

画
の

達
成

の
み

で
は

真
の

目
標

達
成

と
い

え
な

く
な

っ
た

）
と

い
う

意
味

で
は

悪
影

響
と

い
え

る
。

し
か

し
な

が
ら

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
で

は
JI

C
A

及
び

実
施

機
関

と
緊

密
な

連
絡

を
と

り
、

JI
C

A
及

び
実

施
機

関
が

適
切

に
対

応
し

た
こ

と
に

よ
り

、
対

象
地

域
の

拡
大

を
含

む
P
D

M
の

全
面

改
定

を
実

施
し

て
お

り
、

結
果

と
し

て
は

こ
の

変
更

に
よ

り
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標
の

達
成

度
は

強
固

に
な

っ
た

。
 

実
施

プ
ロ

セ
ス

の
総

合
評

価
 

 
本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
は

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
内

部
（
日

本
人

専
門

家
と

カ
ウ

ン
タ

ー
パ

ー
ト
）
の

コ
ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
と

JI
C

A
（
現

地
事

務
所

及
び

本
部

）
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
と

実
施

機
関

（
M

E
B

/
A

 
及

び
D

R
E
B

/
A

幹
部

）
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ
ン

が
よ

く
機

能
し

、
状

況
の

大
き

な
変

化
に

対
し

関
係

者
が

迅
速

に
適

切
な

対
応

を
示

し
た

。
P
D

M
の

改
訂

に
よ

り
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
目

標
の

達
成

は
上

位
目

標
を

よ
り

適
確

に
見

据
え

た
も

の
に

な
っ

て
い

る
。
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評
価

設
問

 

大
項

目
 

小
項

目
 

情
報

源
・
デ

ー
タ

収
集

方
法

 
調

査
結

果
 

グ
ロ

ー
バ

ル
な

開
発

目
標

と
の

整
合

性
 

中
間

評
価

書
 

実
施

機
関

コ
メ

ン
ト
 

・
M

D
G

s（
M

ill
en

n
iu

m
 D

ev
el

o
p
m

en
t 

G
o
al

s）
と

の
整

合
性

 
2
0
0
0
年

9
月

国
連

ミ
レ

ニ
ア

ム
サ

ミ
ッ

ト
で

採
択

さ
れ

た
ミ

レ
ニ

ア
ム

宣
言

は
1
9
9
0
年

代
の

主
要

な
国

際
会

議
や

サ
ミ

ッ
ト
で

採
択

さ
れ

た
国

際
開

発
目

標
を

統
合

し
、

一
つ

の
共

通
の

枠
組

み
と

し
て

ミ
レ

ニ
ア

ム
開

発
目

標
（
M

D
G

s）
８

項
目

を
さ

だ
め

て
い

る
。

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
は

そ
の

う
ち

目
標

２
初

等
教

育
の

完
全

普
及

の
達

成
（
指

標
3
 

2
0
1
5
年

ま
で

に
、

全
て

の
子

ど
も

が
男

女
の

区
別

な
く

初
等

教
育

の
全

課
程

を
修

了
で

き
る

よ
う

に
す

る
）
及

び
目

標
３

ジ
ェ

ン
ダ

ー
平

等
の

推
進

と
女

性
の

地
位

向
上

 
（
指

標
4
 

可
能

な
限

り
2
0
0
5
年

ま
で

に
初

等
・
中

等
教

育
に

お
け

る
男

女
格

差
を

解
消

し
、

20
1
5
年

ま
で

に
全

て
の

教
育

レ
ベ

ル
に

お
け

る
男

女
格

差
を

解
消

す
る

）
に

そ
っ

た
も

の
で

あ
る

。
 

・
E
F
A

(E
d
u
ca

ti
o
n 

fo
r 

A
ll)

 
と

の
整

合
性

 
1
9
9
0
年

ユ
ネ

ス
コ

「
万

人
の

た
め

の
世

界
教

育
会

議
」
に

お
い

て
確

認
さ

れ
、

2
0
0
0
年

 
ダ

カ
ー

ル
に

お
け

る
「
世

界
教

育
フ

ォ
ー

ラ
ム

」
に

お
い

て
「
2
0
1
5
年

ま
で

の
初

等
教

育
の

完
全

普
及

」
「
2
0
1
5
年

ま
で

の
成

人
識

字
率

の
5
0
%
改

善
」
等

教
育

分
野

に
お

け
る

６
つ

の
具

体
的

目
標

（
ダ

カ
ー

ル
行

動
枠

組
み

）
が

設
定

さ
れ

た
。

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

目
標

は
こ

の
枠

組
み

と
も

整
合

し
て

い
る

。
 

必
要

性
 

 

� 
対

象
地

域
・
社

会
の

ニ
ー

ズ
に

合
致

し
て

い
た

か
 

・
タ

ー
ゲ

ッ
ト
・
グ

ル
ー

プ
の

ニ
ー

ズ
に

合
致

し
て

い
る

か
 

同
上

 
ニ

ジ
ェ

ー
ル

共
和

国
（
以

下
「
ニ

国
」）

で
は

、
「
教

育
開

発
1
0

カ
年

計
画

2
0
0
3
-
2
0
1
2
（
P
D

D
E
）
」
を

策
定

し
、

就
学

機
会

の
拡

大
、

教
育

の
質

の
改

善
、

学
校

運
営

管
理

の
改

善
に

取
り

組
ん

で
い

る
。

そ
の

た
め

の
具

体
的

手
段

と
し

て
、

政
府

は
、

校
長

、
教

員
代

表
、

保
護

者
会

代
表

、
母

親
会

代
表

の
計

6
 
名

か
ら

編
成

さ
れ

る
学

校
運

営
委

員
会

（
C

O
G

E
S
）
の

設
置

を
2
0
0
2
 
年

2
 
月

に
開

始
し

た
。

す
な

わ
ち

、
「
住

民
参

画
型

学
校

運
営

」
の

実
現

が
中

心
的

課
題

と
位

置
づ

け
ら

れ
て

い
る

。
し

か
し

な
が

ら
、

当
初

C
O

G
E
S

の
役

割
、

機
能

も
十

分
に

明
確

に
な

っ
て

お
ら

ず
、

「
機

能
す

る
C

O
G

E
S
」
の

運
営

モ
デ

ル
を

提
示

す
る

と
と

も
に

、
そ

れ
に

係
る

地
方

教
育

行
政

官
の

能
力

強
化

を
行

う
こ

と
が

P
D

D
E

達
成

の
た

め
に

必
要

で
あ

る
こ

と
が

基
礎

教
育

識
字

省
に

認
識

さ
れ

た
。

 
本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
は

「
ニ

国
」
政

府
の

政
策

に
合

致
し

、
対

象
地

域
に

お
け

る
全

小
学

校
の

保
護

者
・
地

域
住

民
・
校

長
・
教

員
お

よ
び

州
政

府
教

育
行

政
官

・
視

学
官

の
ニ

ー
ズ

に
こ

た
え

る
も

の
で

あ
る

。
 

� 
相

手
国

の
開

発
政

策
と

の
整

合
性

は
あ

る
か

 
相

手
国

開
発

政
策

 
上

欄
参

照
。

「
機

能
す

る
C

O
G

E
S
」の

運
営

モ
デ

ル
を

提
示

す
る

「
み

ん
な

の
学

校
」
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
は

、
P
D

D
E

の
め

ざ
す

就
学

機
会

の
拡

大
、

教
育

の
質

の
改

善
、

学
校

運
営

管
理

の
改

善
を

実
現

す
る

た
め

に
地

域
住

民
の

参
加

に
よ

る
学

校
運

営
の

モ
デ

ル
を

提
示

す
る

も
の

で
あ

る
。

 

優
先

度
 

� 
日

本
の

援
助

政
策

・
JI

C
A

国
別

事
業

実
施

計
画

と
の

整
合

性
は

あ
る

か
 

O
D

A
大

綱
 

・
本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
開

始
(2

0
0
4
.1

)直
前

に
、

日
本

の
O

D
A

政
策

の
基

本
理

念
・
原

則
を

定
め

た
「
O

D
A

大
綱

」
(1

9
9
2
)は

、
1
1

年
ぶ

り
に

見
直

し
が

実
施

さ
れ

（
2
0
0
3
.8

.2
9
）
、

こ
れ

を
う

け
て

「
O

D
A

中
期

政
策

」
(1

9
9
9
)も

抜
本

的
に

見
直

さ
れ

た
(2

0
0
5
.2

.4
)。

こ
れ

ら
の

見
直

し
の

最
大

の
特

徴
は

「
人

間
の

安
全

保
障

」
の

重
視

で
あ

る
。

 
新

O
D

A
大

綱
(2

0
0
3
.8

.2
9
)は

「
人

間
の

安
全

保
障

」
の

視
点

を
重

視
し

、
「
こ

の
た

め
、

我
が

国
は

、
人

づ
く

り
を

通
じ

た
地

域
社

会
の

能
力

強
化

に
む

け
た

O
D

A
を

実
施

す
る

」
こ

と
を

基
本

方
針

の
一

つ
に

掲
げ

て
い

る
。
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評
価

設
問

 

大
項

目
 

小
項

目
 

情
報

源
・
デ

ー
タ

収
集

方
法

 
調

査
結

果
 

O
D

A
 

中
期

計
画

上
記

O
D

A
大

綱
の

改
定

を
受

け
て

6
年

ぶ
り

に
改

訂
さ

れ
た

O
D

A
中

期
政

策
(2

0
0
5
.2

.4
)で

は
、

「
人

間
の

安
全

保
障

」
の

実
現

に
向

け
た

以
下

の
よ

う
な

ア
プ

ロ
ー

チ
が

重
要

で
あ

る
と

し
具

体
的

に
は

人
づ

く
り

支
援

を
重

点
課

題
と

し
て

い
る

。
 

（
イ

）
人

々
を

中
心

に
据

え
、

人
々

に
確

実
に

届
く

援
助

 
 

（
ロ

）
地

域
社

会
を

強
化

す
る

援
助

 
 

（
ハ

）
人

々
の

能
力

強
化

を
重

視
す

る
援

助
 
 

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
は

上
記

趣
旨

に
そ

っ
て

住
民

参
画

型
学

校
運

営
の

モ
デ

ル
を

強
化

す
る

こ
と

を
目

標
と

し
て

い
る

。
 

地
域

別
援

助
政

策
（
外

務
省

）
 

平
成

1
7

年
4

月
外

務
省

が
公

表
し

た
「
日

本
の

対
ア

フ
リ

カ
協

力
政

策
」
で

は
３

つ
の

柱
に

基
づ

く
重

点
的

取
組

を
行

う
と

し
て

い
る

が
本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
は

3
本

柱
の

一
つ

で
あ

る
「
人

間
中

心
の

開
発

―
持

続
的

発
展

の
た

め
の

人
的

基
盤

造
り

」
に

そ
っ

た
も

の
で

あ
る

。
 

JI
C

A
国

別
事

業
実

施
計

画
 

上
記

我
が

国
の

援
助

政
策

に
沿

っ
て

策
定

さ
れ

た
JI

C
A

国
別

実
施

計
画

に
お

い
て

も
、

初
等

教
育

就
学

率
の

改
善

は
ニ

ジ
ェ

ー
ル

国
に

お
け

る
重

要
課

題
と

し
て

い
る

。
 

� 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
は

被
援

助
国

の
対

象
分

野
･セ

ク
タ

ー
の

開
発

課
題

に
対

す
る

効
果

を
上

げ
る

戦
略

と
し

て
適

切
だ

っ
た

か
 

中
間

評
価

書
 

実
施

機
関

コ
メ

ン
ト
 

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
で

採
用

し
た

限
ら

れ
た

資
源

を
必

要
な

と
こ

ろ
に

必
要

な
活

動
を

行
な

う
為

に
効

果
的

に
活

用
す

る
戦

略
は

、
ニ

ジ
ェ

ー
ル

の
教

育
事

情
（
限

ら
れ

た
予

算
、

人
的

リ
ソ

ー
ス

）
を

鑑
み

極
め

て
適

切
で

あ
っ

た
。

 
 

（
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

ア
プ

ロ
ー

チ
、

対
象

地
域

は
適

切
な

選
択

だ
っ

た
か

）
 

同
上

 
対

象
地

域
で

あ
る

タ
ウ

ア
、

ザ
ン

デ
ー

ル
は

ニ
ジ

ェ
ー

ル
の

中
で

も
教

育
指

標
の

低
い

地
域

で
あ

り
、

教
育

省
の

要
望

、
地

方
教

育
行

政
官

の
や

る
気

と
も

に
、

非
常

に
高

く
、

本
地

域
を

対
象

と
し

た
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

実
施

は
適

切
で

あ
っ

た
。

 

手
段

と
し

て
の

適
切

性
 

 
 

（
他

ド
ナ

ー
と

の
援

助
協

調
に

お
い

て
、

ど
の

よ
う

な
相

乗
効

果
が

あ
っ

た
か

、
な

ど
）
 

同
上

 
ニ

ジ
ェ

ー
ル

に
お

け
る

他
の

ド
ナ

ー
の

C
O

G
E
S

促
進

支
援

活
動

に
つ

い
て

は
別

添
一

覧
表

参
照

。
 

世
銀

の
P
D

D
E

支
援

P
A

D
E
B

(2
00

3
－

2
0
0
7
)は

、
C

O
G

E
S

支
援

を
含

み
、

こ
れ

ま
で

に
C

O
G

E
S

推
進

室
の

車
輌

、
各

州
の

C
O

G
E
S

監
督

官
の

バ
イ

ク
、

C
O

G
E
S

担
当

官
の

研
修

、
C

O
G

E
S

へ
の

教
科

書
管

理
研

修
な

ど
が

行
わ

れ
た

。
 

援
助

協
調

が
進

み
、

合
同

レ
ビ

ュ
ー

が
実

施
さ

れ
る

ニ
ジ

ェ
ー

ル
国

で
は

、
本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
の

よ
う

な
、

教
育

開
発

計
画

に
沿

っ
た

実
証

的
な

モ
デ

ル
造

り
と

実
例

に
裏

付
け

ら
れ

た
政

策
提

言
を

行
う

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

運
営

を
す

る
こ

と
が

必
須

で
あ

る
。

ま
た

、
ド

ナ
ー

会
合

へ
の

参
加

と
貢

献
お

よ
び

情
報

共
有

も
大

切
で

あ
り

、
こ

の
よ

う
な

努
力

に
よ

っ
て

、
世

銀
を

中
心

と
す

る
他

ド
ナ

ー
と

の
連

携
を

確
実

な
も

の
し

て
い

く
こ

と
が

可
能

に
な

る
。

 
C

O
G

E
S
に

関
係

し
た

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
的

な
支

援
を

行
っ

て
い

る
援

助
機

関
は

、
JI

C
A

の
他

に
、

E
U

、
U

N
IC

E
F
、

A
F
D

（
フ

ラ
ン

ス
）
、

C
O

N
C

E
R
N

（
ア

イ
ル

ラ
ン

ド
の

N
G

O
）
等

が
あ

る
。

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

C
O

G
E
S
モ

デ
ル

の
有

用
性

に
つ

い
て

は
、

ほ
と

ん
ど

の
ド

ナ
ー

が
認

識
し

て
い

る
一

方
、

ミ
ニ

マ
ム

パ
ッ

ケ
ー

ジ
や

C
O

G
E
S
連

合
な

ど
に

つ
い

て
正

確
な

知
識

を
持

っ
て

い
る

わ
け

で
は

な
い

。
文

書
化

と
ス

テ
ー

ク
ホ

ル
ダ

ー
の

た
め

の
セ

ミ
ナ

ー
・
ワ

ー
ク

シ
ョ
ッ

プ
な

ど
に

よ
る

戦
略

的
な

情
報

発
信

が
求

め
ら

れ
る

。
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五

項
目

評
価

 
 

(1
) 

妥
当
性

 

106

評
価

設
問

 

大
項

目
 

小
項

目
 

情
報

源
・
デ

ー
タ

収
集

方
法

 
調

査
結

果
 

� 
タ

ー
ゲ

ッ
ト
・
グ

ル
ー

プ
の

選
定

は
適

正
だ

っ
た

か
？

（
対

象
、

規
模

、
男

女
比

）
 

同
上

 
本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
に

お
い

て
は

、
学

校
及

び
地

域
社

会
レ

ベ
ル

で
の

活
動

に
重

点
を

お
い

て
い

る
。

こ
の

こ
と

は
、

当
該

レ
ベ

ル
に

お
け

る
目

に
見

え
た

効
果

、
イ

ン
パ

ク
ト
の

発
現

に
有

効
で

あ
り

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標
「
住

民
参

画
型

学
校

運
営

の
モ

デ
ル

が
強

化
さ

れ
る

」
た

め
に

は
タ

ー
ゲ

ッ
ト
・
グ

ル
ー

プ
の

選
定

は
適

正
だ

っ
た

。
中

央
政

府
（
基

礎
教

育
識

字
省

）
、

州
政

府
（
基

礎
教

育
識

字
局

）
の

関
与

に
つ

い
て

も
、

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

範
囲

で
は

十
分

で
あ

っ
た

と
見

ら
れ

る
。

し
か

し
な

が
ら

、
今

後
、

上
位

目
標

「
住

民
参

画
型

学
校

運
営

の
モ

デ
ル

が
普

及
す

る
」
を

達
成

す
る

た
め

に
は

、
中

央
政

府
（
基

礎
教

育
識

字
省

）
、

州
政

府
（
基

礎
教

育
識

字
局

）
の

役
割

が
よ

り
重

要
と

な
る

。
 

� 
タ

ー
ゲ

ッ
ト
・
グ

ル
ー

プ
以

外
へ

の
波

及
性

は
あ

っ
た

か
 

同
上

 
タ

ウ
ア

州
に

お
い

て
確

立
さ

れ
た

モ
デ

ル
は

、
ザ

ン
デ

ー
ル

州
に

お
い

て
短

期
間

に
普

及
し

き
わ

め
て

有
効

で
あ

る
こ

と
が

立
証

さ
れ

た
。

結
果

と
し

て
基

礎
教

育
識

字
省

で
は

こ
れ

を
全

国
標

準
モ

デ
ル

と
認

定
し

て
い

る
。

 

� 
効

果
の

受
益

や
費

用
の

負
担

が
公

平
に

分
配

さ
れ

た
か

 
 

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

お
い

て
は

、
民

主
的

に
選

出
さ

れ
た

保
護

者
会

の
メ

ン
バ

ー
と

校
長

・
教

員
に

よ
っ

て
構

成
さ

れ
る

C
O

G
E
S

が
策

定
し

た
学

校
活

動
を

住
民

総
会

の
決

議
を

経
て

実
施

す
る

こ
と

を
柱

と
し

て
い

る
。

ま
た

、
会

計
の

透
明

性
に

も
留

意
し

学
校

が
「
み

ん
な

の
学

校
」
と

し
て

意
識

さ
れ

る
こ

と
を

重
視

し
て

い
る

。
 

� 
日

本
の

技
術

の
優

位
性

は
あ

っ
た

か
？

（
日

本
に

対
象

技
術

の
ノ

ウ
ハ

ウ
が

蓄
積

さ
れ

て
い

る
か

、
日

本
の

経
験

を
生

か
せ

る
か

な
ど

）
 

同
上

 
本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
で

移
転

さ
れ

る
技

術
は

世
界

的
に

見
て

必
ず

し
も

日
本

が
特

段
に

優
れ

て
い

る
と

い
う

も
の

で
は

な
い

。
し

か
し

な
が

ら
、

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

お
い

て
は

、
無

償
資

金
協

力
に

お
け

る
ソ

フ
ト
コ

ン
ポ

ー
ネ

ン
ト
や

JO
C

V
に

お
け

る
初

等
教

育
・
参

加
型

計
画

に
お

い
て

西
ア

フ
リ

カ
の

住
民

社
会

に
お

け
る

十
分

な
経

験
を

も
つ

長
短

専
門

家
を

派
遣

す
る

こ
と

に
よ

り
、

相
手

国
や

他
ド

ナ
ー

関
係

者
か

ら
も

高
い

評
価

を
え

ら
れ

る
結

果
を

出
し

て
い

る
。

 

そ
の

他
 

 
� 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
開

始
以

降
に

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
の

妥
当

性
に

影
響

す
る

よ
う

な
政

策
、

経
済

、
社

会
等

の
変

化
は

あ
っ

た
か

？
 

同
上

 
・
本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
開

始
(2

0
0
4
.1

.1
)後

に
我

が
国

の
O

D
A

中
期

政
策

の
改

定
が

な
さ

れ
た

。
(2

0
0
5
.2

.4
)新

中
期

政
策

は
「
人

間
の

安
全

保
障

」
の

実
現

に
向

け
て

、
（
イ

）
人

々
を

中
心

に
据

え
、

人
々

に
確

実
に

届
く

援
助

 
（
ロ

）
地

域
社

会
を

強
化

す
る

援
助

 
（
ハ

）
人

々
の

能
力

強
化

を
重

視
す

る
援

助
 
が

重
要

で
あ

る
と

し
て

い
る

が
、

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
は

こ
の

方
針

を
先

取
り

し
た

先
見

性
の

あ
る

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
と

い
え

る
。

 
・
本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
（
E
P
T

）
開

始
時

点
に

お
い

て
は

P
D

D
E

の
中

で
C

O
G

E
S

の
設

置
は

決
め

ら
れ

て
い

た
が

そ
の

具
体

的
プ

ロ
セ

ス
や

役
割

は
明

確
で

は
な

く
、

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
で

は
当

初
タ

ウ
ア

州
内

に
お

い
て

2
0

校
程

度
の

パ
イ

ロ
ッ

ト
校

を
設

定
し

、
パ

イ
ロ

ッ
ト
校

に
お

け
る

活
動

を
通

じ
て

モ
デ

ル
を

確
立

し
順

次
対

象
校

を
増

や
し

て
い

く
と

い
う

計
画

で
あ

っ
た

。
初

年
度

に
お

け
る

活
動

を
通

じ
て

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
が

導
入

し
た

ミ
ニ

マ
ム

パ
ッ

ケ
ー

ジ
の

有
効

性
が

関
係

者
の

認
め

る
と

こ
ろ

と
な

り
、

2
0
0
5

年
3

月
基

礎
教

育
識

字
省

は
全

国
の

小
学

校
に

対
し

E
P
T

方
式

を
標

準
と

す
る

C
O

G
E
S

設
置

を
義

務
づ

け
る

と
と

も
に

JI
C

A
に

対
し

て
対

象
地

域
の

拡
大

を
要

請
し

た
。

こ
れ

を
う

け
て

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
で

は
2
0
0
6

年
1

月
に

P
D

M
の

全
面

改
定

を
実

施
し

、
対

象
地

域
を

タ
ウ

ア
州

に
お

い
て

は
他

ド
ナ

ー
の

関
与

地
域

を
除

く
州

内
全

小
学

校
（
約

1
3
0
0

校
）
に

拡
大

す
る

と
と

も
に

、
新

た
に

ザ
ン

デ
ー

ル
州

を
も

対
象

と
す

る
こ

と
に

な
っ

た
。

ま
た

、
当

初
計

画
で

は
個

々
の

C
O

G
E
S

に
対

す
る

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

は
各

県
の

C
O

G
E
S

担
当

官
が

実
施

す
る

こ
と

に
な

っ
て

い
た

が
、

全
小

学
校

に
C

O
G

E
S

設
置

が
義

務
づ

け
ら

れ
た

結
果

個
々

の
C

O
G

E
S

の
機

能
化

や
活

動
に

対
す

る
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
を

C
O

G
E
S

担
当

官
の

み
で

遂
行

す
る

こ
と

は
不

可
能

な
こ

と
が

明
白

に
な

り
、

各
コ

ミ
ュ

ー
ン

ご
と

に
C

O
G

E
S

連
合

を
結

成
し

、
担

当
官

は
C

O
G

E
S

連
合

を
通

じ
て

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

を
行

う
こ

と
と

な
っ

た
。

こ
の

た
め

C
O

G
E
S

連
合

の
結

成
と

活
動

支
援

が
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
活

動
に

追
加

さ
れ

た
。
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項
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評
価

 
 

(1
) 

妥
当
性

 

107

評
価

設
問

 

大
項

目
 

小
項

目
 

情
報

源
・
デ

ー
タ

収
集

方
法

 
調

査
結

果
 

 
 

上
記

の
通

り
本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
は

、
実

施
の

途
上

で
大

幅
な

P
D

M
の

改
訂

が
行

わ
れ

て
い

る
が

、
こ

れ
は

当
初

計
画

が
不

適
切

で
あ

っ
た

こ
と

を
示

す
も

の
で

は
な

い
。

当
初

計
画

は
そ

の
時

点
に

お
い

て
適

切
な

計
画

で
あ

り
、

P
D

M
の

改
訂

は
状

況
の

変
化

に
応

じ
た

適
切

な
も

の
で

あ
っ

た
と

い
え

る
。

対
象

地
域

を
拡

大
し

て
州

単
位

の
モ

デ
ル

構
築

を
進

め
て

き
た

こ
と

、
さ

ら
に

ザ
ン

デ
ー

ル
州

に
て

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
の

プ
レ

ゼ
ン

ス
を

極
力

減
じ

て
N

G
O

委
託

に
よ

っ
て

活
動

を
開

始
し

た
こ

と
は

、
全

国
普

及
モ

デ
ル

と
し

て
汎

用
性

を
実

証
す

る
上

で
非

常
に

効
果

的
で

あ
っ

た
。

 
基

礎
教

育
識

字
省

は
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

C
O

G
E
S
モ

デ
ル

を
全

国
に

普
及

す
べ

く
具

体
的

な
戦

略
作

り
に

着
手

し
始

め
て

い
る

。
 

妥
当

性
の

総
合

的
評

価
 

 
 

非
常

に
高

い
。

 
本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
は

「
住

民
参

加
に

よ
る

学
校

運
営

」
の

モ
デ

ル
提

示
と

い
う

ニ
ジ

ェ
ー

ル
国

の
強

い
ニ

ー
ズ

に
こ

た
え

る
も

の
で

あ
り

、
我

が
国

の
O

D
A

大
綱

、
O

D
A

中
期

政
策

及
び

対
ア

フ
リ

カ
援

助
政

策
に

も
そ

っ
た

も
の

で
あ

る
。

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

初
年

度
の

活
動

の
成

果
は

ニ
ジ

ェ
ー

ル
国

の
政

策
に

も
影

響
を

与
え

、
結

果
と

し
て

期
間

中
に

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
内

容
の

大
幅

拡
大

が
み

ら
れ

る
が

、
実

施
の

妥
当

性
は

き
わ

め
て

高
い

。
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評
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(2

) 
有
効
性

 

108

  

評
価

設
問

 

大
項

目
 

小
項

目
 

情
報

源
・
デ

ー
タ

収
集

方
法

 
調

査
結

果
 

 

C
O

G
E
S

を
通

じ
た

住
民

参
画

型
学

校
運

営
モ

デ
ル

が
強

化
さ

れ
る

と
い

う
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標
は

、
対

象
地

域
の

学
校

単
位

で
は

、
ほ

ぼ
達

成
さ

れ
た

が
機

能
す

る
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
体

制
の

構
築

に
つ

い
て

は
当

初
計

画
で

は
不

十
分

で
あ

り
、

中
間

評
価

以
降

に
C

O
G

E
S

連
合

を
通

じ
た

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

体
制

が
導

入
さ

れ
た

が
、

十
分

に
機

能
す

る
段

階
に

は
達

し
て

い
な

い
。

 
タ

ウ
ア

州
で

は
、

対
象

校
の

内
９

８
％

が
民

主
的

選
挙

を
実

施
し

て
C

O
G

E
S

を
設

置
し

て
お

り
、

９
９

％
の

C
O

G
E
S

で
学

校
活

動
計

画
策

定
・
実

施
し

て
い

る
と

い
う

結
果

か
ら

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標
は

ほ
ぼ

達
成

さ
れ

た
と

言
え

る
。

し
か

し
な

が
ら

、
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
の

重
要

な
鍵

と
な

る
C

O
G

E
S

連
合

の
機

能
化

に
つ

い
て

は
ま

だ
試

行
段

階
に

あ
り

、
C

O
G

E
S

連
合

モ
デ

ル
化

（
役

割
の

明
確

化
、

運
営

費
の

確
保

等
）
の

途
上

と
言

え
る

。
さ

ら
な

る
時

間
を

か
け

て
、

現
在

実
施

中
の

タ
ウ

ア
、

ザ
ン

デ
ー

ル
の

C
O

G
E
S

連
合

の
活

動
の

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

を
継

続
し

、
モ

デ
ル

化
に

取
り

組
む

必
要

が
あ

る
。

 
さ

ら
に

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標
の

達
成

か
ら

、
上

位
目

標
で

あ
る

他
地

域
へ

の
普

及
に

つ
な

げ
る

た
め

に
は

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

こ
れ

ま
で

の
経

験
を

整
理

、
文

書
化

し
た

上
で

教
育

省
の

イ
ニ

シ
ア

テ
ィ

ブ
で

他
地

域
へ

の
展

開
を

図
れ

る
よ

う
な

形
に

す
る

必
要

が
あ

る
。

 
従

っ
て

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標
は

ほ
ぼ

達
成

さ
れ

て
い

る
も

の
の

、
上

記
二

点
に

つ
い

て
は

、
今

後
さ

ら
な

る
改

善
が

必
要

で
あ

る
と

判
断

す
る

。
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

の
達

成
見

込
み

 

� 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標
は

達
成

さ
れ

る
か

？
  

実
績

の
検

証
結

果
 

な
お

、
C

O
G

E
S

連
合

の
取

り
組

み
に

つ
い

て
は

始
ま

っ
て

か
ら

約
1

年
が

経
過

し
た

と
こ

ろ
で

あ
り

、
1

年
目

の
経

験
か

ら
教

訓
を

引
き

出
し

て
問

題
点

を
改

善
し

た
連

合
モ

デ
ル

を
現

在
、

試
行

中
で

あ
る

。
来

年
3

月
ご

ろ
ま

で
を

目
途

に
活

動
状

況
を

ま
と

め
て

こ
の

モ
デ

ル
の

有
効

性
お

よ
び

C
O

G
E
S

連
合

の
機

能
化

の
レ

ベ
ル

を
検

証
す

る
予

定
で

あ
る

。
 

� 
ア

ウ
ト
プ

ッ
ト
は

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標
を

達
成

す
る

た
め

に
十

分
で

あ
っ

た
か

？
 

「
ア

ウ
ト
プ

ッ
ト
が

産
出

さ
れ

れ
ば

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
目

標
が

達
成

で
き

る
だ

ろ
う

」
 

と
い

う
論

理
に

無
理

は
な

か
っ

た
か

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
記

録
実

施
機

関
コ

メ
ン

ト
 

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
で

は
、

当
初

タ
ウ

ア
州

に
お

い
て

2
0
校

程
度

の
パ

イ
ロ

ッ
ト
校

を
選

定
し

、
パ

イ
ロ

ッ
ト
校

に
お

い
て

民
主

的
手

続
き

に
よ

り
住

民
参

画
型

学
校

運
営

の
機

能
す

る
モ

デ
ル

を
構

築
す

る
こ

と
を

目
指

し
た

。
モ

デ
ル

が
機

能
す

る
た

め
に

は
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
が

重
要

で
あ

り
、

当
初

計
画

で
は

州
政

府
の

C
O

G
E
S
担

当
官

が
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
を

行
う

こ
と

に
な

っ
て

い
た

が
、

2
0
校

程
度

の
パ

イ
ロ

ッ
ト

校
が

対
象

で
あ

れ
ば

担
当

官
に

よ
る

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

が
十

分
に

可
能

で
あ

っ
た

。
し

か
し

な
が

ら
本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
初

年
度

の
活

動
の

成
功

を
ふ

ま
え

、
「
ニ

国
」
政

府
は

、
2
0
0
5
年

3
月

全
国

の
小

学
校

に
C

O
G

E
S
の

設
置

を
義

務
づ

け
、

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
が

開
発

し
た

モ
デ

ル
を

標
準

と
す

る
こ

と
を

決
定

す
る

と
と

も
に

、
本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
の

対
象

地
域

の
拡

大
と

対
象

地
域

に
お

け
る

全
小

学
校

（
他

ド
ナ

ー
の

関
与

校
を

除
く

）
を

対
象

と
す

る
こ

と
を

要
請

し
、

現
在

で
は

タ
ウ

ア
州

1
3
0
0
校

、
ザ

ン
デ

ー
ル

州
1
5
0
0
校

が
対

象
と

な
っ

て
い

る
。

急
激

な
政

策
の

変
更

に
伴

い
、

対
象

校
が

急
増

し
た

た
め

、
数

名
の

担
当

官
だ

け
で

全
体

を
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
す

る
こ

と
は

不
可

能
に

な
っ

た
。

こ
の

解
決

策
と

し
て

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
後

半
に

い
た

っ
て

効
果

的
な

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

組
織

と
し

て
コ

ミ
ュ

ー
ン

単
位

の
C

O
G

E
S
連

合
の

導
入

が
決

定
さ

れ
た

。
 

一
般

的
に

こ
の

種
の

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
に

お
い

て
は

、
3

年
間

と
い

う
短

い
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
期

間
を

考
え

れ
ば

パ
イ

ロ
ッ

ト
校

に
お

け
る

モ
デ

ル
確

立
ま

で
が

精
一

杯
と

考
え

ら
れ

、
当

初
計

画
は

そ
の

よ
う

に
作

ら
れ

て
い

た
。

当
初

計
画

の
範

囲
に

お
い

て
は

成
果

は
適

切
に

設
定

さ
れ

て
い

た
が

、
目

標
が

大
き

く
拡

大
し

た
こ

と
に

と
も

な
い

、
必

然
的

に
成

果
も

大
き

く
見

直
さ

れ
る

こ
と

に
な

っ
た

。
 

因
果

関
係

 
  

 
 

結
論

と
し

て
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標
を

達
成

す
る

た
め

に
必

要
な

成
果

は
網

羅
さ

れ
、

不
要

な
成

果
は

含
ま

れ
て

い
な

い
と

判
断

さ
れ

る
。
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五
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目

評
価

 
(2

) 
有
効
性

 

109

評
価

設
問

 

大
項

目
 

小
項

目
 

情
報

源
・
デ

ー
タ

収
集

方
法

 
調

査
結

果
 

 

外
部

条
件

 
� 

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト
か

ら
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標
に

至
る

ま
で

の
外

部
条

件
は

現
時

点
に

お
い

て
も

正
し

い
か

。
 
外

部
条

件
の

影
響

は
あ

っ
た

か
 

同
上

 
  

担
当

官
の

異
動

が
あ

り
、

多
少

の
影

響
は

あ
っ

た
も

の
の

、
致

命
的

な
悪

影
響

は
現

時
点

で
は

な
い

。
主

な
理

由
は

以
下

の
通

り
。

 
－

新
旧

担
当

官
交

代
の

際
に

引
継

ぎ
が

適
切

に
な

さ
れ

て
い

る
 

－
担

当
官

月
例

会
議

で
他

の
担

当
官

か
ら

の
業

務
内

容
に

関
す

る
情

報
が

得
ら

れ
る

た
め

、
状

況
が

把
握

し
や

す
い

 
－

担
当

す
べ

き
業

務
が

明
確

で
あ

る
(C

O
G

E
S

及
び

C
O

G
E
S

連
合

の
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
等

) 
 

阻
害

・
貢

献
要

因
 

� 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標
達

成
の

阻
害

要
因

 
同

上
 

当
初

は
段

階
を

踏
ん

で
研

修
対

象
と

な
る

C
O

G
E
S

を
増

加
さ

せ
て

い
く

予
定

で
あ

っ
た

が
、

2
0
0
5

年
4

月
の

M
E
B

/
A

に
よ

る
C

O
G

E
S

全
国

設
置

決
定

に
よ

り
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
も

活
動

変
更

を
余

儀
な

く
さ

れ
た

。
 

結
果

と
し

て
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
目

標
は

お
お

む
ね

達
成

さ
れ

た
が

、
C

O
G

E
S
連

合
を

通
じ

た
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
に

つ
い

て
は

十
分

に
達

成
さ

れ
た

と
は

言
い

難
い

状
況

で
あ

る
。

し
か

し
、

当
初

の
目

標
で

あ
る

「
パ

イ
ロ

ッ
ト
校

に
お

い
て

地
域

住
民

の
学

校
運

営
へ

の
参

画
が

増
大

す
る

」
は

十
分

に
達

成
さ

れ
て

お
り

、
上

記
達

成
不

十
分

な
部

分
が

残
っ

た
の

は
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
の

途
中

で
対

象
地

域
の

拡
大

と
地

域
内

の
対

象
校

の
増

大
に

よ
り

目
標

が
急

激
に

拡
大

し
た

こ
と

に
よ

る
も

の
で

あ
っ

て
、

阻
害

要
因

と
い

う
も

の
で

は
な

い
。

し
か

し
、

対
象

校
が

当
初

計
画

に
あ

る
2
0
校

程
度

の
パ

イ
ロ

ッ
ト
校

か
ら

上
位

目
標

に
向

け
て

増
大

・
拡

大
し

て
い

く
過

程
で

は
解

決
さ

れ
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
問

題
で

あ
り

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
で

は
後

半
そ

の
解

決
に

向
け

て
活

動
を

実
施

し
て

い
る

が
調

査
時

点
で

は
十

分
に

解
決

さ
れ

た
と

は
い

え
な

い
。

 

 
� 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
目

標
達

成
の

貢
献

要
因

 
同

上
 

 

 
政

策
的

支
援

、
制

度
や

規
則

の
改

定
, 

民
間

の
協

力
等

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
外

部
の

要
因

で
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標
の

達
成

に
特

に
効

果
が

あ
っ

た
事

項
は

あ
る

か
。

 
 

 
1
. 

 
本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
は

「
住

民
参

加
に

よ
る

学
校

運
営

」
の

モ
デ

ル
提

示
と

い
う

ニ
ジ

ェ
ー

ル
国

の
強

い
ニ

ー
ズ

に
こ

た
え

る
も

の
で

あ
り

、
政

府
の

支
援

・
協

力
が

え
ら

れ
る

も
の

で
あ

っ
た

こ
と

。
 

２
．

学
校

に
行

き
た

い
と

い
う

子
ど

も
た

ち
の

ニ
ー

ズ
、

子
ど

も
を

学
校

へ
行

か
せ

た
い

と
い

う
親

の
ニ

ー
ズ

が
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
開

始
前

の
予

想
を

超
え

た
強

い
も

の
で

あ
っ

た
こ

と
。

 
３

．
2
0
0
5

年
4

月
の

M
E
B

/
A

に
よ

る
C

O
G

E
S

全
国

設
置

決
定

 
当

初
は

段
階

を
踏

ん
で

研
修

対
象

と
な

る
C

O
G

E
S
を

増
加

さ
せ

て
い

く
予

定
で

あ
っ

た
が

、
こ

の
政

策
変

更
に

よ
り

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
も

活
動

変
更

を
余

儀
な

く
さ

れ
た

。
そ

の
一

方
、

タ
ウ

ア
州

の
ほ

ぼ
全

て
の

小
学

校
が

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
対

象
校

と
な

っ
た

こ
と

で
、

モ
デ

ル
構

築
に

向
け

た
戦

略
づ

く
り

が
可

能
と

な
っ

た
。

 
４

．
ニ

ジ
ェ

ー
ル

に
お

け
る

教
育

分
野

へ
の

各
ド

ナ
ー

の
支

援
は

、
主

と
し

て
P
D

D
E
の

枠
組

み
の

な
か

で
実

施
さ

れ
て

お
り

、
教

育
分

野
主

要
ド

ナ
ー

の
定

例
会

議
が

毎
月

開
催

さ
れ

た
り

、
毎

年
P
D

D
E
の

進
捗

状
況

に
関

す
る

合
同

評
価

が
実

施
さ

れ
そ

の
結

果
に

応
じ

て
次

年
度

の
行

動
計

画
が

策
定

さ
れ

る
と

い
っ

た
フ

ォ
ー

マ
ル

な
協

調
の

み
な

ら
ず

、
折

に
触

れ
て

ド
ナ

ー
間

で
の

イ
ン

フ
ォ

ー
マ

ル
な

情
報

交
換

が
実

施
さ

れ
て

い
る

。
本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
も

P
D

D
E
の

重
要

な
パ

ー
ト
と

し
て

積
極

的
に

ド
ナ

ー
協

調
に

協
力

し
て

い
る

。
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評
価

設
問

 

大
項

目
 

小
項

目
 

情
報

源
・
デ

ー
タ

収
集

方
法

 
調

査
結

果
 

 

 
計

画
内

容
（
P
D

M
に

記
さ

れ
た

投
入

・
活

動
等

）
で

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
目

標
の

達
成

に
特

に
効

果
が

あ
っ

た
事

項
は

何
か

。
 

 
１

．
 

行
政

官
の

能
力

強
化

支
援

 
以

前
は

ま
っ

た
く

機
能

し
て

い
な

か
っ

た
C

O
G

E
S

担
当

官
の

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

に
つ

い
て

、
巡

回
に

必
要

な
バ

イ
ク

を
供

与
し

、
ま

た
、

毎
月

ガ
ソ

リ
ン

代
を

支
援

し
て

い
る

。
ま

た
月

例
会

議
実

施
を

支
援

す
る

こ
と

に
よ

っ
て

活
動

報
告

の
み

な
ら

ず
C

O
G

E
S

担
当

官
が

意
見

交
換

、
経

験
共

有
す

る
こ

と
で

彼
ら

の
意

識
の

向
上

、
能

力
強

化
に

繋
が

っ
て

い
る

。
こ

れ
に

よ
り

各
C

O
G

E
S
、

C
O

G
E
S

連
合

に
対

す
る

モ
ニ

タ
リ
ン

グ
が

適
切

に
実

施
さ

れ
て

い
る

。
 

２
．
 

民
主

的
選

挙
及

び
学

校
活

動
計

画
の

導
入

 
民

主
的

選
挙

で
選

出
さ

れ
た

メ
ン

バ
ー

か
ら

な
る

保
護

者
会

・
C

O
G

E
S
が

中
心

と
な

っ
て

学
校

運
営

が
な

さ
れ

る
こ

と
で

住
民

参
画

が
確

保
さ

れ
、

か
つ

住
民

の
ニ

ー
ズ

が
反

映
さ

れ
た

学
校

活
動

計
画

の
導

入
に

よ
り

、
地

域
住

民
の

み
に

よ
る

物
資

金
調

達
が

可
能

と
な

っ
た

。
こ

の
住

民
主

導
の

学
校

運
営

体
制

構
築

が
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標
達

成
に

大
き

く
貢

献
し

た
。

ま
た

、
こ

れ
ら

の
要

素
の

導
入

に
際

し
て

行
な

う
研

修
が

非
常

に
効

果
的

で
あ

っ
た

こ
と

も
大

き
な

要
因

で
あ

る
。

 
3
．

C
O

S
A

G
E
（
本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
に

先
行

し
た

無
償

資
金

協
力

に
お

け
る

ソ
フ

ト
コ

ン
ポ

ー
ネ

ン
ト
）
が

事
実

上
パ

イ
ロ

ッ
ト
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
と

な
り

、
C

O
S
A

G
E
で

開
発

さ
れ

た
手

法
を

導
入

し
た

こ
と

。
 

 
P
D

M
に

は
記

載
無

い
が

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
の

実
施

の
過

程
で

工
夫

し
た

事
等

で
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標
の

達
成

に
特

に
効

果
が

あ
っ

た
事

項
は

何
か

。
 

 

 
１

．
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
が

導
入

し
た

ミ
ニ

マ
ム

パ
ッ

ケ
ー

ジ
三

本
柱

が
地

域
住

民
に

受
け

入
れ

ら
れ

、
彼

ら
の

参
加

意
欲

を
も

り
た

て
た

こ
と

。
 

２
．

地
方

に
よ

り
差

は
あ

る
が

、
地

方
行

政
当

局
と

の
良

好
な

関
係

が
構

築
さ

れ
、

支
援

・協
力

が
え

ら
れ

た
こ

と
。

 
３

．
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
で

と
り

あ
げ

た
A

P
P
そ

の
他

の
活

動
が

関
係

者
に

歓
迎

さ
れ

、
積

極
的

な
参

加
が

え
ら

れ
た

こ
と

。
 

４
．

研
修

活
動

等
に

お
い

て
JI

C
A

専
門

家
と

地
元

N
G

O
と

の
間

の
協

調
関

係
が

よ
く

機
能

し
た

こ
と

。
 

５
．

研
修

を
非

識
字

者
に

も
理

解
し

や
す

い
よ

う
に

シ
ュ

ミ
レ

ー
シ

ョ
ン

（
寸

劇
）
を

使
っ

て
実

施
し

、
研

修
内

容
が

地
域

住
民

を
含

め
関

係
者

全
員

で
共

有
で

き
た

こ
と

。
 

６
．

ア
フ

リ
カ

に
お

け
る

関
連

分
野

で
の

業
務

経
験

豊
か

な
専

門
家

を
派

遣
で

き
た

こ
と

。
 

7
．

能
力

強
化

の
た

め
の

研
修

に
お

い
て

は
、

日
本

人
が

日
本

の
事

情
を

教
え

る
の

で
は

な
く

、
地

元
関

係
者

の
潜

在
能

力
を

引
き

出
す

こ
と

に
留

意
し

た
こ

と
 

8
．

住
民

指
導

に
お

け
る

日
本

人
専

門
家

、
ニ

ジ
ェ

ー
ル

側
C

P
（
特

に
C

O
G

E
S
担

当
官

）、
地

元
N

G
O

の
役

割
分

担
が

う
ま

く
機

能
し

た
こ

と
。

 
9
．

カ
ウ

ン
タ

ー
パ

ー
ト
お

よ
び

N
G

O
の

現
地

ス
タ

ッ
フ

が
有

能
か

つ
意

識
が

高
く

精
力

的
に

活
動

し
た

こ
と

。
 

1
0
. 

全
国

展
開

の
た

め
の

モ
デ

ル
の

構
築

を
常

に
念

頭
に

お
い

た
こ

と
。
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五

項
目

評
価

 
(2

) 
有
効
性
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評
価

設
問

 

大
項

目
 

小
項

目
 

情
報

源
・
デ

ー
タ

収
集

方
法

 
調

査
結

果
 

 

有
効

性
の

総
合

的
評

価
 

 
 

高
い

（
ほ

ぼ
達

成
さ

れ
た

）
 

・
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
目

標
の

達
成

を
次

の
観

点
か

ら
図

っ
た

、
 

①
 

住
民

参
加

を
促

進
し

た
C

O
G

E
S

と
民

主
的

な
学

校
運

営
モ

デ
ル

が
構

築
さ

れ
る

。
 

②
 

C
O

G
E
S

連
合

を
活

用
し

た
C

O
G

E
S

の
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
実

施
、

及
び

コ
ミ

ュ
ー

ン
レ

ベ
ル

の
教

育
開

発
の

モ
デ

ル
が

構
築

さ
れ

る
。

 
③
 

C
O

G
E
S

及
び

C
O

G
E
S

連
合

の
地

方
教

育
行

政
官

に
よ

る
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
シ

ス
テ

ム
が

構
築

さ
れ

る
。

 
④
 

上
記

①
～

③
の

モ
デ

ル
が

他
地

域
に

普
及

可
能

な
汎

用
性

の
高

い
も

の
と

な
る

。
 

こ
れ

ら
観

点
か

ら
次

の
よ

う
に

判
断

さ
れ

る
。

 
①
 

C
O

G
E
S

を
使

っ
た

民
主

的
な

学
校

運
営

モ
デ

ル
は

確
立

さ
れ

た
。

 
②
 

C
O

G
E
S

連
合

の
モ

デ
ル

に
つ

い
て

は
前

述
の

通
り

現
在

試
行

期
に

あ
り

、
モ

デ
ル

構
築

の
成

否
は

ま
だ

判
断

で
き

な
い

。
継

続
し

て
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
を

行
な

い
、

C
O

G
E
S

連
合

の
役

割
の

明
確

化
、

効
率

的
な

運
営

に
つ

い
て

今
後

整
理

す
る

必
要

が
あ

る
。

 
③
 

C
O

G
E
S
、

C
O

G
E
S

連
合

と
C

O
G

E
S

担
当

官
は

非
常

に
良

好
な

関
係

に
あ

る
と

言
え

る
が

、
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
改

善
の

た
め

、
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
の

標
準

化
、

C
O

G
E
S
、

C
O

G
E
S

連
合

か
ら

の
レ

ポ
ー

ト
シ

ス
テ

ム
の

改
善

な
ど

が
提

言
さ

れ
た

。
 

④
 

汎
用

性
に

つ
い

て
は

、
二

つ
の

側
面

（
他

地
域

へ
の

汎
用

性
、

普
及

の
た

め
の

汎
用

性
）
を

考
慮

す
る

必
要

が
あ

る
。

C
O

G
E
S

の
他

地
域

へ
の

汎
用

性
に

つ
い

て
は

ザ
ン

デ
ー

ル
州

へ
の

普
及

で
証

明
さ

れ
た

。
C

O
G

E
S

連
合

の
他

地
域

へ
の

汎
用

性
は

試
行

段
階

で
あ

る
。

 
普

及
の

た
め

の
汎

用
性

と
い

う
観

点
で

は
、

ザ
ン

デ
ー

ル
で

パ
イ

ロ
ッ

ト
校

6
0

校
の

み
な

ら
ず

全
州

を
対

象
と

し
て

、
あ

る
程

度
の

量
を

カ
バ

ー
す

る
こ

と
で

さ
ら

に
普

及
型

の
モ

デ
ル

と
な

る
と

考
え

る
。
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(3

) 
効
率
性
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評
価

設
問

 

大
項

目
小

項
目

 

情
報

源
・
デ

ー
タ

収
集

方
法

 
調

査
結

果
 

 

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

の
産

出
 

� 
ア

ウ
ト
プ

ッ
ト
の

産
出

状
況

は
適

切
か

？
 
 

（
実

績
の

検
証

結
果

）
 

地
域

・
学

校
単

位
で

の
C

O
G

E
S
設

立
・
運

営
に

つ
い

て
は

、
目

標
は

達
成

さ
れ

た
が

、
C

O
G

E
S
連

合
を

通
じ

た
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
に

つ
い

て
は

十
分

に
達

成
さ

れ
た

と
は

言
い

難
い

状
況

で
あ

る
。

ほ
ぼ

全
て

の
成

果
が

達
成

さ
れ

た
と

判
断

さ
れ

る
。

し
か

し
な

が
ら

、
前

述
の

通
り

、
成

果
３

の
「
機

能
す

る
C

O
G

E
S
連

合
が

組
織

さ
れ

る
」
に

つ
い

て
は

、
中

間
評

価
以

降
、

「
ニ

国
」
政

府
の

政
策

変
更

に
伴

い
、

新
た

に
成

果
に

加
え

、
取

り
組

ん
で

き
た

試
行

的
な

試
み

で
あ

っ
た

。
従

っ
て

、
現

時
点

で
そ

の
評

価
を

行
う

こ
と

は
困

難
で

モ
デ

ル
化

に
は

更
な

る
時

間
を

要
す

る
と

判
断

し
、

今
後

の
課

題
と

し
て

確
認

し
た

。
 

な
お

、
各

成
果

別
の

達
成

状
況

に
つ

い
て

は
別

添
資

料
参

照
 

� 
ア

ウ
ト
プ

ッ
ト
を

産
出

す
る

た
め

に
十

分
な

活
動

で
あ

っ
た

か
？

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
記

録
専

門
家

・
C

/
P

コ
メ

ン
ト
 

当
初

計
画

に
お

け
る

活
動

は
、

当
初

計
画

に
お

け
る

成
果

を
産

出
す

る
た

め
に

十
分

な
活

動
で

あ
っ

た
。

し
か

し
、

期
中

対
象

地
域

が
拡

大
し

、
か

つ
原

則
と

し
て

地
域

内
の

全
て

の
小

学
校

を
対

象
と

す
る

こ
と

に
な

り
、

対
象

校
数

が
当

初
の

パ
イ

ロ
ッ

ト
校

2
0
校

程
度

か
ら

タ
ウ

ア
州

1
3
0
0
校

、
ザ

ン
デ

ー
ル

州
1
5
0
0
校

と
単

な
る

規
模

の
拡

大
以

上
の

大
幅

増
加

と
な

っ
た

こ
と

か
ら

成
果

・
活

動
の

見
直

し
も

行
わ

れ
て

い
る

。
 

な
お

、
主

要
活

動
別

経
費

支
出

額
に

つ
い

て
は

別
添

資
料

参
照

。
 

因
果

関
係

� 
活

動
か

ら
ア

ウ
ト
プ

ッ
ト
に

至
る

ま
で

の
外

部
条

件
は

、
現

時
点

に
お

い
て

も
正

し
 

い
か

。
 

外
部

条
件

の
影

響
は

あ
っ

た
か

 

同
上

 
特

に
問

題
は

な
い

。
 

� 
活

動
を

行
う

た
め

に
過

不
足

な
い

量
・
質

の
投

入
が

タ
イ

ミ
ン

グ
良

く
実

施
さ

れ
た

 
か

 

同
上

 
後

半
対

象
地

域
、

活
動

内
容

が
大

幅
に

拡
大

さ
れ

た
こ

と
に

と
も

な
い

2
0
0
6

年
度

は
長

期
専

門
家

が
1

名
増

員
さ

れ
た

。
 

タ
イ

ミ
ン

グ

� 
活

動
は

タ
イ

ミ
ン

グ
良

く
実

施
さ

れ
た

か
 

同
上

 
技

術
移

転
に

お
い

て
機

材
の

占
め

る
役

割
が

大
き

い
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

お
い

て
は

機
材

の
遅

れ
が

活
動

の
時

期
に

影
響

を
与

え
た

例
が

見
ら

れ
る

が
本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
に

お
い

て
は

、
活

動
は

全
体

と
し

て
適

切
な

時
期

に
実

施
さ

れ
た

。
 

長
期

専
門

家
の

1
名

増
員

等
若

干
の

追
加

投
入

は
あ

る
が

、
基

本
的

に
は

2
0
校

程
度

の
パ

イ
ロ

ッ
ト
校

を
対

象
に

考
え

ら
れ

た
当

初
投

入
か

ら
大

幅
な

追
加

投
入

を
見

る
こ

と
な

し
に

、
わ

ず
か

な
コ

ス
ト
で

タ
ウ

ア
、

ザ
ン

デ
ー

ル
両

州
全

域
の

広
大

な
地

域
に

散
在

す
る

そ
れ

ぞ
れ

1
0
0
0
数

百
校

と
い

う
膨

大
な

数
の

対
象

校
に

お
い

て
民

主
的

な
手

続
き

に
よ

る
C

O
G

E
S
の

設
立

と
C

O
G

E
S
を

通
じ

た
学

校
運

営
活

動
計

画
の

策
定

・
実

施
が

行
わ

れ
、

当
初

の
想

定
を

は
る

か
に

上
回

る
成

果
を

あ
げ

ら
れ

た
こ

と
は

、
本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
の

効
率

性
が

驚
異

的
に

高
い

も
の

で
あ

っ
た

こ
と

を
示

す
。

 

コ
ス

ト
 

� 
類

似
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
と

比
較

し
て

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト
は

投
入

コ
ス

ト
に

見
合

っ
た

も
の

か
。

（
よ

り
低

い
コ

ス
ト
で

達
成

す
る

代
替

手
段

は
な

か
っ

た
か

？
 
同

じ
コ

ス
ト
で

よ
り

高
い

達
成

度
を

実
現

す
る

こ
と

は
出

来
な

か
っ

た
か

）
 同

上
 

こ
の

よ
う

に
、

高
い

効
率

が
得

ら
れ

た
要

因
と

し
て

は
以

下
が

考
え

ら
れ

る
。

 
・
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
で

は
、

常
に

費
用

対
効

果
を

念
頭

に
経

費
の

支
出

を
行

な
う

よ
う

留
意

し
て

き
た

。
研

修
費

用
に

つ
い

て
も

、
対

象
校

拡
大

に
対

応
す

る
た

め
常

に
経

費
削

減
を

行
い

な
が

ら
安

価
な

費
用

で
最

大
の

効
果

が
発

揮
で

き
る

研
修

内
容

と
な

る
よ

う
改

善
し

て
き

た
。

 
・
計

画
面

に
お

い
て

は
、

効
率

的
、

効
果

的
な

研
修

計
画

、
C

O
G

E
S

政
策

の
進

捗
に

合
わ

せ
た

活
動

計
画

 
・
実

施
面

に
お

い
て

は
、

既
存

の
行

政
組

織
や

ロ
ー

カ
ル

N
G

O
の

活
用

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
活

動
が

国
の

政
策

の
一

環
で

あ
る

こ
と

の
共

有
認

識
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効
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性
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評
価

設
問

 

大
項

目
小

項
目

 

情
報

源
・
デ

ー
タ

収
集

方
法

 
調

査
結

果
 

 

効
率

性
の

総
合

的
評

価
 

 
 

非
常

に
高

い
 

研
修

期
間

の
短

縮
、

研
修

の
集

中
実

施
、

現
地

N
G

O
と

の
パ

ー
ト
ナ

ー
シ

ッ
プ

を
通

し
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
は

多
大

な
る

努
力

を
し

、
成

功
し

て
い

る
。

さ
ら

に
派

遣
さ

れ
た

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
専

門
家

が
ア

フ
リ

カ
で

の
業

務
経

験
を

有
す

る
こ

と
も

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
を

効
率

的
に

実
施

で
き

た
要

因
の

一
つ

と
な

っ
て

い
る

。
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五

項
目

評
価

 
(4

) 
イ
ン
パ
ク
ト
（
予
測
）
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 評
価

設
問

 

大
項

目
 

小
項

目
 

情
報

源
・
デ

ー
タ

収
集

方
法

 
調

査
結

果
 

 上
位

目
標

「
C

O
G

E
S

を
通

じ
た

住
民

参
画

型
学

校
運

営
の

モ
デ

ル
が

(「
ニ

国
」
の

全
て

の
小

学
校

に
)普

及
す

る
」
を

達
成

す
る

た
め

に
は

以
下

の
三

点
が

不
可

欠
で

あ
る

。
 

1
) 

普
及

す
べ

き
モ

デ
ル

の
確

立
 

2
) 

 
C

O
G

E
S

政
策

実
施

に
お

け
る

「
ニ

国
」
政

府
の

強
い

イ
ニ

シ
ア

テ
ィ

ブ
 

３
）
 

各
ド

ナ
ー

を
含

め
、

関
係

者
間

で
の

C
O

G
E
S
実

施
方

針
の

共
有

 

【
普

及
モ

デ
ル

の
確

立
】
 

第
3

章
（
3
-
2
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
目

標
の

達
成

度
）
に

お
い

て
述

べ
た

通
り

、
本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
に

よ
り

、
各

小
学

校
段

階
で

の
普

及
す

べ
き

C
O

G
E
S

の
モ

デ
ル

は
ほ

ぼ
達

成
さ

れ
た

と
い

え
る

。
し

か
し

な
が

ら
、

真
に

モ
デ

ル
性

を
強

化
す

る
に

は
、

こ
れ

ら
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
経

験
を

ま
と

め
た

文
書

（
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
等

）
の

整
備

が
必

要
で

あ
る

。
さ

ら
に

、
C

O
G

E
S

連
合

を
通

じ
た

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

機
能

に
つ

い
て

は
十

分
に

確
立

し
た

と
は

い
え

ず
、

ど
の

よ
う

に
強

化
す

る
の

か
、

ま
た

、
同

モ
デ

ル
の

コ
ン

ポ
ー

ネ
ン

ト
に

入
れ

る
か

否
か

、
検

討
が

必
要

で
あ

る
。

 

上
位

目
標

達
成

の
見

込
み

 

� 
投

入
・
ア

ウ
ト
プ

ッ
ト
の

実
績

、
活

動
の

状
況

に
照

ら
し

合
わ

せ
て

、
上

位
目

標
は

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
の

効
果

と
し

て
発

現
が

見
込

ま
れ

る
か

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
記

録
 

実
施

機
関

コ
メ

ン
ト
 

【
「
ニ

国
」
政

府
の

強
い

イ
ニ

シ
ア

テ
ィ

ブ
】
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
の

成
果

は
既

に
国

の
C

O
G

E
S

政
策

文
書

に
影

響
を

与
え

て
お

り
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
の

C
O

G
E
S

運
営

モ
デ

ル
が

反
映

さ
れ

て
い

る
。

 
ま

た
、

2
0
0
6

年
9

月
2
7
/
2
8

日
に

開
催

さ
れ

た
国

家
教

育
評

議
会

は
、

P
D

D
E

第
4

年
次

（
2
0
0
6

年
1
0

月
～

2
0
0
7

年
9

月
）
活

動
計

画
（
別

添
資

料
８

 
参

照
）
を

採
択

し
た

が
、

そ
の

中
で

タ
ウ

ア
・
ザ

ン
デ

ー
ル

二
州

を
除

く
ニ

ジ
ェ

ー
ル

の
残

り
六

州
に

対
す

る
C

O
G

E
S

普
及

を
重

要
政

策
と

し
て

掲
げ

て
い

る
が

、
そ

の
活

動
等

の
詳

細
に

つ
い

て
は

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

経
験

を
大

幅
に

と
り

い
れ

て
い

る
。

 
さ

ら
に

、
次

項
に

の
べ

る
よ

う
に

、
本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
が

導
入

し
た

手
法

、
作

成
し

た
マ

ニ
ュ

ア
ル

等
の

文
書

を
ベ

ー
ス

と
す

る
標

準
モ

デ
ル

案
及

び
標

準
文

書
の

作
成

に
向

け
て

の
作

業
が

開
始

さ
れ

て
い

る
。

 
し

か
し

な
が

ら
、

C
O

G
E
S

全
国

展
開

政
策

の
立

案
及

び
実

施
の

中
核

で
あ

る
基

礎
教

育
識

字
省

C
O

G
E
S

推
進

室
は

人
員

、
予

算
、

知
識

、
経

験
い

ず
れ

も
不

足
し

て
い

る
。

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

よ
り

、
タ

ウ
ア

州
、

ザ
ン

デ
ー

ル
州

に
お

け
る

地
方

教
育

行
政

官
の

能
力

強
化

は
推

進
さ

れ
た

が
、

中
央

に
お

け
る

、
C

O
G

E
S

推
進

室
の

能
力

強
化

に
つ

い
て

は
、

世
銀

が
車

両
、

什
器

等
の

物
的

支
援

を
行

っ
た

程
度

で
あ

り
、

人
的

強
化

の
必

要
が

あ
る

。
 

 
 

 
【
方

針
の

共
有

】
 

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

経
験

を
関

係
者

間
（
中

央
基

礎
教

育
識

字
省

、
他

ド
ナ

ー
等

）
で

共
有

す
る

こ
と

は
き

わ
め

て
重

要
で

あ
る

。
 

「
ニ

国
」
に

対
す

る
C

O
G

E
S

促
進

支
援

分
野

の
主

要
な

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
の

概
要

を
別

添
資

料
９

に
示

す
。

 
こ

れ
ら

他
の

ド
ナ

ー
に

よ
る

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
と

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

主
要

な
相

違
点

は
以

下
の

2
点

に
集

約
で

き
る

。
 

①
 

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

お
い

て
は

、
C

O
G

E
S

委
員

の
選

任
に

あ
た

り
民

主
的

選
挙

を
導

入
し

、
ま

た
、

学
校

活
動

計
画

の
実

施
に

あ
た

っ
て

は
住

民
総

会
に

は
か

る
こ

と
に

よ
り

父
母

、
地

域
住

民
の

参
画

意
識

を
高

め
て

い
る

。
他

の
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

お
い

て
は

、
民

主
的

選
挙

が
伝

統
社

会
に

も
た

ら
す

摩
擦

を
回

避
す

る
た

め
C

O
G

E
S

委
員

の
選

任
に

は
関

与
せ

ず
、

地
域

の
伝

統
的

指
導

者
に

よ
り

選
任

さ
れ

た
委

員
を

そ
の

ま
ま

受
け

入
れ

て
そ

の
能

力
強

化
目

指
し

て
い

た
。

 
②

 
本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
に

お
い

て
は

、
ま

ず
地

方
教

育
行

政
官

（
C

O
G

E
S

監
督

官
、

C
O

G
E
S

担
当

官
）
の

能
力

強
化

を
目

指
し

、
C

O
G

E
S

委
員

の
訓

練
や

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

は
こ

れ
ら

地
方

行
政

官
が

主
体

と
な

っ
て

行
う

方
式

を
と

っ
て

い
る

。
他

の
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

お
い

て
は

ド
ナ

ー
（
多

く
の

場
合

、
ド

ナ
ー

と
の

契
約

に
よ

る
地

元
N

G
O

）
が

地
方

行
政

官
を

介
さ

ず
に

直
接

C
O

G
E
S

委
員

に
働

き
か

け
る

方
式

を
と

っ
て

い
る

。
後

者
の

場
合

、
住

民
と

ド
ナ

ー
の

間
の

距
離

が
短

く
、

相
互

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

が
と

り
や

す
い

利
点

が
あ

る
が

、
ニ

ジ
ェ

ー
ル

側
の

行
政

能
力

強
化

に
は

つ
な

が
ら

ず
、

限
ら

れ
た

少
数

の
サ

イ
ト
を

対
象

と
す

る
場

合
は

よ
い

が
全

国
展

開
は

不
可

能
で

あ
る

。
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評
価

設
問

 

大
項

目
 

小
項

目
 

情
報

源
・
デ

ー
タ

収
集

方
法

 
調

査
結

果
 

 

 
 

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

成
果

は
す

で
に

、
M

E
B

A
及

び
い

く
つ

か
の

ド
ナ

ー
に

よ
っ

て
も

注
目

さ
れ

、
そ

の
手

法
が

使
わ

れ
は

じ
め

て
い

る
。

さ
ら

に
、

「
ニ

国
」
政

府
は

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

方
式

を
標

準
モ

デ
ル

と
し

て
関

係
者

間
で

共
有

す
べ

く
以

下
の

手
順

で
作

業
を

開
始

し
て

い
る

。
 

①
 

外
部

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
（
Ib

ra
h
im

 A
b
d
o
u
）
 
に

委
託

し
て

、
本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
の

外
部

評
価

を
実

施
す

る
。

（
JI

C
A

の
支

援
が

決
定

し
て

い
る

。
 

②
 

上
記

外
部

評
価

報
告

書
は

、
標

準
モ

デ
ル

案
の

作
成

を
含

め
、

2
0
0
6

年
1
2

月
1

日
ま

で
に

提
出

す
る

。
 

③
 

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
で

作
成

さ
れ

た
マ

ニ
ュ

ア
ル

等
を

ベ
ー

ス
と

し
て

、
全

国
展

開
用

標
準

文
書

案
を

作
成

す
る

。
（
C

O
N

C
E
R
N

の
支

援
が

決
定

し
て

い
る

）
 

④
 

 
上

記
を

材
料

と
し

て
2
0
0
6

年
1
2

月
に

主
要

ド
ナ

ー
を

含
む

関
係

者
に

よ
る

C
O

G
E
S

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
を

開
催

し
理

解
の

共
有

を
は

か
る

。
（
U

N
IC

E
F

に
よ

る
支

援
が

内
定

し
て

い
る

。
）
 

こ
れ

に
よ

り
、

ド
ナ

ー
間

で
の

情
報

・
手

法
の

共
有

が
進

む
も

の
と

期
待

さ
れ

る
。

 

 

 

総
合

的
上

位
目

標
達

成
見

込
み

 
 

非
常

に
大

き
い

 
「
ニ

国
」
政

府
は

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
成

果
を

高
く

評
価

し
、

今
後

C
O

G
E
S

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
等

を
通

し
て

、
関

係
者

間
で

の
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
運

営
モ

デ
ル

の
共

有
を

考
え

て
お

り
、

現
在

、
M

E
B

/A
が

着
手

し
て

い
る

機
能

す
る

C
O

G
E
S

の
全

国
普

及
計

画
に

予
算

が
つ

き
、

問
題

な
く

実
施

さ
れ

れ
ば

、
上

位
目

標
は

、
上

位
目

標
は

、
数

年
で

達
成

で
き

る
と

思
わ

れ
る

。
 

 
� 

上
位

目
標

の
達

成
に

よ
り

相
手

国
開

発
計

画
へ

の
イ

ン
パ

ク
ト
は

見
込

め
る

か
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
記

録
 

実
施

機
関

コ
メ

ン
ト
 

C
O

G
E
S
は

P
D

D
E
の

3
本

柱
の

一
つ

で
あ

る
教

育
シ

ス
テ

ム
の

改
善

に
分

類
さ

れ
て

い
る

が
、

下
表

の
通

り
他

の
2
本

の
柱

に
も

貢
献

す
る

も
の

 
で

あ
る

。
上

位
目

標
（
機

能
す

る
C

O
G

E
S

の
全

国
普

及
）
が

達
成

さ
れ

れ
ば

、
就

学
向

上
や

教
育

の
質

の
向

上
な

ど
様

々
な

教
育

開
発

の
担

い
手

と
な

り
大

き
な

イ
ン

パ
ク

ト
が

見
込

め
る

。
 

  

上
位

目
標

 
プ

ロ
グ

ラ
ム

目
標

 
C

O
G

E
S

の
役

割
 

学
校

イ
ン

フ
ラ

・
備

品
整

備
 

学
校

維
持

管
理

、
学

校
運

営
 

教
員

の
雇

用
と

管
理

 
就

学
啓

発
、

契
約

教
員

の
管

理
 

農
村

部
に

お
け

る
就

学
率

の
向

上
 

農
村

部
の

特
殊

学
校

の
運

営
 

教
育

の
ア

ク
セ

ス
の

改
善

 

女
子

の
就

学
率

の
向

上
 

女
子

就
学

の
た

め
の

啓
発

活
動

（
活

動

計
画

の
作

成
）
 

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の
改

善
 

 

教
員

養
成

研
修

の
質

の
改

善
 

 

現
職

教
員

研
修

の
改

善
 

C
A

P
E
D

(現
職

教
員

研
修

）
支

援
 

十
分

な
教

科
書

や
本

の
供

与
 

教
科

書
、

文
房

具
の

管
理

 

教
育

の
質

の
改

善
 

就
学

を
促

進
す

る
た

め
の

衛
生

的
、

社
会

的
環

境
の

発
展

 
学

校
保

健
、

そ
の

他
特

殊
教

育
で

の
役

割
 

シ
ス

テ
ム

の
改

善
 

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

ー
の

学
校

運
営

へ
の

参
加

 
C

O
G

E
S

そ
の

も
の

の
役

割
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評
価

設
問

 

大
項

目
 

小
項

目
 

情
報

源
・
デ

ー
タ

収
集

方
法

 
調

査
結

果
 

 

� 
上

位
目

標
の

達
成

を
阻

害
す

る
要

因
は

あ
る

か
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
記

録
 

実
施

機
関

コ
メ

ン
ト
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
目

標
の

達
成

か
ら

、
上

位
目

標
で

あ
る

他
地

域
へ

の
普

及
に

つ
な

げ
る

た
め

に
は

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

こ
れ

ま
で

の
経

験
を

整
理

、
文

書
化

し
た

上
で

教
育

省
の

イ
ニ

シ
ア

テ
ィ

ブ
で

他
地

域
へ

の
展

開
を

図
れ

る
よ

う
な

形
に

す
る

必
要

が
あ

る
。

 
M

E
B

/
A

に
お

け
る

イ
ニ

シ
ア

テ
ィ

ブ
、

コ
ミ

ッ
ト
メ

ン
ト
の

欠
如

や
ド

ナ
ー

協
調

の
欠

如
が

あ
れ

ば
、

そ
れ

は
上

位
目

標
達

成
へ

の
大

き
な

阻
害

要
因

と
な

る
で

あ
ろ

う
。

 

� 
上

位
目

標
と

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
目

標
は

乖
離

し
て

い
な

い
か

？
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
記

録
 

実
施

機
関

コ
メ

ン
ト
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
目

標
に

お
い

て
確

立
・
強

化
さ

れ
た

モ
デ

ル
の

全
国

普
及

を
上

位
目

標
に

設
定

し
て

お
り

、
適

切
で

あ
る

。
 

 
因

果
関

係

� 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標
か

ら
上

位
目

標
に

至
る

ま
で

の
外

部
条

件
は

現
時

点
に

お
い

て
も

正
し

い
か

？
 
外

部
条

件
が

満
た

さ
れ

る
可

能
性

は
高

い
か

？
 

「
ニ

ジ
ェ

ー
ル

国
の

C
O

G
E
S

政
策

実
施

が
後

退
あ

る
い

は
停

滞
し

な
い

」
か

。
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
目

標
は

 
１

．
 

各
学

校
レ

ベ
ル

で
の

C
O

G
E
S

の
機

能
強

化
（
評

価
時

点
で

ほ
ぼ

達
成

済
み

）
 

２
．
 

県
単

位
に

お
か

れ
た

C
O

G
E
S

担
当

官
に

よ
る

コ
ミ

ュ
ー

ン
単

位
で

の
C

O
G

E
S

連
合

を
通

じ
て

の
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
強

化
（
評

価
時

点
で

は
基

礎
は

で
き

た
が

強
化

が
必

要
）
 

で
あ

る
。

「
ニ

ジ
ェ

ー
ル

国
の

C
O

G
E
S

政
策

実
施

が
後

退
あ

る
い

は
停

滞
し

た
」
と

は
い

え
ず

、
そ

の
意

味
で

現
行

の
外

部
条

件
は

満
た

さ
れ

て
い

る
が

、
上

位
目

標
実

現
の

た
め

に
は

、
単

に
消

極
的

な
現

状
維

持
に

と
ど

ま
ら

ず
、

普
及

の
た

め
の

人
材

育
成

や
マ

ニ
ュ

ア
ル

等
の

ツ
ー

ル
整

備
、

そ
れ

ら
に

要
す

る
予

算
の

手
当

を
含

む
中

央
政

府
（
基

礎
教

育
識

字
省

）
、

州
政

府
（
基

礎
教

育
識

字
局

）
レ

ベ
ル

で
の

行
政

の
積

極
的

関
与

が
必

要
と

な
ろ

う
。

 

波
及

効
果

 
 

 

（
・
政

策
の

策
定

及
び

法
律

・
制

度
・
基

準
等

の
整

備
へ

の
影

響
）
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
記

録
 

実
施

機
関

コ
メ

ン
ト
 

大
き

い
。

プ
ロ

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
の

成
果

は
既

に
国

の
C

O
G

E
S
政

策
文

書
に

影
響

を
与

え
て

お
り

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

C
O

G
E
S
運

営
モ

デ
ル

が
反

映
さ

れ
て

い
る

。
ま

た
政

府
が

開
発

し
た

C
O

G
E
S
運

営
マ

ニ
ュ

ア
ル

は
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

そ
れ

を
基

礎
に

し
て

い
る

。
 

（
ジ

ェ
ン

ダ
ー

、
人

権
、

貧
富

な
ど

社
会

・
文

化
的

側
面

へ
の

影
響

）
 

同
上

 
大

き
い

。
C

O
G

E
S

に
よ

っ
て

女
子

就
学

が
促

進
さ

れ
て

お
り

、
女

性
の

エ
ン

パ
ワ

ー
メ

ン
ト
に

貢
献

し
て

い
る

。
ま

た
、

子
ど

も
の

就
学

促
進

に
よ

っ
て

教
育

水
準

向
上

に
貢

献
、

更
に

は
住

民
参

加
の

増
大

に
伴

う
住

民
の

エ
ン

パ
ワ

メ
ン

ト
に

貢
献

 

（
環

境
保

護
へ

の
影

響
）
 

同
上

 
多

少
あ

る
。

学
校

活
動

計
画

の
実

施
に

お
け

る
植

林
活

動
、

清
掃

活
動

、
ト
イ

レ
設

置
な

ど
 

（
技

術
面

で
の

変
革

に
よ

る
影

響
）
 

同
上

 
大

き
い

。
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

成
果

は
い

く
つ

か
の

ド
ナ

ー
に

よ
っ

て
も

共
有

さ
れ

、
そ

の
手

法
が

使
わ

れ
て

い
る

。
「
ニ

国
」
政

府
は

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
成

果
を

高
く

評
価

し
、

今
後

ド
ナ

ー
技

術
会

合
等

を
通

し
て

、
関

係
者

間
で

の
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
運

営
モ

デ
ル

の
共

有
を

考
え

て
い

る
。

 

上
位

目
標

以
外

の
イ

ン
パ

ク
ト
は

生
じ

た
か

い
る

か
 

（
対

象
社

会
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

関
係

者
、

受
益

者
な

ど
へ

の
経

済
的

影
響

）
 

同
上

 
経

済
面

で
の

影
響

は
不

明
で

あ
る

。
意

識
面

で
の

影
響

は
大

き
い

。
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評
価

設
問

 

大
項

目
 

小
項

目
 

情
報

源
・
デ

ー
タ

収
集

方
法

 
調

査
結

果
 

 

(そ
の

他
) 

同
上

 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

成
果

と
し

て
、

就
学

率
の

向
上

が
上

げ
ら

れ
る

。
そ

の
結

果
教

室
、

教
員

の
不

足
と

い
っ

た
問

題
が

生
じ

て
お

り
、

こ
れ

ら
の

問
題

は
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
の

み
な

ら
ず

、
政

府
が

取
り

組
ま

な
け

れ
ば

解
決

し
な

い
課

題
で

あ
る

。
 

� 
ジ

ェ
ン

ダ
ー

、
民

族
、

社
会

的
階

層
の

違
い

に
よ

り
、

異
な

っ
た

イ
ン

パ
ク

ト
が

生
じ

て
い

る
か

？
 

同
上

 
負

の
影

響
は

見
え

て
い

な
い

。
 

負
の

イ
ン

パ
ク

ト
は

生
じ

て
い

る
か

。
そ

の
対

応
策

は
と

ら
れ

た
か

。
 

� 
そ

の
他

の
負

の
影

響
は

あ
る

か
？

 
同

上
 

負
の

影
響

は
見

あ
た

ら
な

い
。

 

イ
ン

パ
ク

ト
の

総
合

評
価

 

 
 

非
常

に
大

き
な

プ
ラ

ス
の

イ
ン

パ
ク

ト
が

期
待

さ
れ

る
。

マ
イ

ナ
ス

の
イ

ン
パ

ク
ト
は

現
時

点
で

は
見

え
て

い
な

い
。

 
本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
で

導
入

し
た

ミ
ニ

マ
ム

パ
ッ

ケ
ー

ジ
方

式
は

、
他

の
ド

ナ
ー

も
取

り
入

れ
、

ま
た

政
府

の
C

O
G

E
S

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

に
も

採
用

さ
れ

て
い

る
。

政
府

は
全

国
全

て
の

小
学

校
に

C
O

G
E
S

設
置

を
義

務
づ

け
て

お
り

、
本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
の

上
位

目
標

は
す

な
わ

ち
政

府
の

方
針

と
な

っ
て

お
り

、
上

位
目

標
は

比
較

的
早

い
時

期
に

達
成

さ
れ

る
可

能
性

も
高

い
が

、
全

国
展

開
に

必
要

な
人

材
の

育
成

、
マ

ニ
ュ

ア
ル

等
の

整
備

そ
し

て
こ

れ
ら

に
要

す
る

予
算

手
当

を
含

む
中

央
政

府
及

び
州

政
府

の
積

極
的

関
与

が
必

要
と

な
ろ

う
。

 
ま

た
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
対

象
地

域
（
上

位
目

標
が

達
成

さ
れ

れ
ば

全
国

）
に

お
い

て
現

在
ア

フ
リ

カ
で

最
低

と
い

わ
れ

る
就

学
率

、
識

字
率

の
大

幅
改

善
が

見
込

ま
れ

、
経

済
・
社

会
・
文

化
面

で
の

多
大

な
イ

ン
パ

ク
ト
が

期
待

さ
れ

る
。
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評
価

設
問

 

大
項

目
 

小
項

目
 

情
報

源
・
デ

ー
タ

収
集

方
法

 
調

査
結

果
 

 

政
策

・
制

度
面

 
 

 
専

門
家

、
C

/
P
、

実
施

機
関

ア
ン

ケ
ー

ト
及

び
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
 

 

・
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

C
O

G
E
S

運
営

モ
デ

ル
は

既
に

C
O

G
E
S

政
策

文
書

へ
反

映
さ

れ
て

お
り

、
P
D

D
E

で
も

C
O

G
E
S

は
重

要
な

課
題

と
位

置
づ

け
ら

れ
て

い
る

。
2
0
0
6

年
6

月
に

実
施

さ
れ

た
P
D

D
E

の
合

同
中

間
レ

ビ
ュ

ー
で

も
、

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

お
け

る
C

O
G

E
S

実
施

の
経

験
が

関
連

ド
ナ

ー
間

で
共

有
さ

れ
る

よ
う

C
O

G
E
S

ワ
ー

キ
ン

グ
グ

ル
ー

プ
の

結
成

が
必

要
で

あ
る

こ
と

が
指

摘
さ

れ
て

い
る

。
し

か
し

な
が

ら
、

全
国

展
開

の
た

め
の

詳
細

な
活

動
計

画
は

策
定

さ
れ

て
お

ら
ず

、
基

礎
教

育
識

字
省

に
よ

る
イ

ニ
シ

ア
テ

ィ
ブ

が
必

要
と

さ
れ

て
い

る
。

 
・
C

O
G

E
S
及

び
C

O
G

E
S
連

合
の

役
割

、
権

限
の

明
確

化
に

つ
い

て
は

、
「
ニ

国
」
政

府
の

地
方

分
権

政
策

と
も

密
接

に
関

連
し

て
お

り
、

明
確

な
方

向
を

見
極

め
る

た
め

に
は

若
干

時
間

が
か

か
る

と
思

わ
れ

る
。

 

(1
) 

C
O

G
E
S
 

 
同

上
 

殆
ど

の
C

O
G

E
S

は
、

学
校

運
営

改
善

の
た

め
の

実
務

的
知

識
・
技

能
を

会
得

し
た

。
地

元
資

源
を

動
員

す
る

能
力

を
身

に
つ

け
、

C
O

G
E
S

自
身

の
イ

ニ
シ

ア
テ

ィ
ブ

に
よ

り
、

さ
ま

ざ
ま

な
活

動
を

実
施

し
た

。
C

O
G

E
S

連
合

と
C

O
G

E
S

担
当

官
に

よ
る

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

は
C

O
G

E
S

活
動

の
自

立
発

展
性

を
支

援
し

て
い

る
。

C
O

G
E
S

メ
ン

バ
ー

間
の

相
互

信
頼

は
組

織
の

結
束

の
た

め
に

必
須

で
あ

る
が

い
く

つ
か

の
C

O
G

E
S

で
は

す
で

に
そ

れ
が

実
現

さ
れ

て
い

る
。

 

(2
) 

C
O

G
E
S
 
連

合
 

 
同

上
 

C
O

G
E
S

連
合

は
、

C
O

G
E
S

活
動

の
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
及

び
コ

ミ
ュ

ー
ン

規
模

に
お

け
る

教
育

問
題

の
解

決
に

重
要

な
役

割
を

は
た

す
も

の
と

期
待

さ
れ

る
。

初
期

に
結

成
さ

れ
た

７
C

O
G

E
S

連
合

に
は

、
収

入
創

出
活

動
を

開
始

す
る

た
め

の
資

機
材

が
供

与
さ

れ
た

。
 
 結

成
さ

れ
た

C
O

G
E
S

連
合

の
な

か
に

は
C

O
G

E
S

連
合

の
目

的
を

明
確

に
理

解
し

て
い

な
い

と
こ

ろ
も

見
受

け
ら

れ
た

。
そ

の
結

果
に

基
づ

き
、

残
り

の
C

O
G

E
S

連
合

に
お

い
て

は
目

的
を

、
よ

り
絞

り
こ

む
こ

と
に

よ
り

組
織

面
で

の
自

立
発

展
性

を
確

立
す

る
こ

と
が

期
待

さ
れ

た
。

し
か

し
な

が
ら

C
O

G
E
S

連
合

の
任

務
は

個
々

の
学

校
レ

ベ
ル

を
超

え
た

広
域

問
題

に
及

び
、

保
護

者
や

地
域

住
民

の
資

源
の

動
員

が
困

難
で

あ
っ

た
。

こ
の

こ
と

は
組

織
の

発
展

に
と

も
な

い
、

自
立

発
展

の
阻

害
要

因
と

な
る

懸
念

が
あ

る
。

 

(3
) 

地
方

行
政

（州
基

礎
教

育
識

字
局

）
 

 

同
上

 
C

O
G

E
S

担
当

官
、

C
O

G
E
S

監
督

官
は

N
G

O
に

よ
る

研
修

を
受

講
し

た
。

そ
の

後
C

O
G

E
S

メ
ン

バ
ー

に
対

す
る

研
修

は
C

O
G

E
S

担
当

官
に

よ
り

実
施

さ
れ

た
。

か
く

し
て

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
実

施
期

間
中

に
基

礎
教

育
分

野
の

地
方

行
政

官
の

能
力

強
化

が
は

か
ら

れ
た

。
こ

の
方

法
は

C
O

G
E
S

運
営

モ
デ

ル
の

自
立

発
展

の
た

め
に

適
切

で
あ

っ
た

。
 

組
織

面
 

(4
)国

家
行

政
（
基

礎
教

育
識

字
省

C
O

G
E
S

推
進

室
）
 

同
上

 
C

O
G

E
S

推
進

室
の

能
力

強
化

は
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

対
象

外
で

あ
っ

た
。

し
か

し
な

が
ら

、
C

O
G

E
S

政
策

の
推

進
を

通
じ

て
C

O
G

E
S

推
進

室
の

能
力

強
化

が
感

じ
ら

れ
た

。
 

(1
) 

C
O

G
E
S
 

 
同

上
 

ア
ク

シ
ョ
ン

プ
ラ

ン
の

達
成

度
は

個
別

学
校

・
地

域
レ

ベ
ル

で
の

資
源

動
員

に
対

す
る

継
続

的
か

つ
強

力
な

イ
ニ

シ
ア

テ
ィ

ブ
が

と
ら

れ
た

こ
と

を
示

す
。

C
O

G
E
S
活

動
が

民
主

的
に

透
明

性
を

も
っ

て
実

施
さ

れ
る

限
り

、
学

校
の

備
品

購
入

や
A

P
P
活

動
の

実
施

と
い

っ
た

小
さ

な
問

題
に

お
い

て
は

、
資

源
動

員
は

大
き

な
問

題
と

は
な

ら
な

い
で

あ
ろ

う
。

し
か

し
な

が
ら

、
校

舎
の

建
設

や
教

員
の

雇
用

と
い

っ
た

大
き

な
問

題
に

お
い

て
は

、
適

切
な

政
府

の
行

動
が

不
可

欠
で

あ
る

。
 

(2
) 

C
O

G
E
S
 
連

合
 

 
同

上
 

新
た

に
設

立
さ

れ
た

C
O

G
E
S

連
合

に
お

い
て

は
、

C
O

G
E
S

活
動

の
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
経

費
や

会
議

開
催

費
と

い
っ

た
経

常
経

費
は

連
合

傘
下

の
各

校
の

分
担

に
よ

っ
て

ま
か

な
わ

れ
た

。
こ

れ
に

よ
り

C
O

G
E
S

連
合

は
も

っ
と

も
基

本
的

な
活

動
に

対
す

る
経

費
財

源
を

え
た

こ
と

に
な

る
。

活
動

の
た

め
の

追
加

財
源

確
保

の
方

策
が

検
討

さ
れ

る
べ

き
で

あ
る

。
 

財
政

面
 

(3
) 

州
基

礎
教

育
識

字
局

に
よ

る
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
 

 

同
上

 
現

時
点

で
は

ザ
ン

デ
ー

ル
州

基
礎

教
育

識
字

局
C

O
G

E
S

担
当

官
の

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

活
動

の
た

め
の

モ
ー

タ
ー

サ
イ

ク
ル

は
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
か

ら
N

G
O

経
由

で
貸

与
さ

れ
て

い
る

。
そ

の
維

持
費

も
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

負
担

に
な

っ
て

い
る

。
こ

の
事

実
は

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
終

了
後

の
自

立
発

展
性

に
疑

問
を

投
げ

か
け

る
も

の
で

あ
る

。
中

央
政

府
や

他
の

ド
ナ

ー
と

の
協

議
に

よ
り

解
決

を
見

い
だ

す
必

要
が

あ
る

。
 



 
評
価
グ
リ
ッ
ド

 5
-3

. 
五

項
目

評
価

 
(
5
)
 

 
自
立
発
展
性
（
見
込
み
）
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評
価

設
問

 

大
項

目
 

小
項

目
 

情
報

源
・
デ

ー
タ

収
集

方
法

 
調

査
結

果
 

 

(4
) 
C

O
G

E
S

普
及

・
拡

大
の

た
め

の
予

算
 

同
上

 
C

O
G

E
S

推
進

室
は

C
O

G
E
S

の
拡

大
・
普

及
に

関
す

る
1
8

ヶ
月

行
動

計
画

案
を

作
成

し
2
0
0
6

年
3

月
P
A

D
E
B

（
世

銀
基

礎
教

育
開

発
支

援
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
）
に

提
出

し
た

。
予

算
確

保
の

た
め

に
は

、
戦

略
的

計
画

の
策

定
と

他
の

関
係

者
と

の
協

議
が

必
要

で
あ

る
。

 

技
術

面
 

 
同

上
 

ザ
ン

デ
ー

ル
州

に
お

い
て

外
部

資
源

を
最

低
限

に
お

さ
え

た
簡

易
ト
レ

ー
ニ

ン
グ

モ
デ

ル
が

導
入

さ
れ

た
こ

と
は

、
基

本
的

な
技

術
面

に
お

け
る

自
立

発
展

性
は

樹
立

さ
れ

て
い

る
と

示
す

。
な

お
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
は

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
研

修
に

よ
り

注
力

す
べ

き
と

思
わ

れ
る

。
 

C
O

G
E
S

モ
デ

ル
の

更
な

る
拡

大
の

た
め

に
は

、
研

修
方

式
の

標
準

化
と

活
動

の
文

書
化

が
必

要
で

あ
る

。
 

タ
ウ

ア
州

、
ザ

ン
デ

ー
ル

州
に

お
け

る
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

成
果

が
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
終

了
後

も
維

持
・
発

展
し

て
行

く
た

め
の

条
件

は
何

か
 

 
 

－
C

O
G

E
S

政
策

の
継

続
と

発
展

。
 

－
地

方
行

政
組

織
の

C
O

G
E
S

支
援

体
制

維
持

に
か

か
る

経
費

確
保

 
－

人
事

異
動

等
に

よ
る

未
経

験
者

に
対

す
る

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
 

 最
大

の
問

題
点

は
C

O
G

E
S

担
当

官
の

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

に
か

か
る

手
段

と
燃

料
費

の
予

算
確

保
で

あ
る

。
2
0
0
7

年
P
D

D
E

活
動

計
画

に
は

す
で

に
こ

れ
ら

活
動

の
た

め
の

予
算

が
計

上
さ

れ
て

い
る

も
の

の
、

コ
モ

ン
バ

ス
ケ

ッ
ト
な

ど
の

財
源

が
凍

結
さ

れ
て

い
る

こ
と

も
あ

り
、

予
算

配
分

の
見

通
し

が
立

っ
て

い
な

い
。

 

総
合

的
自

立
発

展
性

 
 

上
記

の
よ

う
な

側
面

を
総

合
的

に
勘

案
し

て
自

立
発

展
性

は
高

い
の

か
低

い
の

か
。

 

 
か

な
り

高
い

。
 

・
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
の

C
O

G
E
S

運
営

モ
デ

ル
は

既
に

C
O

G
E
S

政
策

文
書

へ
反

映
さ

れ
て

お
り

、
P
D

D
E

で
も

C
O

G
E
S

は
重

要
な

課
題

と
位

置
づ

け
ら

れ
、

P
D

D
E

の
中

間
レ

ビ
ュ

ー
で

も
、

C
O

G
E
S

実
施

の
経

験
共

有
が

必
要

で
あ

る
こ

と
が

指
摘

さ
れ

て
い

る
。

し
か

し
な

が
ら

、
全

国
展

開
の

た
め

の
詳

細
な

活
動

計
画

は
策

定
さ

れ
て

お
ら

ず
、

今
後

フ
ォ

ロ
ー

が
必

要
で

あ
る

。
 

・
 

組
織

的
持

続
性

に
つ

い
て

は
、

C
O

G
E
S

連
合

の
モ

デ
ル

化
及

び
C

O
G

E
S

推
進

室
の

C
D

が
今

後
の

課
題

で
あ

る
。

 
・
 

財
源

と
い

う
点

に
お

い
て

も
、

C
O

G
E
S

連
合

の
コ

ミ
ュ

ー
ン

共
通

課
題

に
対

す
る

活
動

費
や

C
O

G
E
S

担
当

官
の

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

経
費

、
C

O
G

E
S

を
全

国
展

開
す

る
た

め
の

予
算

計
画

な
ど

、
多

く
の

課
題

が
指

摘
さ

れ
た

。
 

技
術

面
で

は
、

既
に

C
O

G
E
S

監
督

官
、

C
O

G
E
S

担
当

官
は

自
ら

C
O

G
E
S

運
営

手
法

を
他

に
伝

え
ら

れ
る

ほ
ど

よ
く

理
解

し
て

お
り

、
そ

の
持

続
性

は
問

題
な

い
と

判
断

さ
れ

る
。
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COGES 連合の現状と今後の方向性 

 
１．COGES 連合とは 

（１）規模 
各小学校の COGES（学校運営委員会）をニジェールの最小行政単位であるコミューン毎

にグループ化した組織で、タウア州の場合、一つの COGES 連合を構成する COGES の数

は最小で 11、最大で 72、である。平均すると 1 連合あたり約 30 の COGES で構成される。 
 
（２）COGES 政策における位置づけ 

現在、ニジェールの COGES 政策においてもそのガイドラインの中で COGES 連合の設

置することが規定されてはいるが、具体的な意義や役割、COGES 政策の中での位置付けな

どについては、明確な規定なされてはいない。つまり、プロジェクト介入以前の COGES
と同様、現時点では「COGES 連合を設置する」というだけの「絵に描いた餅」であり、プ

ロジェクトの試行の結果を期待している、といえる。 
 
（３）みんなの学校プロジェクトが考える COGES 連合の役割 

COGES 連合の設置はみんなの学校プロジェクトが全国に先駆けて、タウア州で初めて導

入した。上述のように、政府のガイドラインにおいて COGES 連合の明確な意義、役割が

規定されていない中で、当プロジェクトでは COGES 連合の意義、役割を次のように定義

づけ、連合の普及を図っている。 
①COGES のモニタリング機能 

個々の COGES の機能化や活動に対するモニタリングは COGES 担当官のみではカバー

できないため COGES 連合がそのモニタリング機能を果たすことで、継続的な COGES の

活動を担保する。なお、COGES 連合の活動のモニタリングは COGES 担当官が行なう。

また、モニタリングだけでなく、視学官事務所と COGES の間に立ち様々な COGES（あ

るいは小学校全般）関連の情報収集および伝達機能を果たす。 
②コミューンレベルでの教育開発推進機能 
個々の COGES のレベルを超えた問題の解決、コミューンレベルでの教育課題に取り組

み、視学官事務所やコミューン行政と協力して、地域の教育開発の推進役としての機能を

果たす。 
 
２．プロジェクトによる COGES 連合の設置状況 

みんなの学校プロジェクトでは、2005 年 3 月にブザ県ブザコミューンにおいて研修を行

ない、COGES 連合を設置したのを皮切りに同年 6 月に 6 つの連合、そして同年 12 月まで

に 32 の連合が更に設置された。したがって、タウア州では現在までにプロジェクトの支援

によって 39 の COGES 連合が設置されている。なお、タウア州において他の COGES 関連

ドナーの介入地域においても、COGES 連合がそれぞれの支援によって設置されている。国

付属資料６．COGES連合の現状と今後の方向性（プロジェクト作成資料） 
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際 NGO の CONCERN が支援し、ケイタ県の１コミューンは EU の教育プロジェクトであ

る SOUTEBA が設置を支援している。 
みんなの学校プロジェクトでは COGES 連合を任意組織として、連合の意義に賛同し、

参加の意思を表明した COGES のみで結成している。（実質、連合参加を拒否した COGES
は今のところのなし。）機能する COGES のモデルを適用して、連合の事務局委員を民主選

挙で選出し、連合の活動も活動計画を策定、実施し、行政官によるモニタリングを行なわ

れる。 
 
３．これまでの活動内容と成果 

（１）就学向上キャンペーン 
先行して設置した 7 つの連合については、8～9 月にかけて就学率向上キャンペーンを実

施し、以下の成果を残した。各連合とも基本的には各 COGES がそれぞれの村・地域で啓

発活動を行ない必要に応じ、連合の責任者や啓発担当が巡回してそれをサポートするとい

った活動を行った。 
 

COGES 連合 学校

数 

入学登録

者数 
2003 年 

入学登録

者数 
2004 年 

増加率 
2004 年 
（対前年

比） 

入学登録者

数 2005 年
増加数 

増加率 
2005 年 

（対前年比）

Badaguishiri 47 1260 1106 -13.92% 3110 2004 64.44%
Bouza 40 1432 1229 -16.52% 2414 1185 49.09%
Galma 24 321 496 35.28% 1598 1102 68.96%
Tabalak 14 314 326 3.68% 640 314 49.06%
Tahoua Com 29 1542 1746 11.68% 2149 403 18.75%
Tchinta 23 414 508 18.50% 775 267 34.45%
Tsernaoua 25 731 1068 31.55% 1510 442 29.27%
TOTAL 202 6014 6479 7.18% 12196 5717 46.88%
 
なお、上図の数値には入っていないが、学校のキャパシティー（つまり、配属される教員

の数）が追いつかずに、門前払いを受けた入学希望児童が多くでた程である。結果は、昨

年度に比べて約２倍の入学登録者数を記録するなど、非常に効果的な就学促進キャンペー

ンであったことが分かる。 
 
（２）教育の質の向上キャンペーン 

2006年4月からは39のCOGES連合が中心となって質の向上キャンペーンを実施した。

具体的には 6 年生の最終試験の合格率を向上させるために、各 COGES レベルで夜間の補

習授業を行ったり、COGES 連合が中心となり模擬試験を企画、実施するなどの活動が行わ

れた。また、プロジェクトからは児童の試験対策用の学習ドリルの配布を支援したほか、

視学官事務所やコミューン行政も車輌の提供や資金援助を行なった。キャンペーンの成果

について、模擬試験の実施状況については以下のとおり。本試験の結果は 7 月中旬か下旬

ごろ判明予定。 
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県名 参加連合数 受験資格者数 受験者数 合格者 合格率 

Konni 5 467 453 84 17.18% 

Tahoua Com 1 647 593 145 24.45% 

Madaoua 5 1203 1139 275 24.14% 

Keita 2 1260 1039 123 11.23% 

Abalak 5 284 242 104 42.97% 

Illela 4 2715 2058 679 32.99% 

Bouza 6 1949 1845 437 23.68% 

Tahoua Dept 2 207 207 28 13.52% 

Tchinta N/A N/A N/A N/A N/A 

合計 30 8,732 7,576 1,875 24.74％ 

 
（３）契約教員とコミュニティーとの関係改善セミナー 
2006 年 11 月には、先の 7 つの COGES 連合を中心にして、「契約教員とコミュニティーの

関係改善セミナー」を実施した。これは、COGES 連合内の COGES と契約教員を一同に

集めて、契約教員が抱える問題点をそれぞれの視点で分析し、双方の努力で改善できるこ

とを話し合った。 
 
（４）その他の活動事例 
－人事異動で新規に着任した校長に対して、連合が COGES 関連研修を実施した。（タウア

コミューン 1・2） 
－連合が各 COGES に対して財務研修を実施（ドゥゲラワ） 
 
４．これまでの活動から得られる COGES 連合の可能性 

これまでの活動を通して見られる COGES 連合の可能性として、次のようなことが挙げ

られる。 
 
（１）前述のとおり、就学率の向上や試験合格率の向上など、COGES 連合と COGES の

ネットワークを活用することで、既存のアプローチよりも効率的かつ効果的な結果をもた

らす。 
（２）これまでの COGES の活動では、個々の COGES が学校活動計画によってそれぞれ

の学校レベルでの問題解決を目標にしていたが、COGES 連合が中心となり、テーマを絞っ

て、COGES の活力を集約することで大きなインパクトをもたらすことが可能である。 
（３）地域の教育課題やニーズに対処するべくその主体的なアクターとしての役割を果た

していく可能性を持つ組織である。将来的には視学官事務所やコミューン行政と協力して、

トップダウンではない、地域社会のニーズに基づいたボトムアップの教育開発計画の策定

実施の推進組織としての可能性がある。 
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５．問題点と今後の課題 

これまでのタウア州で設置した 39 の COGES 連合のうち、事務局運営や活動実施体制など

で直面した問題は主に次のようなものが挙げられる。 
－COGES 連合の役割、意義がメンバーの間で認識されていない 
－事務局委員のやる気、能力、情報共有が不足している 
－事務局委員における教員の割合が多い（教員の利害が反映しやすい） 
－内部規定、規約が遵守されていない。内容が現実的でない 
－事務局会合、総会の頻度が少なく、メンバー間の情報共有が不十分 
－事務局会合や総会が計画的に実施されていない 
－計画的、現実的な活動計画がないため、資金調達が不十分 
－情報伝達のシステムが確立していない 
－COGES のモニタリングシステムが不十分 
－年間活動総括総会が予定通り実施されていない 
－COGES 担当官のモニタリング能力不足と連合の機能化に向けた枠組みの欠如 
これらの問題点を踏まえて、現在プロジェクトでは COGES 連合の機能強化に向けて、

これまでの経験から教訓を引き出し、それをもとに COGES 連合のマニュアルを作成中で

ある。完成したマニュアルはザンデールの COGES 連合設置研修から活用される。また、

COGES 担当官向けの共通の連合モニタリングシートを作成して、モニタリングの質の向上

を図る予定である。 
 
５．フェーズ２に向けての方向性について 

－更なる COGES 連合の普及と機能強化 
フェーズ１に引き続き、プロジェクト対象地域での COGES 連合の普及と、機能強化を行

ない、機能する COGES 連合のモデルを確立する。現在、COGES 連合に関するマニュア

ルを作成中であり、今後さらに情報を追加しながら整備していく。 
 
－教育課題に対する連合の役割 
COGES 連合を中心として、地方分権化政策に沿った形で地域社会のニーズに基づいた、地

域から発信する教育開発を推進する。プロジェクトが提示する様々な教育課題コミューン

レベル、県レベル、州レベルでの活動計画の策定、実施に向けた取り組みの支援。コミュ

ーン行政、視学官事務所、州教育事務所との連携の強化。 
 

以上 
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 「機能する COGES による APP クラブ」  
 
１．APP（生産実習活動）クラブ実施へ至るまでの経緯： 
みんなの学校プロジェクトは、地方教育行政と地域住民の連帯の下、COGES の運営モデ

ルを提示するとともに、それに関わる地方教育行政官のキャパシティービルディングを目

的とし「学校運営への住民参画増大」に取り組んでいる。学校運営への住民参画には、地

域住民のニーズを反映した魅力的な学校づくりが不可欠であり、即生活に実践できる教科

としての生産実習活動（以下、APP）の充実が必要であるとし、当プロジェクトに導入さ

れた。現在までの経緯を活動ごとにまとめると以下のようにまとめる。 
   
１）2004 年 10 月、継続・実現可能な APP（生産実習活動）実施のための目標、戦略を

提示することを目的とした「APP ワークショップ」を開催。ワークショップの結論と

して、APP 現在まで機能していない最も大きな原因として「APP についての理解、効

果を教員初め保護者、児童が理解していない」ことが挙げられた。 
 
２）2005 年 1 月、コニ県サルナワ地区パイロット校 25 校の教員に対して、APP 活動の

重要性の説明に重点を置いた APP 研修の実施。 
 
３）同年 6 月、パイロット校の校長、教員による経験シェアリングセミナーを開催。報

告された成果としては、①児童が APP を通し、主体的に行動するようになった、②欠

席しがちだった児童が APP の日には、進んで学校に登校するようになった、③活動の

選出を地域住民との同意の下で決定するため、集金等の問題が以前に比べ少なくなっ

た、が挙げられた。 
 
４）2005 年の教育主事やプロジェクトのパイロット校 APP 活動の巡回報告から、活動

成功している学校は、①APP 活動に地域の人たちが積極的に参画している、②指導者

が APP の利点を理解し、地域に APP についての啓発活動を独自で行っている、③教

員・児童・地域住民にとって身近で役立つ活動を選択している、④児童をグループ化し、

責任を与えている、という共通点があることが確認された。 
 

以上のような活動の経験から、機能する APP に必要なことは、 

１） APP に関する地域住民の参画、協力 

２） APP についての関係者の共通理解 

３） 地域のニーズを反映したクラブの活動選出 

４） 児童の活動選出への参加など自主性の促進 

 などで必要になると判断され、APP の実施形態としては、純粋な教科の形よりも、課外

付属資料７．「機能するCOGESによるAPPクラブ」（プロジェクト作成資料） 
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活動（クラブ）で行う方が、より適当であると判断されたため、上記 4 つの機能する APP
に必要な要素を盛り込んだ「APP クラブ」という新しい形を作り、導入することとした。 
 
２．APP クラブ 

これまでの「教科としての APP」は、教員主導で、児童との 2 者で行う APP であった。

また、物資の不足や技術者の不足等の問題を抱えており、機能しているとはいえなかった。

そこで、プロジェクトは、「機能する COGES」を通し、地域住民の参画による、地域と児

童が主体となって行う新しい形の APP をコニ県サルナワ地区 28 校及びブザ県ブザ地区 40
校、計 68 校で試験的に開始した。 
 

１）APP クラブ設置プロセス 

APP クラブ設置プロセスは、「啓発活動」、「活動選出」、「クラブ代表の選出」の 3つ

の段階に分けられ、それぞれ、APP に関する地域住民の参画、協力、APP についての関係

者の共通理解、地域のニーズを反映したクラブの活動選出、児童の活動選出への参加な

ど自主性の促進が行われるように計画されている。（設置プロセスの詳細は別添参照） 

 

２）APP クラブの活動実績（別添２、活動実績参照） 

 APP クラブは、上記設置プロセスを経て、すべての試験校に設置され、多くの活動がな

され、各学校独自の試みもなされた。（別添３、活動例参照）、 

 
３．APP クラブの成果 

APP クラブの成果を活動実績と、アンケート調査の内容から説明する。活動実績からみ

る。 
１）活動実績から見た成果（別添４参照） 
活動実績により、APP クラブは、 
① APP クラブ活動が、学校活動計画の中に組み込まれ、活動経費が捻出されることに

よって、活動の実施の継続性が高まった。  
                 ↓ 

コミュニティーの参画、確実な経費確保 
                      
② APP クラブ導入前と後で、児童の出席率が上昇した。 

※ 昨年度平均 87％→今年度平均 95％ 8％上昇が見られた。 
                 ↓ 
              修了率の向上 
などの効果がみられた。 
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２）アンケートから見た成果（別添５参照） 
今年６月に行った APP クラブ対象校の教員、児童、住民に行ったアンケートに結果とし

て、APP は、関係者から以下のような効果があると考えられていることがわかった。 
① 生活に役立つ技術の習得 
② 学校が魅力的な場になった 
③ 学校と地域の距離が近くなった 

 
総合所見： 
 以上のことから、APP クラブの実施によって、地域住民、教員、そして、児童に与えた

影響は非常に高く、児童及び地域住民の意見を反映した活動を選出した事で、より地域に

密着した実践的な活動の習得が可能になり、学校や地域、家庭の環境改善につながってい

る。材料費に関しても、住民集会で活動を選出することにより、問題が軽減している。 
 また、特に注目したいのは、APP クラブを通して、保護者、地域住民が教育活動に気軽

に参加できる機会が得られていることから、これを皮切りに、教育の質の部分へ地域住民

が介入できる第一歩になっているという事である。それによって、今まで無関心だった保

護者が教育に関心を持ち、さらに地域の意見を取り入れた学校づくりに貢献できる可能性

がある。また、週 1 回の定期的な活動によって、地域住民が学校に足を運ぶ回数が増える

と同時に、交流の機会になり、地域住民を永続的な学校活動の参加へと促していく可能性

が高いといえよう。 
 児童が喜んで学校に行くようになると、保護者がその姿に満足する。また、児童の積極

的な姿勢によって、教員の意欲にプラスの影響を与えることが期待できる。これら、地域

が一体となって行う APP 活動がモデル化され、多くの学校でこの取り組みが実施されるな

らば、学校が集いの場となり、みなが教育内容に介入しやすい、よりコミュニティーに近

い学校づくりの実現に貢献できるであろう。 
 

４．プロジェクトからの投入：2005 年 11 月～2006 年 6 月 
 APP 設置研修からモニタリングなどを通し、68 校に対して 8 ヶ月間行ったプロジェクト

の投入は以下の通りである。 
投入項目 内訳 1 人当り金額 日本円 

①APP クラブ設置研修 
（半日研修） 
 
 
 

68 校 各 2 名＝136 名

（COGES 代表と校長）

 
APP マニュアル 
  250 冊 

7000Fcfa 
 
 
 
140Fcfa 
 

1627 円 
 
 
 
32 円 
 

小計額：987,000Fcfa   229,534 円 
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②モニタリング 7 ヶ月 
（2005 年 11 月～2006 年 6 月） 

各県 2 名の教育主事 
1 ヶ月当り巡回数 
21 校ガソリン代 

55600Fcfa 
 

12930 円 
 

小計額：1,556,800Fcfa  362,046 円 
③APP 月例会議 7 ヶ月 
（2005 年 12 月～2006 年 7 月） 

教育主事日当宿泊代 
 
バイク整備費 
 

23590Fcfa 
 
20000Fcfa 

5486 円 
 
4651 円 

小計額：1,220,520Fcfa  283,841 円 

合計総額：  3,764,320Fcfa  875,423 円 

1 校あたり  55,357Fcfa    12,873 円  

  
以上が APP クラブ設置から現在の結果を導くまでに投入された金額である。①の APP

設置研修については、半日研修であり効率的な研修に出来たと考えている。 
しかしながら、②モニタリングと③APP 月例会議に関しては、各県の教育主事と共に行っ

た事で、今後のモデル構築に関しては、実現可能かどうかは、疑問である。 
現在のところ、基礎教育・識字省において、APP 教科に関する具体的な対策は、計画され

ておらず、現状では、改善される見込みは期待できない。また、教育主事に対するガソリ

ン代の支給に関しても具体的な対策は見込まれていない。 
 以上のことを考慮すると、APP クラブに関して、教育主事を巻き込んだモニタリングシ

ステムは、現実的ではなく実現できる可能性は少ないといえる。また、情報収集の場とし

て設定した APP 月例会議も教育主事と共に行っていたため同様である。 
 
 
５．APP クラブ今後の方向性 
 前項で説明したとおり、今後汎用性のある「APP クラブ」のモデルを構築していくため

には、以下のような改善が必要であると考えている。 
 
① 「APP クラブ設置研修」→「効率的なより具体的な内容の研修へ」 
 APP クラブ設置研修に関しては、短時間での研修が可能であり研修受講者も理解するの

に十分な時間設定であることが分かった。しかしながら、より確実に多くの受講者に対し

て APP クラブの目的や内容を理解してもらうには、さらに単純明快な内容に改善し、より

具体的な活動を受講者がイメージできる内容に改善していく必要があろう。受講者が、APP
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クラブに興味を持てるような、分かりやすいシンプルで効率性のあるより完成度の高いマ

ニュアル作成と事例集の提示が必要と思われる。 
                 ↓ 

多くの受講者を短時間で、より確実に理解できるように導く。 
より具体的なイメージを持たせる。 

 
②「教育主事主導のモニタリング」→「COGES 連合、各 COGES によるモニタリング」 
 現在まで行ってきた教育主事によるモニタリングは、前述した通り実現性に欠ける。し

たがって、機能する COGES 連合及び機能する COGES を利用したモニタリングシステム

がより、効率的であり現実的であると考える。自己評価モニタリングシートを作成し、各

レベルでの担当者が確認できる自己評価表が現実的であると思われる。 
                 ↓ 

各自が各活動の状況把握ができ、修正補強が各 COGES レベルでできる。 
各レベルでの自己実現能力の向上。 

 
③ 「教育主事による月例会議」→「COGES 連合会議、住民集会による情報共有への移行」 
 教育主事による月例会議も同様に、実現性に欠ける事から、現在も既存しているシステ

ムによる情報共有の活用が妥当であると思われる。APP クラブの活動状況を COGES ロー

カル会議によって、地域住民間で情報共有し、COGES 連合によってそれぞれの活動状況を

コミューンレベルで取りまとめることが理想である。それが可能となれば、COGES 連合レ

ベルにおいて、APP 担当者を選出し、そこから、教育主事への情報交換が可能となり、よ

り効率的で効果的で情報収集が可能となる。 
                 ↓ 

      多くの情報を、一箇所に効率よく収集できる。 
            地域レベルで問題解決。 
 

以上によって、より汎用性のある APP クラブモデルを提示する。 
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別添 1 

 

APP クラブ設置プロセス 

 

APP クラブ設置プロセスは、「啓発活動」、「活動選出」、「クラブ代表の選出」の 3つ

の段階に分けられる。 

 

第 1 段階は、「APP 啓発活動」である。地域住民、教員の中には、APP 教科が何を目的と

し、どんな活動をする教科なのか理解していないものも多い。そこで、APP クラブ研修を受

けた COGES メンバーである校長と COGES 代表がそれぞれ分担し、児童、教員、地域住民に

対し APP の重要性を説明する。学校に関わる 3者に対して APP 教科とその重要性について

理解してもらうことが最初の活動であり、重要な課程である。 

APP に対する全員の理解が得られた時点で、次の過程である第 2段階の「APP の活動選出」

に入っていく。ここでは、児童、教員、地域住民すべての意見を取り入れた活動の選出が

目的である。まず、児童に対しどんな APP を行いたいか聞き取りを行い、思い思いの活動

を提示してもらう。その後、教員レベルで妥当性を吟味し、住民集会にて活動を最終決定

する。このように全員参加の活動決定をすることよって、万が一、材料費を必要とする活

動であったとしても、容易に集金が集まるようになる。 

最後に、第 3の過程として、クラブ毎に児童、教員、地域住民の責任者を決定する。従

来は、教員主導で行われていたが、APP クラブは、各クラブに児童、地域レベルの責任者も

決定する。それによって、地域の APP への参画、地域の人たちへ地域代表の APP 担当者か

ら情報提供を容易にできること、児童の代表を児童自身で選びその代表の下で活動行なう

ことで、児童自身の主体性を培うことができる。選出の仕方は、選挙や話し合いによって

決められる。教員も、各クラブの責任者を選ぶが、その役割は、あくまでもそのクラブの

助言者、観察者、ファシリテーターとしてである。 

 

（2）APP クラブ設置状況 

APP クラブ研修後、68 校で一斉に APP クラブ設置活動が開始され、全学校にて APP クラ

ブが設置された。各学校ですでに設置されている COGES が、「住民への COGES の啓発」→

「民主的な選挙」→「学校活動計画」→「住民による学校活動計画の実施」のプロセスを

経験していることから、設置過程に関する困難さはなく、スムーズに行われた。 

付属資料７-別添１ APPクラブ設置プロセス 



 131

別添 2 

 

APP クラブ活動実績 

 

APP クラブ設置は、3つのポイントである①「APP 啓発活動」→②「活動選出」→③「責

任者及び活動日の決定」を確実に実行することが大きな鍵であり、プロジェクト側はクラ

ブ設置の着目点として、この過程が確実に行なわれているかどうかを重点的に見た。 

 

１． APP 啓発活動 

 すべての対象校で、最低 2回以上の住民集会を行われ、APP の重要性について COGES を通

した説明がなされ、住民の同意の下 APP の活動を開始している。学校によっては 4回、住

民集会を行っているが、啓発に関しては、住民集会を開催した回数にかかわらず、APP の重

要性や内容をいかに適切に伝えるかによってその後の住民の参画や、活動に大きな違いが

見られる。  

１）活動選択 

 選択の過程では、児童、教員、地域住民の意見を総合し、3者に無理のない活動選出を行

うことが目的である。ほとんどの学校で、地域住民と共に地域に即した活動の選出が行わ

れ、地域の伝統やオリジナリティーを取り入れた活動が行われた。村でできる身近な活動

を選んでいるため、資材の調達も容易にできること、材料費も最小限に抑えられている。 

 今回の APP クラブで行った地域住民の意見を反映した活動選出によって、現在まで難し

いとされていた材料費の確保は、容易に解決できることがわかった。また、APP クラブを通

して、地域住民が学校活動に参加できることが、今までの APP と大きく違うところである。 

 

２）APP 活動種類                                                     

一番多かった活動は、裁縫・編み

物・レースクラブであった。これは、

女子教育向上を目的として挙げられ

ており、住民からの要望も高い。ま

た、女子児童からの希望も多く見ら

れた。活動は、児童が自由に選択で

きるため、学校によっては男子児童

も裁縫を選択しており、男女の区別

なく行われている。選出された活動

結果から、保護者の多くは、家庭経

済の改善に着目した活動、即家庭に

役立てられる活動を選択している傾

裁縫・編み物・レース,

37, 21%

文化（歌・劇・詩）, 26,

15%

壷・粘土・レンガ, 20,

11%スポーツ, 20, 11%

縄編み, 19, 11%

菜園・植林, 12, 7%

料理, 9, 5%

カルバス蓋, 9, 5%

髪結い・散髪, 7, 4%

ポマード, 2, 1%

かまど作り, 3, 2%

飼育, 5, 3%

ミレット柵, 2, 1%

その他, 5, 3%

付属資料７-別添２ APPクラブ活動実績
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向にあり、現在各家庭において不足している技術の習得を目的としたもの、児童の基本的

な生活に役立つ活動、即実践できる活動が選出されている。 

 

３）責任者の決定 

 各クラブは、児童、教員、住民から最低 1人ずつ責任者を選出され、それらの責任の下、

運営されている。教員は、あくまでも活動運営ファシリテーターとしての役割を担い、活

動は、主に児童と住民を主体に運営されることが目標である。 

 現在までの活動結果から、住民参画が多く活発に活動が行われている学校は、上記の目

標を十分に尊重しているが、一方、教員自身が活動を主導している学校は、地域の参画が

少なく、活動の指導の点や、持続性に関して限界があることが判明した。 

 

４） 活動に即した時間設定 

APP 実施日活動の曜日も住民集会によって決定される。対象校 68 校中 58 校、全体の 85％

の APP クラブが金曜日に集中している理由は、①通常の学校の時間割において、金曜日の

午後は、教科の補習時間としてあてられており、調整がしやすいこと、②金曜日が 1週間

に 1度の大きなお祈りで、村のほとんどの住民がモスクに集合するため、多くの住民が活

動に参加しやすいからである。APP の所要時間は、1時間～1時間半で、本来の時間割で分

散していた APP 時間を集め、時間の確保の工夫をしている。 

活動時間の設定と曜日の設定を彼らの決定に委ねることで、彼らに負担のない範囲で活

動を実現できた。 
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別添 3 

 活動事例紹介 

 

＜～開かれた学校と題して～  Kaoura goga 小学校＞ 

Kaoura goga 小学校は、ブザ市内から西に 23KM ほどの所に位置し、車輌で 20 分程度

である。児童数 251 名（男 162 名、女 89 名）、クラス数 4、教員 4 名（校長 1 名、契約教

員 3 名）、中規模の小学校で、村の中に隣接しているため、地域住民が比較的学校と交流し

やすい位置にある。 
APP クラブ活動日である毎週金曜日午後は、学校の校庭には、すでに地域住民 50 人以上

（このうち女性は約 20 名）がおり、子どもは、全校児童数を 100 人は超える 350 名以上が

集っていた。校庭にある木陰等を利用し、11 クラブ（カルバス蓋クラブ、裁縫クラブ、パ

ンクラブ、料理クラブ、髪結いクラブ、散発クラブ、かまど作りクラブ、ミレット柵作り

クラブ、壷作りクラブ、粉ふるい機作りクラブ、修繕クラブ）が教室と校庭にそれぞれ分

かれ、各々が地域住民の講師とともに活動を行っている。APP クラブの日は、地域住民が

大勢集まり、「小さな市場」であるという。「小さな市場」と呼ばれている所以は、活動の

種類によっては、児童たちのもとで、作られた商品が売買されているからである。（例：粉

ふるい機、カルバスの蓋、パン等々） 
 どのクラブも児童、保護者が生き生きと楽しんで活動に取り組んでいる様子が見て取れ、

すべてのクラブは、プロジェクトが目指す「児童が主体で保護者が参画し、教員が観察者、

時として助言者」の形で運営されていた。 
  校長の話の中で興味深かったのは、APP クラブ活動を通して、活動に参加する人、観

察する人が増え、COGES 活動に関する情報交換の機会につながっていることである。校長

もその機会を利用し、学校内の問題や状況等を見学する地域住民を通して全体に連絡して

いるとのことであった。 
 また、誰でも自由に活動に参加、観察できるよう「学校を開放」を行っている。これに

よって、確実に地域住民からの信頼につながっており、学校の APP 活動を通した、「開か

れた学校」、「村の学校」を実現していた。 
 
＜～児童から地域への発信と題して～  Chindigui foura guerke 小学校＞ 
Chindigui foura guerke 学校は、ブザ市内から北に 45KM ほどの所に位置し、車輌で 30
分程度である。児童数 126 名（男 79 名、女 47 名）、クラス数 3、教員 3 名（校長 1 名、契

約教員 2 名）、小規模の小学校で、村からは少々離れている。この学校で行われている文化

クラブ（寸劇・歌・詩の朗読）は、学校内に留まらず、活動場所を村落内へと移し、地域

住民へ向けた発信をしている。劇や歌を通してメッセージを伝える事で、いろいろな分野

の啓発活動が可能であるし、出来上がった作品をみんなで共有して楽しむことができる。

また、経費もかからない。学校でどんな活動が、どのように行われ、子どもたちにどう影

付属資料７-別添３ 活動事例紹介
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響を与えているか、この発表を通じて保護者は、子どもの成長を目の当たりにする機会を

同時に得られている。また、これらの劇・歌は、エイズ、女子の就学、モラルなどを扱っ

た内容が多く、啓発効果が非常に高い。テーマを絞り、広い範囲で行えば、今後の APP に

とっても地域の人々にとっても効果的で、持続的な啓発が実現できる可能性が高い。「学校

からコミュニティーへの発信」として非常に興味深く、多方面への効果が期待できる。こ

の活動によって、①児童を通して APP クラブへの住民の理解を高めることにつながり、ま

た、②保健や女子児童就学のテーマで劇や歌等を行うことで、住民への啓発効果も望める

可能性がある。 
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別添 4 
活動実績から見た結果 
１）活動実績から見た成果（別添４参照） 
① APP クラブ活動が、学校活動計画の中に組み込まれることで、活動経費が捻出される

ことによって、活動の実施の継続性が高まった。 
   表 I：活動実績表 

         クラブ実施状況 
APP クラブ設置 全学校にて設置 
APP クラブ開始 2005 年 1 月上旬 
実施回数、平均クラブ数   週 1 回（計 28 回）      3.5 クラブ 
  材料費 1，390，225Fcfa (323,308 円) 

  ※１校当り  20,444Fcfa (4750 円) 
※児童 1 人当り 130Fcfa（30 円） 

住民動員数 ①住民集会：平均 2 回（1 回当り参加数 約 50 名） 
②APP 活動：各クラブ 1 名及び有志参加者 

 上記の表 I から、平均クラブ数は、3.5 クラブで週 1 回、計 28 回実施され、地域住民か

らの技術者、支援者の参加が行われた。また、特記事項として、材料費問題が解消され、1
校につき 20,440Fcfa、児童一人当たり 130Fcfa（30 円）とリーズナブルな予算で、活発な

活動が行われた。児童や地域住民の満足度から見ても、費用対効果はかなり高いといえる。 
 

②  APP クラブ導入前と後で、児童の出席率が昨年度平均 87％から、今年度平均 95％へ、8％ 
上昇した。昨年の 11 月上旬に、APP クラブ設置研修を実施し、本格的に APP クラブを開

始したのが、1 月からである。以下のグラフからも分かるように、その月から、さらに出席

率が大幅に上昇している。この結果からも、APP クラブの活動が出席率に影響を与えてい

る事が分かる。（注：昨年度は、教員ストのため、1 月より学校開始） 

    

ブザ県ブザ地区40校出席率

83%

87%
89% 90% 89%

87%

90%

93%

98%
97%

98% 98% 98%

0.75

0.8

0.85

0.9

0.95

1

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月

2004-2005

2005-2006

 
2006 年 1 月 

APP クラブ活動開始
2006 年 11 月 

APP クラブ設置研修 
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別添 5 
アンケートから見た成果 
 
１）生活に役立つ技術の習得 
児童は、自らが選んだクラブ活動に意欲的であり、児童によってはすでに市場で売れる

ような完成度の高い作品を作成している。また、クラブの時間を通して、すでに家庭で保

護者から習得している児童が他の児童への技術移転を自然な形で行っており、この活動に

よる習得への効率度は高い。現に、68 校校長のうち 38 校（55％）が、着実に技術を身に

ついていると実感している。また、保護者の声として、児童が家庭でも自主的に行ってい

る姿があるとの報告からも示す事ができる。 
 
２）学校が魅力的な場になった 

子どもたちに変化はありましたか？（68校校長に質問）

26

33

38

0 10 20 30 40

1.学校活動に積極的になった

2.学校を楽しんでいる

3.技術が上達している

 
  各学校の校長にしたところ（複数回答あり）、以上のような回答が得られた。全体の半

数が、児童が学校をたのしんでいると回答し、また、38％の校長が、児童が学校活動に積

極的になったと答えている。現在のニジェールにおける学校現場では、6 学年までにドロッ

プアウトする児童が多い事が問題となっている。しかしながら、APP クラブによって、学

校を楽しい場であるという印象に変えることで、ドロップアウト児童を未然に防ぎ、修了

児童数の確保に貢献できる可能性がある。さらに、以下のグラフにあるように、地域住民

（保護者）100 名に、「子どもたちにどのような変化が見られたか」質問したところ、「学校

に喜んでいくようになった」と答えた保護者が半数以上であった。また、家庭で APP につ

いて話している児童が見られることからも、APP 活動が児童にインパクトを与えており、

学校へ行きたいと思う意欲につがなっているといえる。 

付属資料７-別添５ アンケートから見た成果 
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子どもたちにどのような変化がありましたか？（保護者１００人）

52

28

15

0 10 20 30 40 50 60

学校に喜んでいくようになった

家でAPPの事について話す

家でも実践している

 
 
３）学校と地域の距離が近くなった 

地域住民に、どのような変化がありましたか？
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（68校の校長に質問）

34

50

19

16

0 10 20 30 40 50 60

1.学校活動に協力的になった

2.交流の場が増えた

3.学校の訪問回数が増えた

4.COGESの活性化になった

 

全体の 73％が、APP クラブを通して、地域住民との交流の場が増えたと答えており、週

1 回の活動が児童への技術の習得の場だけではなく、学校と地域住民の会話の場になってい

るのがわかる。また、未就学児童も APP 活動に参加できるよう工夫している学校もあり、

APP クラブを通した地域の活動になっている学校も多く見られた。 
従来の学校は、算数やフランス語が主の教育内容であり、地域住民が教育内容に介入で

きる機会がほとんどなく、学校現場は敷居の高い遠い存在であった。しかしながら、APP
クラブの導入により、地域住民が教育内容に参加できる場が生まれ、学校のハードルが低

くなり、住民にとってより身近な場へと変化している。 
今後の活動に関しても、98％の住民が協力を続けるつもりだと、答えている事からも、

APP クラブに肯定的であり、この活動の必要性を理解していると考察できる。 
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学校プロジェクト概要 

 
１．学校プロジェクトとは 

みんなの学校プロジェクトでは「学校プロジェクト」を「学校活動計画」と区別して、

単発的な活動ではなく、より根本的で、長期的な取り組みを必要とする問題の解決を目指

す活動として定義づけている。活動の実施にかかる資金を継続的に創出するために、収入

創出活動を取り入れ、そのための原資となる部分についてプロジェクトから支援を行う。 
 
２．経過 
学校プロジェクトは、2005 年 2 月に当時の EPT の対象校のうち既に初年度から対象校

となっている 171 校に対して公募した結果、68 校から事業提案書が提出され、選考の結果

8 校の提案書が採択となった。その内容は、「保健・衛生の改善」２校、「女子就学改善」２

校、「学習効果の向上」1 校、「APP 活動」1 校、「成人識字教育」１校、「青年識字教室」１

校であった。収入創出活動別にみると、製粉機導入による製粉販売 3 校、穀物ブティック 4
校であった。 
 
３．各対象校の活動内容と結果 
別紙総括表参照 
 
４．プロジェクトによる支援 
－収入創出活動原資支援（別紙総括表参照） 
－学校プロジェクト会議開催 3 回 
－プロジェクトスタッフによる巡回モニタリング 
 
５．問題点と今後の課題 
－学校プロジェクトの概念の難しさ（学校活動計画との違い） 
－製粉機についてはコストがかかる上、収益率は悪い 
－地域住民に対する運営の透明性の不足 
－運営のノウハウ、能力不足 
－プロジェクトによるモニタリング指導不足 
運営責任者に能力があり、運営体制が整っている COGES は成功する確率が高い。 

今後の方向性としては、現在支援を行なっている 8 校について、うまくいっている学校に

ついては、引き続き活動とモニタリングを続行。うまくいっていないところは撤退、もし

くはモニタリングの強化による状況改善。 
今後、新規の支援は行なわない。 

付属資料８．学校プロジェクト概要（プロジェクト作成資料） 
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。
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を
上

げ
た
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“みんなの学校プロジェクト”コミュニティー幼稚園 
 
I．“みんなの学校プロジェクト”コミュニティー幼稚園 
コミュニティー幼稚園とは、幼稚園設立および運営（供給）の為の資材（物的、人的）・資

金ともに、住民からの動員による幼稚園である。その為、コミュニティーのニーズに合致

する自由な運営が可能な一方、その為の住民ニーズの把握とコミュニティーの能力範囲の

見極めが必要となってくる。その中で“みんなの学校プロジェクト”コミュニティー幼稚

園は、「機能する」COGES による学校活動計画の枠組み内で導入するため、住民のニーズ

と計画的動員を前提としており、自立的運営および持続可能性が高いといえる。当該プロ

ジェクトにおけるコミュニティー幼稚園の導入は、コミュニティー幼稚園への潜在的需要

を睨んだプロジェクト側からの提案を受けて、イレラ県内５か村の COGES が立候補し、

その後、プロジェクトにより 3 村を選出するかたちで開始した。当該３COGES は、住民集

会で住民へ向けた啓発活動を実施すると共に、コミュニティー幼稚園に関する学校活動計

画の立案を経て、3 村共に 2005 年 12 月から計画実行へと始動した。 
 
教育 10 カ年計画（PDDE）においては、就学前教育の総就学率を 2015 年までに５％に向

上させることが目標として掲げられているものの、2006 年中間評価時 1.6％とその普及は

遅々として進んでいないのが現状である。その理由のひとつとして、予算的にも人材的に

も就学前教育への公的配分は非常に少ないことが挙げられ、結果として目標達成へ向けた

効果的な戦略も十分ではない。そのような公教育としての就学前教育普及に見通しがつか

ない状況下、当プロジェクトの「コミュニティー幼稚園」支援アプローチは、汎用性・持

続可能性を重視するもので、総就学率の改善と PDDE 目標達成に貢献しえる可能性が高い

といえよう。 
 
II． 実施結果／成果 

 タウア州イレラ県内３村にて COGES の学校活動計画に基づき３園設置 
表Ⅰ：各園概要 

 Djinguiniss Dangona Dabnou 

開園 2006 年 2 月中旬 

場所 小学校に併設 

設備 藁屋根・バンコ教室 

黒板、茣蓙、 

飲料・手洗い水確保 

トイレ有（小用のみ） 

藁屋根・バンコ教室（３クラス）

黒板 

 

バンコ教室 

茣蓙、 

飲料・手洗い水確保 

トイレ有（小学校と共用） 

児童数 60 名（女 33 男 27） 132 名(女 60 男 72) 70 名（女 35 男 35） 

クラス数 １クラス 3 クラス（年少、年中、年長） 1 クラス 

付属資料９．“みんなの学校プロジェクト”コミュニティ幼稚園（プロジェクト作成資料） 
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保育士 2 名（49 歳、52 歳女性） 

一週間の研修受講済み 

給与 15,000FCFA／月 

3 名（19、21、27 歳女性） 

一週間の研修受講済み 

給与 15,000FCFA／月 

1 名（31 歳女性） 

一週間の研修受講済み 

給与 20,000FCFA／月 

プログラム／ 

園内活動 

月～金 8h-12h／15h30-17h30 

公立幼稚園のプログラムがベース 

財源 保育料 

（500F／月／園児） 

住民からの寄付 

保育料 

（400F／月／園児） 

住民からの寄付 

保育料 

（2500F／4 ヶ月／園児） 

住民からの寄付 

コミュニティー幼

稚園既知率*1) 

97.2％ 

（全 36 名中 35 名） 

100％ 

（全 50 名） 

77.3％ 

（全 44 名中 34 名） 

通園希望率*2) 94.4％ （全 36 名中 34 名） 96％ （全 50 名中 48 名） 93.2％ （全 44 名中 41 名） 

*4 月下旬実施「住民意識アンケート」結果より 
１）「村落内にコミュニティー幼稚園があるのを知っているか」との質問に対し、肯定した回答者の割合 
2) 「子どもをコミュニティー幼稚園に送りたいと思うか」との質問に対し、肯定した回答者の割合 

 
 ３村落住民意識アンケート調査結果（４月下旬実施） 

コミュニティー幼稚園開園後２ヶ月が経過した時点で、対象村落住民のコミュニティー幼

稚園に対する意識を調査するためアンケートを実施したところ、以下のような結果を得た。

ちなみに、アンケート回答者数は合計 130 名（女性 58 名／45％ 男性 72 名／55％）。 
・ 全回答者中 95.4％（125 名）におよぶ住民が、「日中幼い子どもを預けられる施設があ

れば、子どもを送りたい」としており、ほぼ同数の 95％（124 名）が「村落内のコミュ

ニティー幼稚園に子どもを送りたい」と回答。 
・ 内、９１％（１１２名）の住民が「子どもを幼稚園に送りたい」理由として「小学校入

学の準備のため」との回答を挙げている。 
・ 具体的に実施して欲しい保育内容としては、全回答者（130 名）中 76.2％（99 名）に

及ぶ住民が「道徳やマナー」、加えて 69.2％（90 名）の住民が「フランス語の読み書き

や数学」を挙げている。 
・ 130 名中 93％（121 名）の住民が「自分たちの村には、幼稚園が必要であるか？」との

「必要である」と回答（その他９名は「分からない」との回答）。 
 
これらのアンケートから伺えるのは― 
① 村落住民全般に渡るコミュニティー幼稚園への肯定的な意識および需要の存在 

農村部であるにもかかわらず、対象村落住民は非常にコミュニティー幼稚園や就学前

教育に対して好意的であり、かつ、ニーズが確実に存在。この 3 村においてはいずれ

も COGES による啓発活動が実施されていることから、そのような外部刺激による新

たな需要の創出もしくは潜在的需要の掘り出しが可能。 
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② 幼稚園への通園を希望する時点で、小学校就学への移行が確定的 
農村部 3 村のコミュニティー幼稚園登録園児の男女比はほぼ五分五分 
⇒ 農村部におけるコミュニティー幼稚園の普及によって、初等教育への農村部およ

び女子就学率向上への可能性大 
③ 住民は幼稚園への就学効果として、学習作用のみならず「躾や社会性の獲得」を期待 
 

 コミュニティー幼稚園設立後の変化 
３村のコミュニティー幼稚園開園後２ヶ月の時点（４月下旬）で、通園児保護者および住

民から聞き取りインタビュー調査をしたところ、通園児に生じた変化として、以下の点が

指摘された。その後の巡回時等においても、同様の意見は保護者や住民から聞かれている。 
    
   表 II：子どもの変化 

子どもに見られる変化 

行儀面 きちんと挨拶をするようになった 

社会性面 内気でなくなった 

人前で話が出来るようになった 

目上の人に敬意を払うようになった 

社会生活を理解するようになった 

自己管理面 自分で身支度（顔を洗う等）が出来るようになった

新しい知識 幼稚園で習った遊びをするようになった 

保健衛生等様々ことについて学ぶようになった 

 
コミュニティー幼稚園が開始されて 2－3 ヶ月であるため、成果として挙げるにはわずかな

変化ではあるものの、上記アンケート結果から分かるように、住民および保護者は「躾や

社会性の獲得」を幼稚園の効果として重視しており、その点から見れば、上記のような変

化はコミュニティーの意向と合致するものといえる。実際に、通園児保護者に対して行っ

た聞き取りでは、子どもの生活態度における小さな変化（挨拶や自己管理）でも幼稚園通

園への成果として非常に満足な様子を示していた。 
 
その他、住民・保護者側に生じた変化として挙げられたのは― 
・ 子どもたちを一箇所に集めておけるので、母親が日中子どものことを心配する必要なく

働けるようになった。  
⇒ 保護者（特に女性）の負担減 

・ 啓発活動で、女性も含めて村人全員が教育や就学に関して学ぶことが出来た。 
⇒ 村落住民の教育意識および知識向上 
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 ３村共に COGES メンバーおよび住民・保護者からの要望により、来年度も継続運営

を予定（１０月から開園） 
 
 
III．予想される今後の効果 
上記のような 2－3ヶ月で生じた成果を踏まえると、今後コミュニティー幼稚園の推進には、

多方面への効果が期待されうるといえよう。 
 
個人レベルでの効果 

・ 幼児の精神的発達（社会生活への順応等）／身体的発達促進 
・ 幼児の健康状況改善* 
・ 幼児の安全確保 
 
コミュニティー／社会レベルでの効果 

・ 保護者および家族(兄弟)の負担軽減 ⇒ 就労／就学機会増加 
・ 就学前教育アクセス拡大 
・ 初等教育農村部就学率向上 
・ 初等教育女子就学率向上 
・ 就学準備→初等教育放校率／留年率減、修学率上昇 
 
 
Ⅳ．投入（2006 月 2 月～5 月末） 
上記のような成果を出したコミュニティー幼稚園であるが、今年度のプロジェクトからの

投入は、基本的に「保育者研修（初期・継続）」ならびに「モニタリング」関連費用のみで

あり、ほとんど全ての資源は住民からの動員による。 
 
１）プロジェクトからの投入 

項目 対象（参加者） 期間 金額（FCFA） 

保育士初期研修 

講師：幼稚園視学官事務所所

長、指導主事 

3 村保育士（6 名） 

 

1 週間 208,810

（一名につき 8 千円程度）

幼稚園アトリエ 

 

3 村保育士および COGES メ

ンバー （12 名） 

1 泊 2 日 191,910

（一名につき 4 千円程度）

幼稚園視学官による 

モニタリング（燃料費） 

3 村／１日 1 巡回／月 26,300

（１回につき 6 千円程度）

 

PDDE への貢献 

学校環境へ適応する

ための素地作り 
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２）コミュニティー側からの投入 
項目 資材 動員内容／金額 供給源 

クラス建設 藁、ブロック 資材購入資金 

約 30,000FCFA（7 千円） 

労働力 

住民・保護者からの寄付金 

住民・保護者からの提供 

幼稚園設備 

 

黒板、茣蓙 

飲料水 等 

購入資金 住民・保護者からの寄付金 

保育士確保 １名～３名／園 人的資源 住民からの選出 

保育士報酬  15,000～20,000FCFA（4 千円）／月 保護者からの保育費 

（400～650FCFA／月） 

 
今回のコミュニティー幼稚園実施に係るプロジェクトからの初期投入額は、一園につき 7
万 FCFA（約 16,000 円）程度であるが、平均 20～40 の COGES を抱える COGES 連合単

位でこの研修を実施すれば、一回の研修で 30 名程度の保育者をカバー出来るため、受講者

ひとり当たりに係る講師料が抑えられ、また研修地を各連合区に移せることから交通・宿

泊費の点からも経済的といえる。この点を考慮して概算すると、一
．

COGES 連合内で「コ

ミュニティー幼稚園」を３０園設立するのに要するプロジェクトからの初期投入額（一園

につき保育者 2 名とした場合）は、130 万 FCFA（およそ 30 万円）程度（一園につき 4 万

CFA（およそ 9 千～1 万円））が目される。 
 
ちなみに、UNICEF において実施されているコミュニティー幼稚園では、保育士初期研修

費および幼稚園クラス設立資材・園内設備品（机・椅子、遊具、教材等）が供与されるこ

ととなっており、それに係る費用は、研修費が 900,000FCFA（約 20 万円）、設備費が１園

につき 7～800,000FCFA（約 17 万園）である。 
 
 
Ⅴ．課題 
三村のコミュニティー幼稚園は、その 3 ヵ月半にわたる活動を通して上記のような結果と

成果を生み出したものの、その一方で全般的に以下のような問題点が、コミュニティー幼

稚園の持続可能性および他地域への拡大可能性を拒むものとして浮き彫りになった。 
 
・ 運営費／設備費・保育者給与確保  
・ 保護者への経済的負担過多 
・ 園内設備の不備（遊具・教材・水等） 
 
 

運営費確保の問題 
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・ 保育者能力の限界 
・ 保育プログラムの不適合 
 
・ 幼稚園視学官の労務過多 
・ モニタリング費用の持続可能性 
 
 
Ⅵ．今後の方向性 
上記に見てきたように、農村部においてもコミュニティー幼稚園に対する住民需要は存在

し、今後 COGES 活動のひとつとして発展しうる大いなる可能性を秘めているといえる。

しかしその一方で、対象 3 村が直面したような問題は、コミュニティー幼稚園の実施を望

むほかの村落においても生じえることが予測される。よって、今後プロジェクトしては、

住民ニーズにより効果的に応えるための、村落コミュニティーの可能性と限界を考慮した

「持続発展的な汎用モデル」を提案することが望まれるといえよう。つまり、コミュニテ

ィー幼稚園の効果を最大限に引き出しながら、持続性を重視したより汎用性の高いものと

するためには、「機能している
．．．．

」COGES による“自立的な運営”の実現を主眼とし、それ

を可能にするような最小限の設置モデルを提示した上で、教育的内容や ECD 的要素の充実

に関しては、段階的導入とすることが妥当であると考えられる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・村落の現状にあったカリキュラム構築 

・段階的な教育内容の導入・補強（保育マニュアル提供） 

・村落内人的資源の活用（ボランティアによる保育補助） 

・COGES および COGES 連合によるモニタリング／ 

情報収集体制、視学官事務所との情報交流 

・小学校との連帯（校長、教員による日常的な見分） 

・保護者個人のみに依らない財源元の確保（共同畑等） 

・運営分担金回収時期の工夫（収穫後一括回収等） 

・現金以外の報酬システム（食料・労働力提供等） 

提供する保育の問題

モニタリングの問題 

運営費確保の問題 

提供する保育の問題 

モニタリングの問題 
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・
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告
・
相
談

 

この供給モデルに従ったクラス設置過程は以下の通り― 
＜設立前段階＞ 
① COGES 連合内で各 COGES のコミュニティー幼稚園設置への要望を取りまとめ、そ

の計画書を担当区視学官事務所およびプロジェクトへ提出 
② 視学官事務所とプロジェクトにより計画の妥当性を検討 
③ 住民によるクラス設立・備品整備 
④ 視学官事務所およびプロジェクト支援の下、COGES 連合単位での初期研修実施・保育

マニュアルの提供 
⑤ 開園 
＜実行段階＞ 
⑥ 各村落におけるクラスの実施と各 COGES による定期モニタリング（情報収集） 
⑦ COGES 連合内での定期的な情報回収、定期連合会議を通した情報交換・問題共有・対

応策の検討 
⑧ 各 COGES へのフィードバック 
⑨ COGES 連合・視学官事務所・プロジェクト・他関係者間での情報交流 
⑩ 保育者に対する COGES 連合単位での追加研修およびマニュアル等の提供 
 
 

幼稚園 
視学官事務所

COGES 連合 
幼稚園担当 

COGES 担当官 

COGES 

幼稚園 

COGES 

幼稚園 

COGES 

幼稚園

COGES 

幼稚園

COGES 

幼稚園

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク 

報告 

フィードバック

情報交換・問題共有・対策検討

プロジェクト 

研修・マニュアル 

視学官事務所 
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みんなの学校プロジェクト「2nd Chance」クラス 
 
I．識字教室「セカンド・チャンス」 
公立小学校入学登録年齢（６～７歳）を過ぎた児童、もしくは就学を中断した児童に対し、

初等教育の機会を提供することを目的として実施される識字教室。当該クラスは 4 年間の

プログラムで、1 年目はハウサ語（母語）により授業をおこない、2 年目からフランス語を

導入する形態をとる（3 年目以降完全にフランス語による授業）。4 年間のプログラム修了

後には、公的教育機関（中等教育）への統合が可能―公的な中学進学試験の受験が認めら

れる。みんなの学校プロジェクトにおける「セカンド・チャンス」クラスは、コミュニテ

ィーからの強い要望により支援を開始。Kossa I は COGES 学校活動計画のひとつとして実

施しており、Moujia は、「学校プロジェクト」の活動として収入創出活動（AGR）によっ

て運営資金を融通することを前提に開始した。 
 
 
II．実施結果 
・ タウア州イレラ県内２村落において設置 
 

表 I :各クラス概要 

 Moujia Kossa I 

開講 2006 年 1 月初旬 2006 年 1 月 

設備・教材 黒板、椅子、文具等 黒板、茣蓙 

ク ラ

ス 

場所 小学校との併設 小学校との併設 

 村落内から採用―34 歳男性 村落内から採用―33 歳男性 

研修 初期研修（１週間） 初期研修（１週間） 

教員 

給与 35,000FCFA／月 35,000FCFA／月 

児童数 52 名（女子 15 名 男子 37 名） 43 名（女子 11 名 男子 32 名） 

カリキュラム／ 

プログラム 

月～金 8h～12ｈ／15h～17ｈ 

4 年間修了 

1 年目ハウサ語、2 年目仏語導入 

通常小学校のカリキュラムが基本 

月～金 8h～12ｈ／15h～17ｈ 

4 年間修了 

1 年目ハウサ語、2 年目仏語導入 

基本カリキュラムに独自の教科（道徳）を追加

財源 学校プロジェクト／ 

AGR（収入創出活動）：穀物倉庫 

＊各児童からの回収なし 

村共同ミレット畑 

＊各児童からの回収なし 

 
 
 

付属資料１０．“みんなの学校プロジェクト”2nd Chance クラス（プロジェクト作成資料）
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III．実施成果 
クラス「2nd Chance」実施の成果として挙げられるのは―― 

未就学児童に対する「教育機会の拡大」 
⇒ 農村部・女子就学率向上への可能性 
⇒ 基礎学力取得層の拡大 

 
通常、登録年齢を過ぎた子どもは、どこにも受け入れ先が無く、その教育需要は宙に浮い

た状態になっていた。実際にクラスに登録している児童の大多数が、登録年齢時に「保護

者が手続きをしなかった」という理由により、未就学のまま放置されていた子どもたちで

ある。保護者による未登録の背景は、意図的なもののみではなく、たとえ就学の意思があ

っても子どもの出生届が無い為や、手続時期や方法に対する知見が保護者にない為に生じ

ている場合も多い。また農村部村落においては、定期的な新入生募集がない場合や教員の

数不足のように供給側の問題によって教育機会が得られない状況も決して特殊なことでは

ない。このような状況が、４９％という農村部のより高い未就学率
．．．．

へと繋がっているので

ある（都市部においては 43％）。つまり、「農村部の低い就学率」の背後には、供給側の許

容能力不足や手続き上の不具合で「不本意にも」教育機会を逃した子どもたちとその保護

者が確実に存在すると予測される。コミュニティー全体としても、就学も就労も出来ずに

村落内に留まっている子どもの存在は人的資源の浪費であり、コミュニティー開発や活性

化の点でも好ましいものではない為、そのような子どもへの教育提供に対するニーズは非

常に高いといえる。このような「セカンド・チャンス」クラスへのニーズの高さは、Moujia
クラスでの児童募集当初、現在の登録数の倍 100 名にも上る希望者が集まったことからも

伺える。また、保護者の中には、2 言語（ハウサ語・フランス語）を学習できるということ

を「セカンド・チャンス」クラスの大きな利点として受け止めている場合も多く、就学へ

のさらなる促進材料のひとつとなっている。 
 
さらに、「セカンド・チャンス」クラスは、児童の母語である現地語で授業を実施するため

（初年度）、学習への適応や理解力を高めることに繋がり、学習成績の上でも効果は高い。

実際に 2 クラス共に 5 ヶ月間という短期間でありながら、算数などは通常小学校一年生の

カリキュラムを修了し、二年生レベルにまで先んじている。2 クラス共に出席状況も良く、

児童の学習態度（積極性）に関しても両校共に校長の評判は高い。つまり、基礎学力の取

得層拡大はもちろんのこと、初等教育レベル修了率の拡大へと繋がる可能性が高いと思わ

れる。 
 
 
 
 

コミュニティー

教育需要 

教育機会の拡大 

⇒農村部／女子就学率拡大 

基礎学力取得層 

⇒初等教育修了率拡大 

「セカンド・チャンス」

クラス 
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Ⅳ．投入 
プロジェクトからの投入は、基本的に「教員研修費用」のみである（学校プロジェクトの

分は除く）。その他の資源は全てコミュニティーからの動員である。 
 
表 II :投入 

 プロジェクト コミュニティー 

教員研修費 

 

1 週間／受講者 2 名

110,000FCFA（約 25,000 円）

（内、講師代 70,000FCFA）

 

教員マニュアル 

コピー代 

１クラス（4 冊）につき 

17,945FCFA（約 4,000 円） 

 

学校プロジェクト 

（Moujia 校のみ） 

収入創出活動（穀物ブティック）の

原資となる穀物を提供 

1,116,250FCFA（約 260,000 円） 

 

クラス建設 資材用資金

平均 46,500FCFA（約 11,000 円）

労働力

クラス設備・教材 黒板等の購入資金

20,000FCF（約 4,600 円）以上

教員 村落住民からの選出

教員給与 35,000FCFA（約 8,000 円）／月

 
今回のクラス設立におけるプロジェクト側からの初期投入額は、一クラスにつき 7 万 FCFA
（約 16,000 円）程度であるが、平均 20～40 の COGES を抱える COGES 連合単位でこの

研修を実施すれば、一回の研修で 30 名程度の教員(同数クラス設置分)をカバー出来るため、

受講者ひとり当たりに係る講師料が抑えられ、また研修地を各連合区に移せることから交

通・宿泊費の点からも経済的といえる。この点を考慮して概算すると、一
．

COGES 連合内

で「セカンド・チャンス」を３０クラス設立するのに要する支援投入額は、120 万 FCFA
（およそ 28 万円）程度（一クラスにつき 4 万 CFA（およそ 9 千～1 万円））が目される。 
 
Ⅴ．今後の方向性 
「機能する」COGES の存在がもたらしたコミュニティー内の教育需要の高まりを背景とし

て、入学登録を逃した児童への教育機会提供は、広範な地域かつ確実な住民需要が見込ま

れる。しかし、高い需要の一方で、村落の供給能力と限界に鑑みた場合、運営維持費の確

保、教育内容の充実、そしてモニタリング体制の整備が一般的な課題として生じてくるこ

とが予測される。運営費に関しては、個々の保護者に依ることなく、コミュニティー全体



 150

で支えるシステム―財源元の確保が望ましく、また、今後 4 年間のプログラム修了後に公

教育への統合を可能にするためには、教員へのフォローアップ（継続研修、教員マニュア

ルの提供）への検討が必要である。さらにモニタリングに関しては、継続性を考慮した実

現可能な体制を考案する必要があるといえる。よって今後プロジェクトとしては、コミュ

ニティーのニーズに適切に応えるため、自立的運営と持続可能性を重視した汎用性のある

「持続発展的な供給モデル」の提案が望まれるといえる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
この供給モデルに従ったクラス設置過程は以下の通り― 
 
＜設立前段階＞ 
① COGES 連合内で各 COGES の「セカンド・チャンス」クラス設置への要望を取りま

とめ、その計画書を担当区視学官事務所およびプロジェクトへ提出 
② 視学官事務所とプロジェクトにより計画の妥当性を検討・ 
③ 住民によるクラス設立・備品整備 
④ 視学官事務所およびプロジェクト支援の下、COGES 連合単位での研修実施・教員マニ

ュアルの提供 
⑤ 開講 
 
＜実行段階＞ 
⑥ 各村落におけるクラスの実施と各 COGES による定期モニタリング（情報収集） 
⑦ COGES 連合内での定期的な情報回収、定期連合会議を通した情報交換・問題共有・対

応策の検討 
⑧ 各 COGES へのフィードバック 
⑨ COGES 連合・視学官事務所・プロジェクト・他関係者間での情報交流 
⑩ 教員に対する COGES 連合単位での追加研修 

運営費確保 

教育内容 

モニタリング 

持続可能性重視の供給モデル 

 住民全体での資金調達 

  （学校活動計画、共同畑、多彩な分担金回収ｼｽﾃﾑや報酬形態） 

 

 研修＋教員マニュアル提供 

 

 COGES および COGES 連合によるモニタリング体制 

  （運営ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ、連合内情報収集・交換、視学官事務所との連絡） 
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視学官事務所 

COGES 連合 
2nd Chance クラス担当 

COGES 担当官 

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
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現地語教育指導員

報告 

フィードバック

情報交換・問題共有・対策検討 

プロジェクト 

研修・マニュアル 
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